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『勇者』と聞いて、皆みなが思おもい浮うかべる名は何だろうか。

　伝説にして始祖である勇者――ルシード・デル・アヴロか。

　現げん役えき最強の名声を轟とどろかせる女勇者――エリシア・グラツブルクか。

　他方で、こんな名を耳にした者もいるのではないか。

　灰色の勇者アツシユ――アシェロット・バルツロメオ。

　灰色の髪かみと、灰色の瞳ひとみ、そして、灰色の魔術を操あやつる男。

　そんな『勇者』の――『ニセ勇者』の話だ。




　そもそも勇者は、『免めん許きよ』を持っていなければならない。

《創造神クリシュダ》の名の下に発行される、勇者活動のための特別免状だ。

　たとえば魔ま物もの退治。たとえば特とく殊しゆ能力を使った医い療りよう行こう為い。たとえば予言。その他、一いつ般ぱん人じんでは不可能な特別業務を為なすためには、免許が必要なのだ。

　その免許は、神の教えを忠実に実じつ践せんするための組織：『神しん学がく協きよう会かい』が、認にん定てい・発行する。

　正規の勇者となるための道は、狭せまき門に遮さえぎられている。

　まず、数千人に一人と言われる『聖魔術』の資質を授さずかっている必要がある。そこから更さらに、難関にして死の危険すら伴ともなう養成所入所試験に合格し、そこで神が定めた数々の試練を乗のり越こえ、正式に聖魔術を使うための儀ぎ式しきを終えて、修しゆう了りようしなければならない。

　そのような正規の手続きを経て、正義のために聖魔術を扱あつかう者たち、それが勇者なのだ。

　――と、神はそう定めた。

　神がそう定めた以上、その定めに従わないものは悪であり、罰ばつを受けなければならない。

　果たしてアッシュは――

　彼かれは、ひとりの少女と共に、たった二人で世界を放ほう浪ろうし、『普ふ通つうの勇者たちが倒たおせなかった魔物を倒し、そして、普通の勇者たちが救えなかった人々を救っている』という。

　その話を聞いた者たちは、きっと呆あきれて笑うか、あまりの不敬を糾きゆう弾だんするだろう。

「勇者が魔物を倒せないことなどありえない」

「勇者が人々を救えないことなどありえない」

　なぜなら勇者は、絶対的に正義なのだから。

　正義が悪に屈くつするわけがない――そこに失敗などありえないのだから。

　だが、事実として、彼を『勇者』と呼ぶ者は少なくない。

　最高だが最悪の『無免許勇者』だ、と――
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　陽ひの光が届かない、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる森の中――

　隣りん国ごくとの国境に程ほど近ちかい、非常に危険な地域。

　およそヒトが踏ふみ入るべきではない場所に、二つの人ひと影かげがあった。

　静かな森の中に、切実な女性の声が響ひびき渡わたる。

「助けてください！　どうか、娘むすめを救うために、貴方あなたのお力を……」

　対するは、勇者のようなマントを羽織る一人の男。だが良く見ると、そのマントは勇者の物とは違ちがっていた。背中に描えがかれた勇者の象しよう徴ちよう：『守護剣ガーデイアン』が、赤く荒あら々あらしい『×』によって塗ぬり潰つぶされていたのだ。

　灰色の髪と、灰色の瞳を持つ男――灰色の勇者アツシユ。

　今まさに、ここで無免許勇者への依い頼らいが持ち込まれていた。

「解わかってるさ。そのために、俺おれはここにいる」

　アッシュは、女性を少しでも落ち着かせるよう、ゆっくり声を掛かけて、

「簡単な依頼内容は聞いている。荷物の運うん搬ぱんだそうだが。改めて詳くわしく話してもらおう」

「は、はい……。どうかコレを、指定する場所まで届けていただきたいのです」

　女性は、表面に文字のような紋もん様ようが刻まれている、黒く長細い木箱を見せてきた。

「これは、《聖せい棺かん》か。とすると中身は……」

「はい。……『スケイプドール』と呼ばれる《聖遺物セイクリム》です。言い伝えでは、『ヒトの傷病を身代わりで受けることにより、回復させる』ことができると……」

　なるほど、とアッシュは納なつ得とくする。

　聖遺物と聖棺……。これは確かに、普通の勇者には任せられない仕事だ。

　聖遺物とは、『神の強力な特殊能力が込められている』とされる貴重なアイテムの総そう称しようだ。形状も能力も様々で、その能力の強大さや、神話に記き載さいがあるか否いなか等に基もとづいて、便べん宜ぎ上、第一級から第三級に分類される。ちなみにスケイプドールは、第二級だ。

　その能力は、回復の効果が込められたモノや、遠えん距きよ離りでの会話を可能にするモノ……。いっそ『死者を蘇よみがえらせる』ほどの能力が秘ひめられているモノさえ存在している、とも。

　これら聖遺物の効果は、聖魔術の素質が無い一般人でも発揮することができる。

　他方で、聖遺物を悪用したり、誤った扱い方かたをすると、『穢けがれ』てしまう、とされる。

　穢れた聖遺物は、『呪罪具ミステイリア』と呼ばれている。

　呪罪具は、本来の効力より遥はるかに強大な能力を発動させることができる――できるのだが、その代だい償しようとして、利用者の身体からだや心が蝕むしばまれ、そして滅ほろんでゆくこととなる。

　正に、呪のろわれた罪を背負うが如ごとく。

　そのため、聖遺物は、非常に厳格な取とり扱いが必要なのだ。

　そもそも聖遺物は、強力な結界に守られた協会からの搬はん出しゆつが原則として禁止されている。

　もしどうしても移動を要する場合には、封ふう印いんの術式が多重に張られた『聖棺』を使わなければならず、更に、万が一に備え、一つの聖遺物を移動させるために、高位の神官や勇者たちで構成された小隊を編成し、守護していかなければならないのだ。

　だがこの女性は、たった一人で、聖棺と聖遺物を持ち出してきている。明らかな違い背はいだ。

　聖遺物の無断持ち出しなどすれば、神に抗あらがう重大な罪として、死し刑けいは免まぬがれない。そこまでしても、この聖遺物を届けなければならないという、その覚かく悟ごがあるということだ。

　女性は、極度の緊きん張ちようがあるのだろう、声を震ふるわせながら話を続けた。

「貴方の噂うわさは伺うかがっております。報ほう酬しゆうさえ払はらえば、どのような依頼も必ず遂とげてみせると」

「まぁ、俺にできることならな」

　アッシュは皮肉を交ぜながらも、その目は真しん剣けんなまま、

「聖遺物の運搬は、確かに俺ならできる。だが、俺に依頼をすることがどういう意味か、本当に解った上でのことだろうな？　アンタは、それで良いんだな？」

　いつものように、相手の覚悟を確かく認にんする。

　無免許勇者が必要ないならば――それでも世界が平和に回るのならば、それに越したことは無いのだから。

「覚悟の上です――」

　女性は、凛りんと言い放った。

「私の願いは、娘を助けること。そのためでしたら、この身が罪に穢れようとも――クリシュダ様に逆らうことになろうとも、構いません」

　その言葉には、まったくの躊ちゆう躇ちよもなかった。

　ここでアッシュは、もう一つだけ、改めて彼かの女じよの覚悟を確認する。

「今回の報酬額として、二〇金貨ウルムを要求する。着手金で五金貨。成功報酬で一五金貨だ」

「二〇……ウルム……」

　女性は搾しぼり出だすように呟つぶやいた。

　二〇金貨といえば、首都に暮らす一いつ般ぱん家庭の一年分の生活費に相当する。このご時世、生活費とは別に二〇金貨を捻ひねり出せる家庭など、そうそう無い。

　それでも、アッシュにしてみれば、その額に見合った仕事をしているという自負がある。

　これが普通の物品輸送だったら、報酬はせいぜい五銀貨アージエ――八〇分の一程度の額で済む。そんなもの、むしろアッシュでなくてもこなせる仕事だ。

　だが、今回の仕事は普通じゃない――無免許勇者アツシユにしかできない仕事なのだ。

「解りました」

　女性の返答は思ったより早かった。きっと、最初から全すべてを覚悟していたのだろう。

　……それほどまでに、娘を愛しているということでもある、か。

「お願いします。このアイテムを、必ず届けてください」

「解った。交こう渉しよう成立だ――」

　アッシュがこの言葉を発したことで、契けい約やくは成立した。

「で、具体的な送り先は？」

「隣国の、ポルティベリカ王国です。国境の大河を渡ったすぐ、左前方に見えてくる丘おかの手前、その森の中で別の者が待っております。その者に渡してくださいませ」

「つまり、国境さえ越えられれば、後はそちらでやる、ということで良いんだな？」

「はい」――女性は頷うなずくと、アッシュに着手金として五金貨を渡した。

　そして続いて、封印の聖棺を渡してきた……だが、女性は聖棺を握にぎったまま放さない。

　その手は、小刻みに震えていた。

「……絶対に、絶対に届けてください。娘のために、必ず」

「もちろんだ。そのために『無免許勇者オレ』がいる。俺は絶対に、約束を破ったりしない」

　アッシュの言葉に、女性は口を固く結びながら小さく頷き、改めて聖棺を渡してきた。

　片手で持てるほどに軽い……だが別の意味では、両手で抱かかえきれないほどに重い。

　アッシュは、決意を込めて大きく頷いた。

　さぁ、任務スタートだ。

　そこでアッシュは突とつ然ぜん、辺りに向かって声を掛けた。

「フィーナ。仕事だぞ」

「はいな。待ってたのですよ」

　アッシュの胸むな元もとから、少女の声が発せられた。

　依い頼らい主ぬしの女性が驚おどろいたように辺りを見み渡わたすが、アッシュと女性以外には誰だれも居ない。

　少女の声は、アッシュの懐ふところに入れられている紙切れ――『念ねん符ふ』から聞こえていた。

　自じ称しよう『アッシュの助手』にして、自称『アッシュの嫁よめ』でもあるフィーナ。

　彼女は今、四kmほど離はなれた森の外で見張りをしている。そこから、特殊な術を使うことで会話を可能にしていたのだ。

「……と。早さつ速そくですが、残念なお知らせなのです。たった今、招かれざるお客様が見えたのですよ」

「なるほど。相変わらず、嗅かぎ付つけるのだけは早いようだな」

　無免許での勇者行こう為いは、大罪だ。当然ながら、そんなことをすれば罰せられることになる。今まさに、その追っ手がやって来たというわけだ。

　仮に彼らと真正面から対たい峙じしても、アッシュが引けを取るようなことはない。だが、面めん倒どう事を避さけるためにも、ここは逃にげが最適手だ……だが、アッシュとフィーナだけなら逃げることが容易でも、今はここに、もう一人いる。

　聖遺物と無免許勇者に関かかわった以上、この女性もまた立派な罪人だ。

　この女性は、それほどの危険を冒おかしてまでもアッシュに依頼してきたのだ。必ず、彼女も無事に逃がさなければならない。

「しばらくここに隠かくれてろ。俺たちが追っ手を引き付ける、その隙すきに森を抜ぬけるんだ」

「は、はい。解りました。……聖遺物の件、お願いいたします！」

　女性はアッシュを見つめ、自身のことより真っ先に聖遺物のことを心配していた。

　アッシュは「任せろ」とだけ答えると、足早に女性と別れ、改めてフィーナに言った。

「フィーナ。事前に決めた沼ぬま地ちのポイントで合流だ。そこまでは来られるな？」

「え、え～!?　迎むかえに来てはくれないのですか？」

「俺の助手だったら、それくらいできて当然だろ」

「む～っ！　いつも助手扱いしてくれませんのに、都合の良いときだけズルいですよぅ」

　フィーナの膨ふくれ面つらが容易に想像できるような反応だった。ただ、それは言いい換かえれば、これだけ賑にぎやかに会話しても大だい丈じよう夫ぶなほど余よ裕ゆうがある、ということだ。

　そもそもフィーナにしてみれば、この程度のアクシデントはひとりで対応できるはずなのだ。だからこそ別行動を任せているのだが……

　それを正直に言うと、「やっぱりアッシュは私を信しん頼らいしてくださってるのですね！　愛なのですね！」などと浮かれて仕事にならないから、口に出して言うことはない。

　さておき。このまま無む駄だ話ばなしで時間を浪ろう費ひするわけにもいかない、とアッシュは考えて、

「……まったく仕方ない。迎えに行ってやるから、それまで絶対に捕つかまるんじゃないぞ」

「は～い！　やっぱり優やさしいですね。アッシュ大好き！　愛してま」

　フィーナとの会話を途と中ちゆうで切り上げると、アッシュはさっそくフィーナの居る所へ向かった。ここからの距きよ離りは四kmほど――つまり五分ほどで着くだろう。

　なお、先ほどアッシュは、女性が無事に逃げられるように細工を施ほどこしていた。

　女性の周りに、灰色の森を増やしておいたのだ。

　誰も追っては来られないような、灰色の世界を。




　あいにくアッシュたちは、追っ手に出くわしてしまった。

　ただ、お陰かげで多くの人員を引っ張って来られた。これで女性は無事に逃げられるだろう。

「お前たちは完全に包囲されている。大人しく投降しなさい！」

　代表者らしき男が、声を荒あららげながら呼よび掛けてくる。




　勇者の群れが現れた！




　全員、揃そろいの白マントを羽織っている。背中には、勇者の象徴：守護剣。

　勇者たちはまず、聞こえよがしに自らの強さを誇こ示じしてきた。

「おほんっ。我々の《導力》は平均五〇〇〇を超こえる！　見たところ、お前らも二五〇〇はあるようだが、それでは抵てい抗こうするだけ無む駄だなのだ！」

　導力とは、単純に言えば、『聖魔術の威い力りよく』を数値化したものだ。

　その数値が大きければ大きいほど、聖魔術の威力は強くなる。

　また、導力が高い者は、他人の導力値を感覚的に測ることもできる。

　そもそも導力は、『伝説の勇者ルシードが、伝説の武具を全て装備したときの戦せん闘とう力りよく』を『九九九九カウンター・ストツプ』として設定した上で数値化される。これは、勇者ルシードこそが真の勇者であり、これこそが唯ゆい一いつ無む二にの最高値だとされているためだ。

　ちなみに、この導力、一般市民は五〇にも届かない。

　勇者養成所への入所資格は、七五〇以上――

　卒業試験の受験資格が、二五〇〇以上――

　そして、現役勇者の平均値が、三八〇〇――

　他方で、現役勇者の最高値は、『八五〇三』が叩たたき出されている。これは、定期的に導力観測がなされるようになってからの三十余年間で、圧あつ倒とう的てきな最高値だった。

　そんな中で、平均五〇〇〇というのは、確かに高い数値だと言える。

　ちなみに、最弱の魔物と言われるミニスライムを倒すために必要な導力は、一五〇だ。この数値を超えていないと、攻こう撃げきは効かないし、防ぼう御ぎよも意味がない。

　勇者にとってはまさに雑魚ざこだ。散歩しながら気付かず踏んづけたとしても倒せるだろう。

　だが、もしこの数値に満たない者――一般市民がミニスライムと戦おうものなら、何人集まったところでそもそも攻撃が効かず、また防御もできないので、抵抗できないままただジワジワと消化液で溶とかされていく、という悲ひ惨さんな結果になってしまうのだ。

　とはいえ、導力の大小だけが戦せん闘とうの全てを決するわけではない。

　なにせ、数値だけでいえば、フィーナでさえ五〇〇〇を超えることができるのだから。

　それに、ヒト対ヒトならば、導力の無い者が勇者を倒すことだって可能なのだから。

「逃げ切きれそう？」

　先ほど合流したフィーナが、アッシュに聞いていた。

　アッシュに抱だきかかえられたまま、不安そうに見上げてくるフィーナ。彼女は、自分がお荷物になっていないかと心配らしい。

　いつもは『アッシュの助手』やら『嫁』やら勝手に自称するほど図ずう々ずうしいのに、いざ苦しい場面になると、必要以上に後ろ向きになる。悪い癖くせだ。

「まったく問題ない。それよりフィーナは、聖遺物を落とすんじゃないぞ？　何せ二〇金貨が掛かってる代しろ物ものなんだからな」

　アッシュはフィーナの不安を和やわらげるよう、からかうように言った。すると、

「え？　聖遺物ってどれですか？」

「はぁ？」

　アッシュは思わず視線を向けた。フィーナは、例の聖棺をしっかりと抱き締しめるように持っていた。フィーナだって、その箱がどういうモノか知らないわけではないのに……。

「……聖遺……あぁ！　大丈夫なのです。コレは絶対に落とさないのですよ～」

　フィーナは、少し慌あわてながら返事をしてきた。

　かなり違い和わ感かんのある態度だが、それを詮せん索さくしている暇ひまはなさそうだった。

　アッシュはフィーナを抱き上あげながら木々を避け、あるいは剣で切り捨てながら、鬱蒼とした森の中を駆かけ抜けていく。

　この先には川が――国境がある。

　それを越えれば、彼らは追って来られない。

　というのも、国境とは、単に国と国との境目を指すだけのものではないからだ。

　それは、クリシュダ神が定めた『境界』なのだ。

　なぜ神がこのような境界を設けたのか……その理由は誰も知らない。知る必要もない。

　ただ、神がそう定めたのだ。

　そう定められている以上、その境界を神の許可なく越えることは許されない。

　実際に、神の許可を得ないまま――そのための儀式を行わないまま国境を越えたせいで神しん罰ばつが下った者もあると言う。

　そんなふざけた仕組みは、こういうときにだけ役に立つ。

　……もっとも、一般市民は、管かん轄かつのせいで苦しむことばかりなんだが。

　アッシュは心の中で、苛いら立だたしげに溜ため息いきをついた。

　森を抜けて視界が開ける。広大な野原と、その先には巨きよ大だいな川が横たわっていた。

　あの川の向こうは、隣国――ポルティベリカ王国だ。

　だがその前には……

「止まれ罪人どもっ！　国境は越えさせないぞ！」

　アッシュたちの行く手を阻はばむように、多数の人影が立ちはだかっていた。お揃いの純白マントに、剣や弓矢や術書や杖つえなど様々な武器を構えている。後方も含ふくめ、総勢七名の勇者たちが、包ほう囲い網もうを作り上げていたのだ。

「フィーナ、しっかり掴まっ……ぅぐっ」

　アッシュが言い終わる前に、フィーナは嬉うれしそうにギュッと力強く抱きついてきた。

　とはいえアッシュも慣れたもの。そのままフィーナを抱えながら、真まっ直すぐ勇者の群れに向かって突つっ込んでいった。

「ヤツは両手が塞ふさがっている！　一気に仕し掛かけて潰してしまうぞ！」

　ここぞとばかりに勇者の群れが襲おそいかかってきた。だがアッシュは、それら全ての攻撃を難なく防いでいく。

　斬ざん撃げきは剣で受け、光速の矢は盾たてで弾はじく。聖魔術の雷かみなりや氷も、耐たい性せいのある防具で防ぎ切る。

　両手が使えないことなど、アッシュにとっては何の枷かせにもなりはしない。

　敵の攻撃を防ぐ術など、無限に持っているのだから。

「全て、防がれただと!?」

「ど、導力が急きゆう上じよう昇しようっ……七〇〇〇超え!?　そんなバカな！」

　勇者の群れは驚き戸と惑まどっている。その隙をついて、アッシュは逃げ出した。

　ここで勇者の群れをやっつけることもできる……だが、それでは駄だ目めだ。曲がりなりにも彼らは国境を守護している――ひいては人々の生活を守っているのだから。

　そのままアッシュは、国境となっている川に向かって思い切り突き進すすんでいった。

　この川かわ幅はばは、ざっと一〇〇ｍは下らない。このまま川に突っ込んだら、勇者たちから恰かつ好こうの的にされるだろう。現に背後では、ここを好機と見て、勇者たちが身構えていた。

　だが、勇者たちは改めて驚き戸惑うこととなる。アッシュが川に足を踏み入いれようとした次の瞬しゆん間かん、彼の足あし下もとに、土の地面が出現したのだ。

　灰色の、土の足場が。

　一歩二歩、アッシュが足を踏み出せば、その都度、灰色の地面が出現する。次々と、連続して、正に地面を駆けるように川を渡っていく。

　勇者たちから、困こん惑わくの声が上がる。

「マントの守護剣に赤い『×』!?　それに灰色の物質具現化能力……まさかアイツは!?」

「無免許勇者……『灰色の贋がん作さく』のアッシュ！」

「えぇい！　と、止めろぉ！　ヤツをこの国から逃がすなぁ！」

　情けないほど裏返った声で号令が飛ぶ、と同時に、矢や火球や雷がアッシュたちを目め掛がけて降り注いできた。

　ミス、ミス、ミス。アッシュは全ての攻撃を避けきり、防ぎきった。所しよ詮せんは一般レベルの勇者の群れ。その力の差は歴然なのだ。

　そのままアッシュたちは、難なく国境を越えた。そうなってしまえばこちらのものだ。

　勇者の群れは、もはや為す術すべもなく、憎にく々にくしげにこちらを睨にらみつけていた。

「おのれ罪人め！　社会の秩ちつ序じよを乱すゴミが！」

「我々から逃げたところで、何度でも勇者は現れる！　何度でもだ！」

　勇者たちは口々に捨すて台詞ぜりふを吐はいてきた。言うだけ言うが、追って来ることはない。

　ここが、正規勇者の限界だ。

　勇者は神の子。神学協会直ちよつ轄かつの実力部隊――勇者機構に所属する。

　そんな立場の人間が、神の定めた管轄を侵おかすことなど、できるわけがないのだ。

　思わずアッシュは、この『神が創つくった世界』に蔓まん延えんする理り不ふ尽じんさに思いを巡めぐらせていた。

　魔物の襲しゆう撃げきに脅おびやかされ、結界に護まもられた街の中でしか生活できない大地。

　その中で更に、神の加護が届かず、勇者も入り込めない灰色の世界――『虚きよ無む区』

　そして、神に襲われた聖地――『ヴァルテ・カノン』の惨さん劇げき。

　そこには救わなければならない人たちが居る。なのに、救われない……

　アッシュは思わず、フィーナのことを見やりそうになっていた。だが、すぐに首を振ふって意識を切り替かえると、勇者たちに背を向けて走り去っていった。




　世界は、神が定めたとおりに、存在している。

　全知全能である神が創った世界は、齟そ齬ごなど存在しない――

　そう信じながら生きていけるのならそれでもいい。

　だが、全知全能であるはずの神によっては救えない人々が、この世界には居るのだ。

　だからこそ、無免許勇者はここに居る。

　アッシュはこの道を進んで行く――正規勇者では進んで行けない道を。

　フィーナと共に。







†　第一話　†
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「生きとし生けるものは皆、神の子。たとえどんな夜よ更ふけであろうとも、協会は人々に救いの手を差さし伸のべるのです。きっと、夜更けでなければならない理由もあるでしょう」

　そんな『神の子としての心得』を、決まり文句のように何度も教え込まされていた。

　……コレは、あぁ、夢か。

　アッシュはいろいろと察して、そのまま、つまらなそうに夢の世界を眺ながめていた。

　何度も見た夢――

　幾いく度どとなく魘うなされた、過去の現実。

　アッシュは教室にいた。神しん学がく協きよう会かいが運営する『勇者養成所』だ。

　教きよう壇だんには、このクラスの担当教官をしていた上位の神官が立っていた。

　私語などありえない、シンと静まり返った教室の中で、神官の声だけが響いていた。

「我々が苦しいと感じるそのときにこそ、一層、苦しいと感じる出来事が起こるものです。ですがそれは、主クリシュダが我々に与あたえたもうた試練なのです。それを乗り越えられるか、それとも逃げてしまうのか……そこにこそ、あなたたち勇気ある者：『勇者』のいる意味があるのです」

　当時のアッシュは、コレをクソ真ま面じ目めに聞いていた。

　この世界で苦しんでいる人々を救うには、勇者になるしかない……

　だからこそ、自らの出生を誤ご魔ま化かしてまで、この勇者養成所に入ったのだから。

　許されざる場所に生まれ落ちた者でありながら、神からの『許し』を得ようと言うのだ。

　正義は勇者と共に――クリシュダ神と共にある……

　自分が救われなかったのは、そこに神を信じる者が居なかったせいなのだ。

　信じるものは、救われる……

　アッシュは、そう信じていた。

　あの、遠い異国の空が裂さけるまでは――

　フィーナに出会うまでは。
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　アッシュが目を覚ますと、そこはランプの明かりが揺ゆれる、薄うす暗ぐらい洞ほら穴あなの中だった。

　眠ねむるつもりはなかったのだが、もたれかかっている間に寝ね落おちしてしまっていたらしい。

　例の依頼は既すでに済ませていた。つい先ほど、依頼通りにアイテムを届け終えていたのだ。

　あとは、後日、王都エスベリカへ行き、成功報酬の一五金貨ウルムを受け取るだけ。

　その安あん堵ど感かんや疲ひ労ろうが重なったのかもしれない。

　だが、まさか寝落ちするとは思っていなかった。

　ここは街の外だ。いつ魔物が出てもおかしくないのに。

　アッシュは、自分の油断を咎とがめ、歯は噛がみした。

　洞穴の中には、タンタンタンッというリズミカルな音と共に、美味おいしそうな匂においが漂ただよっていた。ここ数年間、毎日のように続いている、いつも通りの光景だ。

「お待たせしてるのです。もうすぐできるのですよ～」

　声を弾はずませながら、調理中のフィーナが声だけをアッシュに向けてきた。

　その進しん捗ちよく状じよう況きようから、眠り込んだのはせいぜい五分程度だと判わかる。

　そのたった五分でさえ例の夢を見てしまうのだから、余よ程ほどアッシュの心に深く刻まれているというわけだ。

　少し、頭が痛い。




　フィーナの言った通り、すぐに食事ができた。これが早めの昼食になる。

　いつものように、何かを期待しているような視線でジッと見つめられながら、アッシュは料理を口に運ばないといけない。

　一口食べると、フィーナが不安そうに聞いてきた。

「……どうです？」

「あぁ。普通だぞ」

「そうですか。良かったのです～」

　アッシュのぶっきらぼうな返事にも、フィーナは嬉しそうに笑え顔がおを弾けさせていた。

　ここ数日、手持ちの材料の都合から同じ料理が続いていて、その全てが同じ味に仕上がっている。まさに普通だ。

　フィーナの料理の腕うでを称しようするとき、アッシュはつい『普通』という言葉を使ってしまう。

　というのも、これがフィーナに対する最大限の褒ほめ言こと葉ばとなるからだ。

『教科書通りの味』と言うべきか。

　何せフィーナは、料理のレシピを微み塵じんの狂くるいもなく再現してみせるのだから。

　何度作っても、いつどこで作っても、完全に再現してみせるという……。

　フィーナ曰いわく、「すべては情報の『解かい析せき』と『再現』なのです」とのこと。

　そう豪ごう語ごするだけあって、フィーナはレシピさえあれば何でも作れる。だが逆に言うと、レシピが無ければ何も作れない。

　前職の名な残ごりは、こんなところでも存分に生かされているというわけだ。

　食事を終えると、もう一つ、フィーナの得意分野を披ひ露ろうする場面がやってきた。

「この近くにある村――パブレ村は、《白はく銀ぎん竜りゆう》伝説で有名なのだそうですよ」

　フィーナが、自作のガイドブックを見ながら言ってきた。

　このガイドブックは、情報管理が得意なフィーナの熱意が伝わってくる、渾こん身しんの一品だ。

　だが、こと白銀竜の伝説に関しては、アッシュも一言言っておきたい。

「ここにもあるのか……」

　この伝説を耳にして思い浮かんでくる地名は、一〇や二〇では収まらない。旅行く先々で耳にするものだから、まったく面おも白しろみのない情報だった。

　白銀竜伝説は、創世神話：『クリシュダ記』にも記述がある。

　創造神たるクリシュダがこの世界を創り出したとき、闇やみから生まれた悪あく魔まとの戦闘で灼熱の地になってしまっていた世界を鎮しずめるため、水の守護者として遣つかわされた……と言われているのが、神しん獣じゆう：白銀竜だ。

「んっふっふ～。ここの伝説は、ちょっと一味違うのですよ」

　と、フィーナは説明を続けた。

　全国各地に似たような『ゆかりの地』はあれども、パブレ村には、由来の聖遺物セイクリムである水みず瓶がめが祀まつられている。当然ながら第一級の聖遺物だ。いわば物証のある伝説なのだ。そのため熱心な巡じゆん礼れい者しやや修しゆ行ぎよう者しやが多く訪おとずれることとなっている。

　加えて、このポルティベリカ王国は、『敬けい虔けん王』と呼ばれるほど熱心なクリシュダ教徒クリスデイアであるジェイムス王が治めている。そんな敬虔王の治める土地にある《白銀竜》伝説ということで、パブレ村は一段と人気が高いらしい。

　そのため、人口五〇〇人足らずの辺へん鄙ぴな村ながら、訪問者は年間三〇〇〇人を超える。

　このご時世、そもそも街の外に出るだけでも決死の覚悟が必要になるというのに、それだけ多くの人が訪れるというのだから、何とも末すえ恐おそろしい。

「続いては、もっとも重要な情報なのですっ」

　と、これまで淡たん々たんとガイドブックを読んでいたフィーナの様子が一変した。

「パブレ村の名物は、デザートタルトなのですよ――」

　フィーナの瞳ひとみは光ひかり輝かがやき、その声は熱を帯びていた。

「ネコとかヘビとかお花とかが、すっごく細かく描かれてるらしいのです。甘あまいだけでなく可愛かわいいのですよ！　こんな風に！」

　と、フィーナは勢い良くガイドブックを突き出してきた。そこには、歪ゆがんだ三角形と、ネコと言われればネコのように見える絵、そして説明文らしきものが書かれていた。

　改めて言うが、このガイドブックは、フィーナが自作した物だ。フィーナが職務上集めていた情報までも総動員して、たった一人で作り上げた。

　フィーナはいつも言っている――

「この世界が平和になったとき、それぞれの地方を楽しく回れるように、特に名産品についての情報は、何よりも充じゆう実じつさせたいのですよ」

　そんなフィーナの熱意がひしひしと伝わってくる一品だった。

　……まぁ実際は、ただ食い意地が張っているだけかもしれないが。

「なるほど」とアッシュは頷きながら、「こんな感じにネコが描かれてたりするんだな」

「そっちはお花ですよ」

「…………」

「カーネーションですよ」

　いやそれは判らない。どう見ても判らないから真顔で迫せまってくるのはやめろ。

　そもそも、コレが花……だと？　耳に見えるのが花弁だとしても、ヒゲに見えるコレは……何だ？　いっそ植物タイプの魔ま物ものだと言われれば納得はできるが、それを言ったらフィーナが激げき怒どするから自重した。

　このガイドブックは、とても熱意が伝わってくる一品だ。それは嘘うそじゃない。

　だが言い換えれば、熱意以外は伝わりにくかったのだ。

「隣となりの説明文に、そう書いてあるじゃないですか」

　そんなフィーナの言葉に、アッシュは聞こえよがしに溜息を吐つきながら、

「……お前の字は、読めん」

「ヒドイのです!?」

　フィーナの書く文字には奇き妙みような癖がある。それは、とても他人が解読できるような文字では書かれていないのだ。

「一人で楽しむ分にはそれでいいけどな。俺にも読ませたいなら俺にも読める字で書いてくれ。お前のこんな字を解読できるヤツなんて、世界で五人も居たら良い方だ」

「でしたら、新たな一人にアッシュがなれば良いのですよ？」

　さも当然のように提案してくるフィーナ。それがアッシュにとってどれだけ面倒なのか、理解しているのだろうか。
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　いや理解していないのだろう。フィーナは続けて、

「もうかれこれ三年は一いつ緒しよに居るのですから、もうちょっと、こう、パートナーのことを理解しようっていう気持ちを見せて欲ほしいですよ。いつも『知ったことか』とか『好きにしろ』とか冷たい言葉ばかり。あ、もちろんアッシュが素す直なおになれない恥はずかしがり屋やさんだということは解わかってるのです。ですが、たまには正直な気持ちも聞きたいのですよ」

「はぁ……。知ったことか」

「ほらまたそれです。そういう態度ばかりとってるから、周りの人から冷れい酷こくだって誤解されてしまうのですよ。ついには、『金目当ての燃えかすニセ勇者』なんて渾あだ名なまで……」

「そいつは酷ひどい……」

　そんな渾名は初耳だ。さすがは、情報収集が得意なフィーナ。

「とはいえ、ですが、本当のアッシュを知っているのは私だけ、という状じよう況きようもまた、堪たまらないモノもあるのですよねぇ……はあぁ」

　そう呟いて、フィーナは恍こう惚こつの表情を浮うかべていた。

　そんなフィーナにアッシュが掛ける言葉は、これ以外には見つからない。

「……知ったことか」
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　鬱うつ蒼そうと茂しげる森を抜けた平野の中に、ポツンと一つの村があった――パブレ村だ。

　村の周囲は、レンガ造りの外がい壁へきに覆おおわれている。出入り口は、数すうヶか所しよだけ開かれている門のみ。そこには、遠目にも判る純白マント――門番勇者が立っている。

　村の中心には、ひときわ大きな建物――そして象しよう徴ちようたる守護剣ガーデイアン――神学協会が聳そびえ立たつ。

　たとえ門番勇者がいなくとも、必ず神学協会だけは――少なくとも神官と祭さい壇だんだけは、どこにでもある。それも必ず、街の中央に。

　勇者も協会も、神の加護の象徴である守護剣を備え、住民の暮らしを護まもっているのだ。

　門番勇者は、その導力を駆く使しした武力で敵を倒たおし――

　協会は、退たい魔まの結界や儀ぎ式しきによって、敵を寄せ付けない――

　そうやって、『魔物』と呼ばれる異形の敵から、住民たちを護っているのだ。




　魔物とは、ヒトを襲う異形の化け物だ。

　その生態は……判らない。

　どうして生まれるのか……

　なぜヒトを襲うのか……

　いつからいるのか……

　ほとんど判っていない。

　希少な実例の情報を掻かき集あつめながら、人々は、今の暮らしを成り立たせているのだ。

　そもそも魔物は、ヒトに対する負の感情――すなわち殺意や劣れつ情じようといった『罪』の感情が、『核かく』となる物に寄り集まることで生まれてしまったモノだ、と考えられている。

　そうして創られた魔物の身体からだは、およそ自然界の生物とは異なる奇妙な形をしており、また、魔ま術じゆつに似た性質を持っていることが判っている。

　つまり、単純な物理攻撃・防御が、まったく効かないのだ。

　たとえ物理攻撃に見えるものでも――例えば体当たりであっても、魔物の攻撃を防ぐためには、対たい抗こうしうる聖魔術がなければならない。鉄の壁かべや鋼の盾なども、容易たやすく壊こわされてしまうか、あるいはすり抜けられてしまう。それはヒトの身体で受けても、同様のこと。

　そんな魔物と戦う力を有するのが、勇者、そして協会だ。

　勇者たちが聖魔術を使って直接的に魔物と戦う一方で、協会は、聖魔術を駆使した結界によって、魔物を寄せ付けないようにすることに成功していた。

　これは、教会内の祭壇や、そこに収められた聖遺物を中心として、高位の神官が儀式を執とり行おこなうことによって、魔物が侵しん入にゆうできないような境域を作り出しているのだ。

　この結界の中にいる限り、人々は安全に暮らすことができる。

　街の中心に協会があるのは、人々が結界の有効範はん囲い内ないに寄り集まって生きているため。

　その安全の範囲が、外壁によって示されているのだ。

　あの外壁は、まさに、ヒトとそれ以外のモノとの生活を隔へだてる境界線なのだ。

　なお、街の掟おきてに逆らった者は、『村八分』として街の外に追放されてしまう。実質的な死し刑けいだ。

　その掟を定めるのは、神――すなわち神学協会だ。

　それぞれの街には、一応は町長や村長などの代表者も存在している。だが、そのような『ヒトの意思』よりも、協会の『神の意思』が優先されるのだ。

　その効力は、まさに生せい殺さつ与よ奪だつの権を握るに等しく、絶大なものとなっている。

　このように、人々の暮らしの中心には、必ず協会が――そしてクリシュダ神がいる。

　街の中心には協会があり、家の中心には祭壇がある。人々の心の奥おく底そこにも、神がいる。

　神への感謝があってこそ、この世の人々の生活は成立している。

　神に逆らえば、この世の人々は生きてはゆけないのだ。

　ひとえに、『クリシュダ神への信しん仰こう心しんにより、クリシュダ神が民を守護してくださっている』からこそ……

　と、神学協会の神官たちは言う。教科書通りに話して聞かせる。

　そしてそれが、この世界の常識――摂せつ理りとされている。

　だが――

　アッシュとフィーナは知っている。

　たとえ非常に篤あつい信仰心を持っていようとも、護られないことがあるということを。

　アッシュは、そして誰よりもフィーナは、知っているのだ。

　協会が正しいとは限らない、と。




　アッシュとフィーナは、パブレ村の門までやって来た。

　つい先ほど密入国してきたこともあって、服は替えておき、フードを目ま深ぶかに被かぶっていた。さすがに、背中に赤い『×』を背負ったマントは目立ちすぎる。

　門番勇者の男がアッシュたちに気付くと、あからさまに怪け訝げんそうな顔で声を掛かけてきた。

「ようこそ、ここはパブレの村だ！　勇者パラスの守護する村よっ。……さて、到とう着ちやく早々で悪いが、検査をさせてもらう。そのフードを取って、顔を見せてもらおうか」

「珍めずらしく厳格ですね。何かあったんですか？」

　アッシュは、何も知らない風を装いつつ、慣れない敬語で話し掛けた。

「つい先ほど、この近くで密入国事件が発生したのだ。そのため、この周囲の街では緊きん急きゆう検問がされている。灰色の髪かみと眼め、そして、勇者の証である守護剣のマントに、ふてぶてしくも赤く『×』を描かいているという無む免めん許きよ勇者の男と、その連れの女らしい」

「なるほど。無免許の上に密入国とは、そいつらは神も恐おそれぬ罪人なんですね」

　アッシュは呆あきれるように呟つぶやきながら、フードを脱ぬいで見せた。

　それを見た門番勇者：パラスは、驚おどろいたように目を見開いてから、

「ふむ……。黒髪・赤眼か……髪の毛けを引っ張ってもいいか？」

「ほどほどに、お願いしますよ」

　アッシュは苦く笑しようしながら、頭を突き出だした。グイッと不意打ちで引っ張られて結構痛かったが、それでも抜け落おちるようなことはない。

「うぅむ、本物か」

「失礼な。俺おれはハゲじゃない」

「あぁ、いや。例の無免許勇者が、ニセモノを創り出す能力者だと聞いていたのでな、確かめたかったのだ。すまなかったな」

　パラスは苦笑しながら、だけど眼だけは笑わずにアッシュたちを見み据すえていた。

　アッシュは、これ見よがしに苦笑を返した。

　相手がアッシュの能力を『灰色のニセモノを創り出す』と勘違いしている間は、余裕がある。たとえば色だって、創ろうと思えばどのようにも創り出せるのだから。

「そもそも、このご時世に、どうしてこんな旅をしている？」

　パラスから、当然と言えば当然の質問が投なげ掛けられた。

　アッシュたちも当然、答えを用意している。

「俺たちは、修しゆ行ぎようの旅の最中なんです。二人とも、まだ導力が二五〇〇ですから」

「なるほど。この数値、卒業後の修行生か……」

　パラスは、アッシュたちの導力を探さぐったのだろう、どこか納なつ得とくしたように呟いた。

「まぁ、そういうところです」

　アッシュは苦笑しながら頷うなずいた。

　数値的に、導力が二五〇〇以上あれば、勇者養成所の卒業試験に受かる可能性はある。だが、その後の就職については、やはり実力社会なので、数値の高い者から決まっていく。

　結果、ギリギリ試験に受かった者は就職できず、世界中を彷徨さまよいながら修行する『流る浪ろう人勇者』となることが多い。

　面と向かって無免許勇者であることを口外できない場合には、アッシュは流浪人勇者のフリをすることにしていた。目的のためならば、嫌けん悪おする存在の真ま似ねだってする。

　心の底さえ揺るがないなら、表面上はいくらでもコロコロ変えられるのだ。

　もっとも、フィーナはたとえ嘘でも口が裂けても、自分から「私は勇者なのです」などと言うことはない。今もフィーナは、ムムッと口を固く結んでいるだけだ。

　アッシュは、微び妙みような空気にならないよう話題を続けた。

「ここパブレ村は、神獣である白銀竜様と縁えんの深い地ですからね。だからこそ、ぜひここで修行がしたいと……」




「駄目だっ！　帰れ！」




　パラスの突とつ然ぜんの激げき昂こうに、アッシュもフィーナも困惑したまま固まってしまった。

　パラスは、我に返るようにハッとしてから、気まずそうに視線を逸そらして、

「今、この村に部外者を入れるわけにはいかない。帰りなさい」

「なぜです？　理由が解らないと、納得できません」

「きみが納得する必要はない。そう決められたことなのだ」

「いや、でもさっきは『ようこそ』と歓かん迎げいして……」

「決められた文句を言っただけだ。今、この村に部外者は入れない！　さぁ帰るのだ！」

　パラスは、今にも殴なぐりかかってきそうなほどの剣けん幕まくで命じてきた。

　いかにも怪あやしい。だが、ここで強ごう引いんに行って面めん倒どうな騒さわぎは起こしたくない。

　ここは、一いつ旦たん引き下がるべきだろう。

　アッシュとフィーナは、さも残念そうにゆっくりと、パラスの視界から外れていった。




３




　今、アッシュとフィーナは、パブレ村の中を歩いていた。

　当然ながら、門から入ったわけではない。人目の付かない場所を見つけて、外壁をひょいと飛とび越こえたのだ。

　あんな怪しい態度を取られてしまったら、不法侵入するしかないではないか。

　はたして、村の様子は異様だった。

　静かなのだ。

　昼時のメイン通り――正面には協会が建ち、道の両りよう脇わきには様々な商店が建ち並んでいる。にもかかわらず、人が一人も出歩いておらず、そして、店もすべて閉まっていた。

　それら建物の玄げん関かん前まえには、すべからく、守護剣のレプリカが突き立てられていた。

　しんと静まり返った村に整然と並ぶそれらは、まるで墓標のよう……。現にクリシュダ教徒の墓は、守護剣がモチーフにされているのだが。

「気持ち悪い」

　フィーナが吐き捨てるように呟いた。しきりに、胸の下あたりをさすっている。

　そのあたりにある内臓が、騒がしいのだろう。

　思わずアッシュが頭を撫なでてやると、フィーナは少し落ち着いたのか、目を細めながらアッシュの胸に頭を預けてきた。しばらく、フィーナを抱き寄よせながら歩いていく。

　正直、アッシュにとっても、コレは気味の良い光景ではない。

　そもそも守護剣とは、クリシュダ記にも登場する、神話上の聖せい剣けんのことを指す。

　俗ぞく称しよう――神剣『ハルメギド』

　曰く、この剣を手にしたモノは、世界の原理原則あらゆる秩序を創造する――あるいは改変することができる、という。

　実際、クリシュダ神がこの世界を創り出したときに使われ、『無』を切り裂いて大地や海や空を生み出した光の剣である、と記されている。

　なお今は、この剣は役目を終えたことにより、眠りについていると言われている。

　だが、いつか『最終戦争』が勃ぼつ発ぱつしたそのときには、『最終戦争の地ハル・メギド』にて再び目覚め、その戦争に終しゆう焉えんをもたらすであろう、という預言が残されている。

　言わば、神の力の象徴――クリシュダそのものと言っても過言ではないほどの剣なのだ。

「何が『守護剣』なのですか。……私たちのことは、護らなかったくせに」

　フィーナは、守護剣のレプリカを憎々しげに睨みつけていた。

　まさに、親の仇かたきを見る目をして。




　誰だれも居ない村を、二人で歩き続ける。

　人の気配はある。視線を感じるのだ。家の中や壁の陰かげなどから、こちらの様子を窺うかがっているらしい。

　やがてアッシュたちは、足を止めた。

　目の前に広がる異様な光景に、衝しよう撃げきを受けたのだ。

　大きな建物が――恐らく学校が、崩ほう壊かいしていた。

　まるで、巨大な足で踏ふみ潰つぶされたかのような、地面の抉えぐれと共に。

　フィーナが怪訝そうに呟く。

「……魔物、なのでしょうか。こんな村の中で――結界の中で」

「通常は、魔物は結界の中に入れない。となれば、こんな風に村が襲われることはないはずだ……だが、それには例外がある」

「結界の力よりも強大すぎる魔物に襲われた場合……」

　……例えば、白銀竜とか。

「だが、果たして魔物が強いのか、それとも結界が弱いのか……。いずれにせよ、結界内で魔物が生じたとあったら、安全管理の責任を問われることは間ま違ちがいないな」

「あっ！　だから、門番勇者はこの村に部外者を入れたくなかったのですね。勇者も所詮は協会の一員。そんな協会の不ふ祥しよう事じを隠かくすために」

「かもしれないな」

　他方で、アッシュは別の可能性も考えていた。

　それは、パラスの態度があまりに急変したことについて。

　あんな態度をとって断固とした拒きよ絶ぜつを示したら、却かえって怪しまれるに決まっている。それこそ、まるでわざと怪しまれようとしていたのかと思えるほどに。

　だとしたら、門番勇者は、自分の職務を逸いつ脱だつしないようにしながら、何とかこの異常に気付かせようとしていたのかもしれない。

　その真意は、本人に聞かないと判らないだろうが……。

　ふと突然、フィーナが顔を寄せてきて呟いた。

「あそこ、村の人たちなのですが」

　その言葉に、アッシュはフィーナの視線を追うように見やった。

　そこには、物陰から顔を半分だけ出しながら、こちらに手招きしている男がいた。

　見るからに怪しい。

　だが、そういう表立って行動できない者のところにこそ、アッシュの存在理由がある。そういう場所には、アッシュにしかできない仕事がある可能性が高いのだから。

　アッシュはフィーナと視線を合わせて頷き合うと、村人の所へと歩み寄った。

　その物陰には、数人の村人が集まっていた。集団でアッシュたちのことを監かん視ししていたのだろう。

「た、旅人さん、あんたらもしかして協会関係者じゃないのか？」

　一人の男が、はやる気持ちが抑おさえきれないように早口で声を掛けてきた。

　それを聞いたフィーナは、腹立たしげに、

「いいえ、新しん婚こん夫ふう婦ふのハネムにゅ……」

「俺たちは、修行のために放ほう浪ろうしている修行生です。せっかくなら、皆みなさんの力になれるかもしれません」

　妙みようなことを口走りそうだったフィーナの口を抓つまんで黙だまらせた後、アッシュは話を促うながした。

　すると村人は、あからさまに肩かたを落としながら、

「だ、だったら、悪いことは言わないよ。早くこんな村からは出て行くがいいさ」

「門番にも同じことを言われました。この村で、いったい何が起こっているんです？」

　アッシュが問うと、村人たちは、話していいものかと迷うように互たがいの顔を見合わせていた。だが、やがて一人の男が口を開いた。




「この村は、白銀竜様に襲われているんだ」




　その名を聞いて、アッシュは思わず驚きが隠しきれなかった。

　門番勇者パラスの態度や、村の足あし跡あとなどから、もしかしたらそうではないかという想像はしていたが、まさか本当に白銀竜だったとは。

　伝説上の存在――神獣。

　その実在を証明できるものは、クリシュダ記の記述と、世界各地に残る聖遺物だけ。要するに、神獣そのものの存在を確かく認にんできたことはないのだ。

　それが、今、この村に現れているという。

　とはいえ……

「それは実際のところ、神獣の姿形を模した魔物なんじゃないか？」

　稀まれにだが、そういう事態は過去にもある。

　人を襲う魔物という異形の存在と、神から遣わされた神獣という異形の存在――

　そもそも、そのいずれの存在も、誕生の経けい緯いや原因などがまったく判っていない。

　むしろ、それらの違ちがいは『人に害を為なすか／否いなか』の違いでしかないのではないか……。

「判らないんだ……」

　村人は、弱々しい声で呟いた。

「こういう問題は、中央の協会本部の専決事じ項こうだ。だから、あの竜が現れてすぐ質問状を出したんだ……だが、中央からの返事は、二週間経たった今も届いていない」

　……中央め。相変わらず、厄やつ介かいな問題には『見てみぬフリ』が得意なようだ。

　アッシュは心の中で悪態を吐きながら、村人の話の続きを聞いた。

「そうしたら、ここの協会が独自の判断を下したんだ。『コレは、神がもたらした試練である』――つまり――『神獣は本物だから、皆は耐たえ忍しのばなければならない』と」

「どうしてまた、そんな判断を下したんだ!?」

　そんな判断を下したら、勇者は手出しできなくなる。

　結果、住民を護まもる者がいなくなる。

　最悪の一手だ。

「白銀竜様が初めて顕けん現げんなさった場所、それがまさに、聖遺物が保管されている神物庫だったんだ！　……だからこそ、神獣も本物に違いない、と」

「……なるほど」

　そこは結界の中心だ。本来ならば、そこで魔物が発生するわけなどない。

　……本来ならば。

「この村には協会もあるし、水瓶が――第一級の聖遺物が奉たてまつられている。これだけ強固に魔物を排はい除じよしている村の中で、魔物が発生するわけがない。だからこそ、協会関係者は、勇者様たちも含ふくめて皆、『あの白銀竜様は本物だ』と言うしかないんだ」

　そこまで言うと、他の村人たちが話に加わってきた。

「アタシんちの畑はね、白銀竜…様が吐はいた水撃で全部流されちまったんだよ。それでも、勇者も協会の神官たちも何もしてくれなかった。それどころか、『白銀竜様に襲われたのは、お前らの信仰心が揺らいでいたからだ』とか言って、ウチの旦だん那なを新しい神しん殿でん建設のために連行していっちまった……。こんな酷い話があるかい！」

「俺の家も、白銀竜…様に壊されちまったんだ。だのに、『白銀竜様に家を壊していただいたのは、むしろ吉きつ兆ちようだ』ってことで、土地を協会に寄付させられちまった……」

　こんな状況にありながらも、律りち儀ぎに白銀竜に対して『様』を付ける村人たち。

　……いや。律儀というか、もし本物だったときの神しん罰ばつが、途と轍てつもなく怖こわいのだろう。

「この村の状況は、こんなもんだ――」

　村人は、自じ嘲ちようするように言う。

「俺たちには、もう為す術すべが何も無い。この村の勇者も神官も、村人のことなんて守ってくれやしないんだからな」

「……最低、なのです」

　フィーナが怒いかりの瞳を隠さずに言い捨てた。

　人々の理り不ふ尽じんな苦しみを救おうとしない協会、それは、フィーナがもっとも嫌きらうことだ。

　もちろんアッシュとて、そんな行こう為いを許す気など微塵もない。

　ジレンマを抱かかえたこの現状は、理不尽な苦しみに満ちている。

　魔物であろうと神獣であろうと、異形のモノを倒そうとするなら、勇者としての力――聖魔術が必要だ。

　だが今回は、相手が神獣であるとされた以上、勇者の立場では倒すことが許されない。

　……それでも、まだ抗あらがう術はある。

　ここにあるのだ。




「俺が、白銀竜を倒してやろうか」




「えっ!?」

　アッシュの提案に、村人たちは皆、目を見開きながら、声を裏返らせて驚いていた。

「俺が、白銀竜を倒してやるって言ってるんだ。どうする？」

「ど、どうするも何も……そんなのは無む茶ちやだ！　相手は神獣だぞ!?」

「神獣とは限らないだろ？　神獣の姿を借りた魔物の可能性だってある」

「だ、だが……そもそもアンタ、勇者が協会に逆らうようなことをしたら、タダじゃ済まないぞ」

「そもそもと言うなら、俺はそもそも正規の勇者じゃない。無免許勇者だ」

　言うと同時にアッシュは変装を解き、灰色の髪と瞳を現し、マントを羽織って見せた。

　かつて、正規に配布されていた勇者の証――守護剣のマント。その守護剣のある背中は、今、赤く大きな『×』で塗ぬり潰されている。

「なっ!?」「ひっぃ!?」

　村人たちは悲鳴を上げながら後ずさって、口々に反発してきた。

「無免許の勇者行為なんて、大罪じゃないか！」

「無免許勇者に依い頼らいしたことが知られたら、村を追い出されちまう！」

　彼かれらは、たとえ協会に対して不満を持っていようとも、あからさまに神に歯向かうような行為はできないのだろう。愚ぐ痴ちは言えても、実際の行動に出るつもりはないのだ。

「そ、そもそも無免許勇者は『聖魔術』が使えないはずだ。そんな奴やつが戦えるものか！」

　アッシュは確かに無免許だ。勇者養成所も途と中ちゆう退学させられている。

　そして本来ならば、聖魔術の素質などあらゆる特とく殊しゆな力がすべて封ふう印いん処理された上で、一いつ般ぱん生活に戻もどされることになる。

　だが、アッシュは特殊能力が使える状態のまま、一般生活に戻ることができた。

　理由は判らない。だが、アッシュには封印が効かなかったのだ。

　とはいえ、それらの事情を正直に話したところで、村人たちはもはやアッシュに依頼をしようとは思っていないだろう。

　無免許勇者とは――神の定めに抗うということは、それほどまでに忌いみ嫌われている。

「今すぐでなくてもいい、必要になったら呼んでくれ。もっとも、正規とは違い、料金はそれなりに頂くからな。一応、連れん絡らくを取れるようになるアイテムを渡わたしておこう」

　アッシュはそう言いながら、荷物の中から、数枚の紙を取り出した。

　赤色の魔ま法ほう陣じんと古代文字が描かれている、手のひらほどの大きさの短たん冊ざく。

　それは、フィーナの血で描かれた禁きん忌きの古代術式。

「この『念ねん符ふ』を使えば、俺たちと離はなれてても会話をすることができる。使い方は簡単だ。この紙の左上の部分を破いてから話し始めれば、俺たちの所まで声が届くようになっている。……ただ、俺たちが遠く離れすぎていると無理だけどな」

　アッシュが念符を渡そうとして手を伸のばすと、村人たちは、ちょうどアッシュの手が伸ばされた分だけ後退した。

　……まぁ、予想できていたことなのだが。

「なら、ここにおいて置くぞ。好きに持っていってくれ」

　アッシュは、傍そばにあった木箱の上に数枚の念符を置いた。

　そして、「じゃあな」とだけ呟いてから、フィーナと共にその場を立ち去った。

「いつものことです。次に進んでいきましょう」

　フィーナは、あっけらかんとした口調で言ってきた。そして、これもいつものことだが、アッシュと手を繋つないできた。

「そうだな。進んで行こう」

　慣れていると言えば慣れている。

　自分は無免許勇者だ。一般市民から疎うとまれる存在――罪人なのだから。

　胸の中に穴が空いたような虚むなしさに、アッシュは耐えるしかないのだ。

　アッシュは、フィーナの手を握にぎり返していた。

　互いの胸の穴を、埋うめ合うように。




４




　アッシュとフィーナは、まだパブレ村の中に居た。

　白はく銀ぎん竜りゆうが暴れて村人を苦しめるというのなら、そこに依頼が有ると無いとに関かかわらず、対策のために調べておく必要がある。

　後手に回ってしまっては、救えるものも救えなくなってしまうのだから。

　二人は、協会の地下にある、薄うす暗ぐらい通路を静かに歩いていた。

　この先は神物庫。聖遺物が保管されている場所だ。

　そしてそこは、白銀竜が出現した場所――本来ならば魔物がいるはずのない場所。

　はたして、ここでは本当に神獣が顕現しているのか？

　神獣ではないとしたら、それは魔物だということになるが、なぜ聖遺物があるのに――しかも第一級の代しろ物ものだというのに魔物が出現できたのか？

　その魔物の『核』となっているモノは何なのか？　等々――

「独自調査って、まったくお金にならないのですよねぇ」

　財さい布ふを握っているフィーナが、小声の苦言を突つき刺さしてくる。それでもフィーナは反対することはなく、むしろ進んで手伝ってくれる。想おもいは同じなのだ。

　ふと、アッシュは立ち止まり、無言のまま腕うでを差し出してフィーナも止まらせた。

　地下道の先には、導力六〇〇〇級の勇者が立ち、神物庫へ続く唯ゆい一いつの道を塞ふさいでいた。

　アッシュたちは曲がり角に隠れながら、その様子を窺う。

　あれほどの実力者であれば、相手もアッシュたちに気付いているはずだ。それでも動かないところを見ると、防ぼう御ぎよに特化した能力者なのだろう。見た目も確かに重装備だった。

　門番のパラスは導力五〇〇〇。他方、魔物が出ないはずの村の中に居る勇者が六〇〇〇。

　明らかに、村の中にこそ――この神物庫にこそ危険があることを表していた。ただの強ごう盗とう対策ならば導力は必要ないのだから。

「邪じや魔まですね。やっつけちゃいましょう」

　と物ぶつ騒そうなことを言い出すフィーナ。

　とことん勇者のことを――正規勇者のことを恨うらんでいるフィーナらしい。だが、

「わざわざ不要な騒ぎまで起こすことはない。他に道はあるさ」

　アッシュは言いながら、すぐ脇わきの、赤茶けた色の壁に触ふれた。冷たくザラつく、鉄の壁。

「幸い、ここの壁は鉄製だ。簡単に『他の道』が創つくれるぞ」

　アッシュは、両りよう腰ごしに着けた鞘さやの一方から剣を抜ぬいた。

『聖導鋼ミスリル』で創られた長ちよう剣けん――世界最硬と言われ、更さらに魔術との相あい性しようも良い代物だ。

　ただし、その色は、聖導鋼独特の蒼そう銀ぎん色いろではなく、くすんだ灰色だった。

　実はこの剣は――そして腰に備えた鞘も含めて――アッシュが創ったモノなのだ。

『物質具現化能力』

　それがアッシュの能力だ。

　この色のせいで最近は『灰色の贋がん作さく』なんて別名まで広まっているらしいが……。

　形式的な見た目ばかりに囚とらわれて、実質的な内容については考こう慮りよされない。

　……俺の創り出した聖導鋼の切れ味、見せてやるよ。

　アッシュは聖導鋼ミスリル長剣ソードを構えると、躊ちゆう躇ちよなく鉄の壁に切りかかった。

　サクッサクッ――と、まるで雪でも斬るかのように、容易く切り刻まれる鉄てつ壁ぺき。ズズンッ……と埃ほこりを巻き上げながら、崩くずれていく。

「おのれ、そこで何をしているっ！」

　あからさまな異変に、護衛の勇者が慌あわてたように駆かけ出してきた。

　アッシュとフィーナは急いで新たな道に入り込んだ。そこでアッシュは改めて導力を集中させる……次の瞬しゆん間かん、周囲が一瞬で暗くら闇やみに包まれた。

　鉄の壁が出現し、穴が完全に塞がれたのだ。

　直後、その壁の向こうに重じゆう厚こうな足音が駆け寄っていた。

「……どういうことだ？　確かに瓦が礫れきはあるのに、どこも崩れていない、だと？」

　見張りの困こん惑わくした声が聞こえてきた。続けて、ガンガンッと強めに壁を叩たたく音。だが、どれほど叩いても、どれほど目視しても、そこには壁があるだけ。

　正しよう真しん正しよう銘めい、鉄の壁がそこにあるだけなのだ。




　物質の具現化――

　何も持たない状態から、聖導鋼の剣を創り出したり、鉄製の壁を創り出すこともできる。

　細かい原則や限界はアッシュ自身も研究を続けている状態なのだが、基本的なルールは把は握あくしている。

　第一に――アッシュが本物に触れている限り、完かん璧ぺきな具現化が可能となる。

　もっとも、内部構造が複雑なアイテムだったり、特とく殊しゆ魔ま術じゆつが付ふ与よされている物や聖遺物などは、詳しよう細さいな分ぶん析せきにより『本質』を理解しなければ、見た目の形しか創れない。

　第二に――過去に一度でも見たり触さわったりしたことがあるならば、たとえその場に本物が無くとも、具現化は可能。

　もっとも、直接触ふれている場合よりも精度は劣おとる。

　この第一と第二の応用により、以前触ったことのある物が壊れてしまっていても、その本物の欠片かけらに触れていれば、元の形で完璧な具現化が可能となる。

　続けて第三――具現化した物は、アッシュの手を離れて放置したり、他人に渡したりすることもできる。

　これは、現時点では最長で五日間ほど持続可能だが、その場合、具現化が持続していることを常に意識しながら導力を浪ろう費ひし続けなければならず、大きさや複雑さによって具現化の持続時間に差が生じる。

　第四に――見たことも触ったこともない物は、想像によって創り出すことができない。

　たとえ文ぶん献けんにある物であっても、その現物を見たことがなければ具現化できない。たとえば、白銀竜の伝説にある挿さし絵えを見ていたとしても、白銀竜そのものは具現化できない。

　最後に、第五――生物を具現化することはできない。

　生物を創り出そうとしても、それは外見がそっくりなだけの、アッシュの意のままに動かせる人形のような物でしかない。

　無からの創造や、生命の創造など、そこまでできたらそれこそ神の領域だ。

　アッシュ自身、神になんてなるつもりはない。だが、協会関係者からしてみれば、このアッシュの能力は、神による『創造』と酷こく似じしている。

　そのためアッシュは、気休め程度ではあるのだが、一策を講じていた。

　それが、『灰色の贋作』だ。

　アッシュの具現化能力によって創り出された物が灰色ばかりであること、そして自身の髪や眼の色が灰色であることから、『灰色の贋作』などと呼ばれている……

　もとい、そう呼ばれるようにアッシュ自身が仕組んでいるのだ。

『アッシュは灰色のモノしか創れない』

『ニセモノしか創れない』

　そういう噂うわさを流し続けることによって、本来の能力を隠し、かつ、協会からの弾だん圧あつを少しでも和やわらげるために。

　実際は、創ろうと思えば正確な色のモノが創れるが、色を創るためにも導力が必要となるから面倒くさいし、無意味だ。

　何より、敢あえて色に導力を注がないことによって、別の部分に力を注げるので、精度は高くなる。

　もしアッシュ一人で放浪しているのなら、こんな小細工も必要ないだろうが、アッシュの旅は常にフィーナと共にある。

　少しでもフィーナを安全にするためには、こんな下らない策でも講じないよりはマシだ。

　アッシュは、この具現化能力と、強い意志によって、フィーナを護り続けるのだ。




　アッシュがサクサク道を創りながら進むと、それはやがて神物庫と繋がった。

　ここまで、暗闇の地中を切り開いて進んできたのだが、その道は少しのズレもなかった。

　というのも、一定以上の導力を持つ者は、聖遺物の『気配』を感じることができるのだ。それは、聖遺物に込められた力であり、そして『神の気配』とも呼ばれるモノだ。

　アッシュはその気配を目め掛がけて進んできた。そして今も部屋の中央から、それをひしひしと感じている。

　神物庫の内部は、目が痛くなるほど白一色に染め上げられていた。その中央に台があり、その上に、少し見上げるくらいの高さで聖遺物が置かれていた。

　巨きよ大だいな水みず瓶がめだ。

　子供一人が入れるくらいの大きさの水瓶、それもまた白一色なのだが、その表面には複雑な紋もん様ようが彫ほられているため、陰の加減によって不思議な柄がらを生み出していた。

　……この紋様、これは文字か？

「ふわぁ～。見てくださいよアッシュ！　古代のロマンがこんなにも！」

　フィーナは興奮気味に言い、瞳ひとみを潤うるませキラキラと輝かがやかせながら水瓶を凝ぎよう視ししていた。

「フィーナ、何が書いてあるんだ？」

「待ってほしいのですよ。いくら私でも、他人の書いた古代文字の解読には時間が……」

　と言い掛けたところで、フィーナは何かに気付いたようにハッとして、かと思ったら、ニヤリと笑ってアッシュに向かって言ってきた。

「アッシュも読めるようになれば良いのでは？」

　またその煽あおりか。

「悪いが、その気は皆かい無むだ」

　というか、さっきも言い返したように、古代文字が読める人間なんて、世界にたったの五人も居ないのだ。

　その内の一人こそ、このフィーナなのだが。

　フィーナは、幼い頃ころから古代文字の読書をこなしていた。そのせいもあってか、今になっても無意識に書く文字は古代文字になってしまう、という面倒なクセがある。

　フィーナ特製のガイドブックも、やはり古代文字だけでビッシリと書かれてしまっていたのだ。そんなものを見せられても読めるわけがない。

「仕方がないですねぇ。それでは、助手であるこの私が、アッシュに代わって読んで差し上げましょう。主人ができないことを補うことこそ、助手の務めですからね。ですから、アッシュはいつまでも、それこそ一生、古代文字を読めなくても大だい丈じよう夫ぶですからね～」

　フィーナは、ここぞとばかりに優ゆう越えつ感かんを隠そうともせず、嬉うれしそうに言ってきた。

　……まったくコイツは。

「だったら読まなくていいぞ。帰ろう」

「嫌いやです読ませてくださいお願いしますアッシュの役に立ちたいんですぅ～……」

　涙なみだ目めになりながらアッシュの袖そでにすがって来るフィーナ。結局、何がしたいのやら。

「だったら早く読んでくれ。……あまり人に聞かれて良いものじゃない」

　古代文字を読める人間は、本当に稀き少しようなのだ。そんな人材を欲ほしがる輩やからは、どこにでもいる。それこそ、本人の意に反してでも欲ほつするほどに。

　フィーナは、水瓶をぐるりと眺ながめて行って、

「えぇと、あ、ここが最初なのです」

　と呟くと、「こほん」と空から咳せきをして見せてから読み始めた。

「『無』のみが蔓延はびこっていた世界に、クリシュダは『理ことわり』を与あたえた。天と地、その二つが生まれたことにより、我々の住む場所が与えられた。と同時に、クリシュダの降臨により光が溢あふれ、『無』という名の闇やみを削けずり落とした。正に光の剣けんである」

　澄すんだ声が響ひびき渡る。いつもの騒がしい声とは違う、真ま面じ目めな声だ。

「それは、天地創造――『クリシュダ記』の冒ぼう頭とうじゃないか」

「みたいですね。……あ、ですけど、少し違う所もあるみたいですよ」

　フィーナはそう言うと、改めて、続きを読み始めた。

「えぇと……。蒼き魂たましいは穹そらへと昇のぼれ。紅あかき身体は冥めい土どに眠ねむれ。海はただ、全すべてを飲み込む母となる。今ここに、永遠とわなる別れの楔くさびを打ち込まん！　喰くらえ、海嘯撃タイダル・ウエイブぅ～っ！」

　いきなり絶唱、そして右手を突き出だした謎なぞのポーズをして、フィーナは固まっていた。

　静せい寂じやくが訪おとずれた。そのまま時が止まってしまったかのような錯さつ覚かくに陥おちいるほど。

「…………何を言っているんだ、お前は？」

「うぅ……。昔読んだ本に、まさにコレと似たセリフで戦う魔ま術じゆつ物語があったのを思い出してしまったのです。それで、つい、その挿絵にあった主人公の真似を……」

　変なテンションだったのを自覚したのだろう、顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

「……つか、何で聖遺物に魔術物語と似たセリフが出てくるんだ。真面目に読め」

「わ、私は至って真面目なのですよ！　……ちょっとだけ、はしゃいでしまっただけで」

「……なるほど、そういうことか」

　アッシュはそこで閃ひらめいた。

　フィーナが『至って真面目』にこの古代文字を読んでいたとするならば、様々な疑問に対して矛む盾じゆんなく説明ができるようになる。

　フィーナは嘘うそをつかない。そこに一いつ切さいの間違いは存在しないのだ。

　ならば、『間違っている』のは何か？　本物ではないのはどれか？

　答えは自明だ。

　……だが、だとすると、この村の協会は……。

　ダンッ――そのとき突然、勢いよく扉とびらが開かれ、

「そこで何をしている!?」

　と怒ど気きをはらんだ男の声が響き渡った。

　振ふり返かえると、そこには、一目で『司祭』だと判わかる豪ごう奢しやな格好をした中年の男が、神官や勇者たちを従えて立っていた。

「何をしているのかと聞いている。答えなさい」

　さすがは司祭、この村の協会の長おさ――すなわち実質的支配者。とても偉えらそうだった。

「ただの見学さ。せっかく有名な聖遺物のある村に来たんだ、近くで見たいと思ってね」

「ここは立入禁止だ！　そもそも、護衛の勇者がいたはずだ！　どうやってここまで侵しん入にゆうしたのだ!?」

「そいつは企き業ぎよう秘密だ。バレたら商売上がったりなんでね」

　アッシュは皮肉に微笑ほほえみを返した。当然ながら、ここまで来た道は綺き麗れいに塞いである。

「……貴様、盗とう賊ぞくか」

「聖遺物を盗ぬすむ？　俺おれたちが？　まさか！　ここにはちゃんと聖遺物があるじゃないか。盗まれたとか無くしたとか、あるいは魔ま物ものに奪うばわれたとか、そういうことはないだろ？」

「そ、そそそんなわけあるかっ！　きっ、貴様、協会を愚ぐ弄ろうする気かぁ！」

　司祭は急に激げき昂こうした。とても判りやすい反応だ。

　アッシュは肩をすくめると、敢えて司祭を無視するように、フィーナの手を取って神物庫を出て行くことにした。

　ここで司祭を煽っていても意味はない。こちらとしては、住民たちが望むのならば真実を伝え、そして、住民たちがどう動くのかを見み極きわめたいところだった。

「ちょっと待て、貴様……判ったぞ。貴様はニセ勇者の『灰色の贋作アツシユ』であろう？」

「だったら、どうする？」

　アッシュが質問を返すと、司祭はそれを無視するように、手て振ぶりで周囲に命じた。

　勇者と神官の群れが現れた。アッシュたちは囲まれてしまった。

　……どうする？

　と自問するまでもなく、ここは逃にげの一手に決まっていた。周りを囲まれているが、逃げるのはさほど難しくはないだろう。

　アッシュは別に、協会や勇者と争いを起こしたいわけではない。そもそも、こんな場所で戦せん闘とうをしたら、村の施し設せつが破は壊かいされてしまう。そんな無益なことをするわけには……。

「無む免めん許きよ勇者の罪人だ！　逃がすな！　いっそ殺しても構わん！」

　……はぁ!?

　司祭の躊躇ない命令に、アッシュは不快感を露あらわにして睨にらみつけた。

　しかも勇者も勇者だ、司祭の命令に忠実に従って、各おの々おのの能力を発動してきた。

　……バカがっ！

　アッシュは強ごう引いんにフィーナを抱だき寄せると、しゃがみながら壁かべを創り出した。次の瞬間、

「撃てっ！」

　司祭の号令に合わせて槍やりやら矢やら火の聖魔術やらが飛んできた。

　……だったらこっちは！

　アッシュは手をかざし、灰色の粉を具現化した。その粉ふん塵じんに相手の攻こう撃げきが接せつ触しよくする――その瞬間、カッと痛つう烈れつな光が炸さく裂れつし、辺りを昼よりも明るく照らし出した。

「ぐあぁっ!?」「くっ！　目が……目がぁ!?」

　それを直視していた勇者らが、目を押おさえて地面をのた打ち回っている。

　もはやアッシュを追うとか攻撃するといった余よ裕ゆうなどない。アッシュたちは彼らのすぐ脇を走はしり抜けて行ったが、それを捕つかまえようとする者はいなかった。

　アッシュが取り出したのは、閃せん光こう信しん号ごう弾だんにも使われる、発光性のある金属の粉末だった。

　こういうこともあろうかと、アッシュはいろいろなモノを見て触れてきている。いざというときの対処はお手の物だ。

「おのれ『灰色の贋作アツシユ』め！　無免許勇者めっ！」

　司祭の辛つらそうな悲鳴がこだまする。

　それを尻しり目めに、アッシュはフィーナと共に地下を抜け出し、パブレ村から出て行った。

　……とはいえ。まだこの地域を去るわけにはいかないだろう。

　パブレ村の白はく銀ぎん竜りゆう襲しゆう撃げき事件の真実、それを暴あばかなければならないのだから。

　この村の住民を、救うために。
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　時は、早くも訪れた。

　夜の静寂を突き破やぶる、巨大な咆ほう哮こう。

　突とつ如じよ、木々の生おい茂しげる大地から、大量の水が湧わき出していた。かと思うと、それは一ヶか所しよに集まり始め、たゆたいながら一つの形を作り始めた。

　無む色しよく透とう明めいだった水の塊かたまり、その周囲に白い濃のう霧むが立ち込めてゆく。あたかも霧きりの衣ころもを纏まとうかのようにしながら、ソレは顕現した。

「…………あれが、白銀竜」

　アッシュたちは、国境付近の森の中に居ながら、その巨きよ躯くを確認することができた。

　ソレは、モザイク壁へき画がにもよく描えがかれていた『水竜』の姿そのものだった。

　鋭するどい牙きばを持つ口と、長く尖とがった角。長い首の下には、山を思わせるほどの巨大な胴どう体たいと、それを容易たやすく覆おおい隠せるほど広大な翼つばさ。その全身は、聖導鋼を思わせる蒼銀色の鱗うろこに覆われていて、所々に鋭い刃はを纏っている。

「でかい……」
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　第一印象はそれだった。あの頭だけで一いつ軒けん家やを丸まる呑のみできるほどの大きさがある。まともに対たい峙じしたところで、並の勇者ならあっけなく一呑みされて終わるだろう。

「……あれを、退治するのですか」

　フィーナが小さく声を漏もらしていた。

　その感想も当然だ。たとえアレがニセモノの神しん獣じゆうだったとしても、その力は本物だ。

　導力にして七八〇〇。村の勇者じゃ太刀たち打うちできない。だからこそ、パブレ村の協会関係者たちも、アレをニセモノだとは言えなかったんだろう。

　もしニセモノだと言ってしまったら――魔物だと認めてしまったら、アレを退治しなければならなくなるのだから。

　その責任から逃のがれるための、嘘。

　人々を犠ぎ牲せいにした上での、自らの保身。

　反吐へどが出る。

　自分の身よりも先に、護るべきモノがあるはずなのだ。

　アッシュとフィーナは、どちらともなく駆け出した。一刻も早くパブレ村へ。




　村人たちは皆、協会に集まっていた。その様子を、アッシュとフィーナは遠目に観察していた。神官に見つかっては、不要な争いを起こしてしまう。

　建物内には女子供や老人が、そして若い男たちは建物の壁に沿うように、びっしりと身体を詰つめ込んでいた。そしてそこで祈いのりを捧ささげている……という者も居るが、その大半は激しく言い争いをしていた。

「お前が俺の畑から盗みを働いたんだろう。そのくせまったく反省しない。そのせいで白銀竜様がお怒りになられたんだ！」

「バカを言うな！　てめぇこそ前に俺の家の窓を壊こわしておいて、すっとぼけてただろ！」

　という『罪』の擦なすり合あいをする者たちもいれば、

「こ、こういうとき、『クリシュダ記』では、善人を村から五人くらい選び出せれば、助けてくれるんじゃなかったか？」

「いや、それは違う場面だ。こういうときは、確か、村一番の美少女を白銀竜様に差し出して……」

「そんなバカな！　人々を守ってくださる神獣が、生いけ贄にえを求めるなんて」

　などと素人しろうと考えを披ひ露ろうする者たちも居た。

「静かに。静かにせよ！」

　と、うるさく命令するのは、司祭だ。

「今、白銀竜様は我々をお試ためしになられているのだ！　ここで我々が疑ぎ心しん暗あん鬼きになって争ってしまっては、それこそ神様に見捨てられるような結果となってしまうのだ！」

　周囲がシンと静まり返る。

「安心したまえ。周囲には優ゆう秀しゆうな勇者たちが控ひかえている。たとえ何があろうとも、無罪の人々に害が加わることはない」

　司祭が神の名を出して語ること、その意味は、人々にとってあまりに重大なのだ。

　コレに逆らえる者は、この村にはいない。

　神に逆らうことは、『罪』なのだから。

　誰だれも、何も、言えなくなる。

　そこには、もはや、『正／悪』の評価が入り込む余地はない。

　神の言葉である以上、それは疑いなく『正義』とされてしまうのだから。

　反論した時点で、それは『悪』とされてしまうのだから。

「もしも、皆の中に、己おのれの罪の自覚がある者がいたら、密ひそかにで良い、周囲の神官たちに懺ざん悔げなさい。さすれば我々は、神より授さずかりし『免めん罪ざい符ふ』を与えよう。寄付によって示される誠意は、必ずやクリシュダ神の下へと届けよう」

　……ふざけるな。

　こんな行為が『正しい』だなんて、到とう底てい思えないんだよ、俺は。

「聞け！　パブレ村のみんな！」

　アッシュは黙だまっていられずに叫さけんだ。

「貴様っ!?　まだおったのか！　えぇい早く捕まえろ！」

　司祭の命令に、神官たちがアッシュたちに襲おそいかかろうとする。だがアッシュはそれを気にも留めずに、言い放った。




「この村の聖遺物はニセモノだ！　だからここは安全じゃない。早く逃げろっ！」




「っ!?」「えっ!?」「なっ!?」「はぁ？」

　皆、アッシュの言葉に、まるで時間が止まったかのように固まっていた。

「ニ、ニセ勇者の分際で、そんな侮ぶ辱じよくが許されると思っているのかぁ!?　何を証しよう拠こに、そんな戯たわ言ごとを」

「一目で判るんだよ――」

　と、アッシュは自分の目を指差しながら言う。

「――古代文字を解読できる者が見たら、アレがニセモノだってことくらいな」

「に、ニセ勇者の言葉など、誰が信じようものか！　そもそも、我々は聖遺物の気配を感じ取れる。あそこには確かに、聖遺物の気配があるではないか！」

「あの水瓶の中に、別の聖遺物が隠されているからな。ただ残念ながら、代わりの聖遺物は退たい魔まの結界が弱いものだった。村の中にいても魔物に襲われてしまうほどに」

「み、皆みなの者、惑まどわされるな！　証拠など無い！　詭き弁べんだ！　欺ぎ罔もうだ！」

　全てを否定するべく司祭が叫んだが、アッシュは無視して言葉を続けた。

「アレがニセモノならば、本物はどこにあるのか。この村の人々の様々な感情を一身に集めていたモノがどうなったのか。それは……」

「黙れ！　無免許のニセ勇者め、この村を惑わし、『罪』で穢けがしに来たのであろう！」

　司祭がアッシュの言葉を遮さえぎるように言い放った。すると、まるで示し合わせたかのように、司祭の後ろに控えていた神官たちがアッシュを罵ば倒とうし始めた。

「まさか、白銀竜様がお怒りになられているのも、あの男が来たからなのでは？」

「十分考えられる。いや、他に原因は考えられない。ここの村人は皆、敬けい虔けんなのだから」

「それを誤ご魔ま化かすために、あの男、この村の聖遺物までをも貶けなそうとしているのだ！」

「そもそも、神の名の下に誓ちかうことすらできない無免許勇者ごときが、偉そうに！」

　その言葉を聞いて、フィーナが切れた。

「何もかもを『神任せ』にして、自分では何もできない人間が、偉そうにっ！」

　突とつ然ぜんの激昂に、神官たちも一瞬だけ呆あつ気けに取られていた。だがすぐに、

「な、なんだと!?」「貴様、クリシュダ神に仕える我々を侮辱するのか！」

　堪たまらず神官たちがフィーナに詰め寄よろうとしてきた。アッシュは咄とつ嗟さにフィーナを庇かばうように割り込んで、

「言い争いをする前に、あの白銀竜を何とかするのが先……っ!?」

「うおおおおぁぁぁぁぁ……っ！」

　突然、気合を込めた雄お叫たけびが響き渡った。全員が揃そろって声のした方を見やる。

　その先では――村の入口では、今まさに、勇者が白銀竜に呑み込まれようとしていた。

「コレでも、喰らえぇっ！」

　勇者は――門番パラスは、もはや相手が何かは関係なく、喰われまいと渾こん身しんの一いち撃げきを繰くり出そうとしていた。振りかぶる右みぎ腕うでが光ひかり輝き、巨大なオーラの拳こぶしとなる。そうして打うち抜かれた一撃は、凄すさまじい轟ごう音おんと衝しよう撃げき波はを発しながら、白銀竜の顔面に叩き付けられた…………が、白銀竜は微び動どうだにしていなかった。

「え」

　パラスは困惑した表情をして力が抜け、それを最後に、そのまま呑のみ込まれてしまった。

「きゃああぁぁぁぁぁっ！」「……あ……あぁ」

　目の前で起きた惨さん劇げきに、村人たちは悲鳴を上げ、泣き出し、気絶した者までもいた。

「司祭！　この村の結界は弱まっている！　その証拠がアレだ！」

　あの位置は、村の端はしとはいえ、協会の結界により安全なはずだった――聖遺物の力によって守られているはずだった。

　水瓶が本物であったならば、あそこまで結界の効果は届いていたはずなのだ。

　それが、水瓶がニセモノであるが故ゆえに……力の弱い聖遺物で誤魔化しているがために、今はそこまで結界が届かなくなってしまっていたのだ。

「アレが神獣か？　人々に幸せをもたらす神の遣つかいか？　……それとも、アレに喰われた勇者は何らかの『罪』を犯おかしたとでも言うのかっ？」

「……そ、そうだ。そうに決まっている！　あの勇者は罪を犯していたのだ！」

「そんなわけがあるかぁっ！」

　司祭の言葉を、男性の叫びが遮った。

　村人たちがその男性を見やりながら、「村長……」と呟つぶやく。

「あの子は、めちゃくちゃ真面目で優やさしい子だ。昔っからクリシュダ様へのお祈りも欠かしたことはなかった。俺なんか子供の頃はサボりまくってたのに。……なのにこの仕打ちは何だ!?　もしあの子が何らかの『罪』を犯したと言うなら、いっそダメな父親である俺こそ罰ばつせられるべきだろうが！　なぁ！」

　村長の……いや、一人の父親の叫びに、司祭はもはや何も言えなくなっていた。

　村長は、アッシュに向き直って、頭を下げてきた。

「アンタに依頼をしたい。頼たのむ、今すぐあのバケモノを倒たおしてくれ！」

「お、おい!?　あんた白銀竜様のことを……」「それにソイツは無免許勇者だぞ!?」

「俺の息むす子こを喰ったヤツをどう呼べってんだ!?　バケモノだろうが！」

　村長は、泣きながら叫んでいた。

「俺に力があれば、自分でアイツの仇かたきが討うてるのに、俺にはそんな力が無い。誰かに頼たよるしかないんだ。……金も幾いくらだって払はらってやる。俺自身が罪で裁かれたって構わない。あのバケモノを倒して、この村を救ってくれ！　頼む！　どうか、どうかっ……」

　村長からの依い頼らいに、アッシュは頷うなずいて、

「報ほう酬しゆうは、一五〇金貨だ」

「ひゃっ……一五〇……」

　村長は、動どう揺ようで身体を震ふるわせ、顔全体に脂あぶら汗あせを浮うかばせていた。それもそのはず。この金額は、こんな田舎いなかの一個人がポンと払える額じゃない。

　それでも、アッシュは一銀貨たりとも値下げはしない。

　この額は、いわば『パブレ村の価値』なのだ。それほど価値のあるモノを、アッシュは助けようとしている。その自負と覚かく悟ごを込めて、アッシュは額を提示する。

　村長は、怒いかりとも哀かなしみともとれるような目でアッシュを見上げていたが、やがて意を決したように言った。

「払ってやる。絶対に、何をしてでも払ってやる！　だからっ……」

　そう答える声は、村長のものだけではなかった。

「俺も払うぞ！」「わ、私も！」「おおお俺だって！」

　周囲から次々と同じような声が上がっていった。それはやがて、村全体へと広がった。

　アッシュは、満足げに頷きを返した。

「交こう渉しよう成立だ」

　言うが早いか、アッシュは白銀竜と対峙する。その横に、すぐさまフィーナも並び立つ。

　そのまま背中越ごしに、アッシュは村長に声を掛かけた。

「ひとつ言っておく。俺は、アンタの息子の仇をとるつもりはない」

「そ、それは、解ってる。アンタにとっては、どうせ単なる商売にすぎな……」

「アンタの息子は生きている。彼かれの導力は、まだそこにある」

「……え？」

「だから、俺は仇あだ討うちなんてする気はない。俺がやろうとしていることは……救出だ」

「あ……あぁ！」

　村長の目から涙が止とめ処どなく流れていた。村長はそれを拭ぬぐうことなくアッシュを見つめ、

「頼む、頼む！　息子を救ってくれ！　どうか」

　懇こん願がんする村長に対して、アッシュの答えは簡潔だ。




「任せておけ。そのために『無免許勇者オレ』がいる」




　言うと同時に、アッシュの足あし下もとが急激に隆りゆう起きした。新たな地面を創り出したのだ。その勢いを合わせながら、アッシュは白銀竜に向かって高く高く飛び上がった。

　地上では、フィーナが敵情報の分析をしている。情報の収集や分析は大得意なのだ。

　魔物の急所は、核かくだ。

　魔物は、核となるモノに人々の思念が集約され具現化されることで誕生する……故に、その核さえ壊してしまえば消しよう滅めつする。

　まずは初手。様子見も兼かねて、思いきり攻撃するのみ。

　白銀竜もアッシュに気付いたようだ。巨大な眼めをギョロリと動かし見上げるように睨んできて、大きく口を開けながら首を伸のばしてきた。

　アッシュは二本の剣を同時に抜いて左右に構えた。そのまま白銀竜の突とつ撃げきを左の剣で受け流しながら、右の刃を白銀竜の顔に突き立たてた。

　キィィン――甲かん高だかい金属音と共に刃が砕くだけ散ちった。硬かたい!?

　白銀竜が再び牙を剥むこうとしたところで、アッシュはその顔を蹴けって距きよ離りをとった。

　伝説によれば、白銀竜の表皮はどこも聖導鋼並みに硬いと言われている。なるほど確かに、コイツも伝説通りに硬かった。

　……かく言う俺も、聖導鋼のつもりで創ったんだがなぁ。

　剣の腕うでが悪いのか。それとも、剣そのものが悪かったのか……。

　アッシュは竜りゆうの足下に着地すると、竜の足に蹴られる前に再び地面を隆起させ、その勢いでフィーナの所まで跳とんで戻もどった。

「フィーナ」

「任せてください。私の胸をお貸しします！」

　名前を呼んだだけで察したフィーナは、すぐアッシュに駆け寄ってきて、指定席となっているアッシュの胸に飛び込んできた。そして、

「あの白銀竜は、良くも悪くも伝説上の記述に従っています。肝かん心じんの《核》の位置ですが、それも恐おそらく、神話に記された弱点と同じ場所――心臓にあると思います」

「その根こん拠きよは？」

「アレは、この村に住む敬虔な者たちの想おもいが集まって創られた魔物なのです。だとすれば、弱点も神話に忠実である可能性が高いのです」

　フィーナの分析に、アッシュは信しん頼らいを込めて頷きを返す。

「行くぞ。狙ねらいはヤツの心臓部だ」

「はい！」

　フィーナは頷いたものの、すぐに不安そうな表情に変わって、

「……あ、あのぉ。確かく認にんなのですけれど。竜の心臓は、伝説と同じならば、首の付け根のやや下あたり、内臓で言えば胃の奥おくにあるわけなのですが……アッシュの攻撃が効かないほど皮ひ膚ふの硬い白銀竜を相手に、どう狙うのです？」

「そんなの決まってる――」

　言うが早いか、アッシュは土を隆起させて空高く跳ちよう躍やくする。その先には、白銀竜が大きな口を広げて待ち構えていてくれた。丁度良い。

「中から狙うんだよ！」

「ですよね～っ！　いやあぁぁ!?　私のファーストキ」

　フィーナの叫び声ごえが途と絶だえた。まさに白銀竜に呑み込まれたのだ。

　呆気ないほどの丸呑みだった。噛かまれたり挟はさまれたりなど一切無い。ただ、これなら、先に呑み込まれた門番勇者も無傷である可能性が高い。

　白銀竜の体内は、薄うす暗ぐらいながらも光を帯びていて、しかも意外と広かった。二人が並んで立っていても、縦横共に余裕があった。

　しかし精神的には余裕が無い。生温かく湿しめっていて、途と轍てつもなく気持ちが悪いのだ。

　他方で、予想外なことに、体内は非常に歩きやすかった。というのも……

「……コイツは、身体からだの中も聖導鋼でできてるんじゃないか」

　アッシュが剣を突つき立てると、キィィンと高音を響かせた。案の定、そこは無傷だった。

　この聖導鋼が通用しない以上、アッシュが普ふ段だん使っている武器では刃が立たない。

　しかも厄やつ介かいなことに、周囲から消化液のような物まで分ぶん泌ぴつされてきていた。

「あっ。アッシュ、あそこにっ」

　とフィーナが指差す先には、門番勇者のパラスの姿。急いで駆かけ寄ると、導力が弱まっているものの、息はあった。

　ただ、パラスの様子を見るに、この体液は導力を吸収しているようだった。何より、こうしている間も、外では村の皆が危険に晒さらされている。すぐに決着を付ける必要があった。

　さりとて、普段使っている最強武器では歯が立たない相手に、どう戦うか？

　答えは簡単だ。

　普段は使えない最強武器を出せばいい。

「さぁ。『灰色の贋作オレ』の本気を見せてやろう」

　アッシュが不敵な笑えみを浮かべて言い放つと、

「待ってたのですよ！」

　すかさずフィーナが、アッシュの左手を握にぎってきた。

　アッシュも握り返し、そして、決して放さない。

　これこそが、切り札となりうる力の源だ。この武器を創造するためには、どうしても、フィーナの協力が必要なのだから。

　アッシュはフィーナの手を握りながら、逆の手に導力を集中させていく。

　熱い……フィーナと繋つながった腕を介かいして、灼しやく熱ねつの激流が身体中を駆け巡めぐるかのよう……

　次の瞬しゆん間かん、フィーナの胸が光り輝きだした。

　そして、そこから光の塊が現れ、一つの形を創つくりあげてゆく。

　フィーナの身体を介し、アッシュの能力を発動させることによって創り出す、最強武器。

　それは、剣だ。

　白銀色に輝く剣――刀身だけで一五〇cmはあろうかという両りよう刃ばの巨剣――

　――『光の剣』

　全てを斬きり裂さく剣。この剣の前では、『硬い』という概念すらも斬り崩される。

　アッシュはフィーナの手を放し、ゆっくりと、光の剣を抜ぬいた。

　刃の動きが尾おを引くかのように、光の帯が漂ただよってゆく。その光の帯が、白銀竜の内臓に触ふれた。ただそれだけで、あれだけ硬かった内ない壁へきがボロボロと崩れ去さっていく。

　途と端たん、地じ響ひびきのような揺ゆれと共に、白銀竜が叫び声を上げていた。と思うと、白銀竜の身体の奥が光り輝き、同時にゴウゴウという轟音が近付いてきた。

「これは……海嘯撃!?　太古、燃え盛る大地を鎮しずめ、新たに海を作り出したと伝わる大だい洪こう水ずい……こんなのを喰らってしまったら、私たちもパブレ村も木こっ端ぱ微み塵じんなのですよ！」

「ちっ。魔物ニセモノのクセに本物ぶりやがって！」

　ここで逃げ出すことは不可能だ。何より逃げてしまったら、あの門番勇者もパブレ村のみんなもやられてしまう。ならば――

「フィーナ、コイツの心臓の位置は！」

「前方左斜め上、二四度の方角、深さ四〇cmなのです！」

　――やられる前にやる！

「せあぁっ！」

　アッシュはフィーナの指示した場所に剣を突き立てた。手て応ごたえなどない。だが、深く刺ささった奥から眩まばゆい光があふれ出してきた。アッシュは更さらに一ひと押おしして、そのまま右に薙なぎ払うように剣を振るった。

　光の一いつ閃せん――

　大きく裂けた白銀竜の内壁、その奥で、《核》が両断されていた。

　聖遺物の水瓶だ。

「……やっぱりな」

　アッシュは嘆たん息そく交じりに呟き、霧と化す白銀竜の中、思わず、それにそっと触れていた。

　もはや、この水瓶には聖遺物としての力が残っていなかった。そもそも、アッシュが破は壊かいする前から、気配はまったく感じられなくなっていたのだ。

　本物の聖遺物から力が失われ、にもかかわらず、そこには多くの人々の篤あつい思念が集められていた。それはやがて実体を持ち、白銀竜の姿をした魔物を創り出したのだろう。

　はたして、なぜ、こんなことになったのか。

　司祭に確かめなければならない。




　門番勇者を抱かかえ、アッシュとフィーナは村に戻ってきた。

「パラス！」

　真っ先に駆け寄ってきたのは、パラスの父親である村長と、そして母親だった。

　アッシュは、パラスの身体を両親に預けながら、

「今は気絶している状態だ。目立った怪け我がもないし、すぐに目を覚ますだろう」

「あぁ……ありがとう……ありがとう！」

　村長はパラスを抱きとめながら、涙なみだ塗まみれの顔のまま笑えみを漏らし、礼を繰り返してきた。

「建物はだいぶ壊れたが、この通り、住民は誰も死なずに済んだ。協会にいたままだったら、あの通り、何人も死んでいただろう」

　村長は、村の中心部を振り返りながら言った。そこには、協会があったはずなのだが、今は無い。完全に崩れ去ってしまったのだ。

「私たちにとっては、あなたこそ本当の勇者です」

　パラスの母親は、止め処なく涙を流しながら、笑顔で言ってきた。

　アッシュにとって、その言葉は、とても温かい。

「報酬は、必ず払わせてもらう。いいや、それだけじゃ満足できない！　何か役立てることがあったら何でも言ってくれ。アンタは俺たちの恩人なんだからな」

　村長が興奮気味に言ってくると、そこに追従するように村人たちが言ってきた。

「さっそくコイツを食ってくれ、腹が空すいただろ？　村の名産の、デザートタルトだ」

　その言葉に、フィーナが目を輝かがやかせていた――

「ふみゃあっ!?」

　――だがすぐに、その表情は悲痛に歪ゆがんだ。

　デザートタルトの絵え柄がらは、花でも動物でもなくて、守護剣だった。

　フィーナの顔から血の気が引いていく。

「飲み物もあるぞ。この王族御ご用よう達たしの聖水サイダーを、是ぜ非ひ飲んでくれ！」

　そう言って差し出されたサイダーの瓶びんにも、やはり守護剣……。

「ぎゃあぁぁぁっ!?」

　フィーナは断だん末まつ魔まの悲鳴を上げていた。

　このままだとフィーナがやられてしまう。ひとまず退散しなければ……と思っていると、今度は別の場所で大きな声が湧き上がった。

　司祭が連れて来られたのだ。




「……こうするしか、なかったのだ」

　司祭は、これまでの威い厳げんなどまったく失われ、ただの疲つかれ果はてた男として、民衆の前に晒されていた。

「あの聖遺物……水みず瓶がめの効力は、そもそも衰おとろえてしまっていたのだ」

　司祭から語られた事実に、村人たちが、絶句するほど驚きよう愕がくしていた。

「聖遺物の力が衰えるなど、あってはならない。聖遺物はその名の通り、神が遺のこされた聖なる品だ。その力が衰えるということは、神の力が衰えたということ……全知全能たるクリシュダ様にあってそのようなことはありえない！　……ありえないのだ」

　司祭もまた、困こん惑わくしているのだろう。叫んだり落ち込んだりと、不安定になっていた。

　力無く語る司祭の言葉は、涙なみだと嗚お咽えつで何度も途と切ぎれた。

「敬虔王の治める地にありながら、聖遺物の力が衰えたなど……しかも、力の衰えた聖遺物を核として、魔物が生まれてしまったなどと。これでは、この村そのものが『信しん仰こう心しんが足りない』などと言われ迫はく害がいされてしまう！　私はこの村のことを理解している。この村の者たちの信仰が薄うすかったことなど一時もなかった！　みな敬虔なのだっ！　……だから、何とかして、この事実を隠すしかなかった……そうすることしかできなかったのだ」

　司祭は司祭なりに、神官という立場に縛しばられながら、この村を守ろうとしていたのだ。

　ただ、それなら、村人に相談をすべきだったのだ。そうすれば、ここまで皆が苦しむこともなかっただろうに……。

「どうしたら、いいと思う？」

　そう聞いてきたのは、村長だった。村長もまた、この真実に困惑しているようだった。

　村人たちも口々に困惑を漏らしていた。

「これからいったい何を信じたらいいんだ？」

「神は、居ないのか……」「バカ言え！　そんな不敬なことを」

「司祭様のやったことは、許されるべきなのか？」「判らない……判らないよ……」

　一いつ瞬しゆんの無言。そして次の瞬間、村中の視線が一いつ斉せいにアッシュに向けられた。

　あたかも、アッシュがその答えを知っているかのように……

　すべてを任せてすがるように……

　いっそ『神』の代わりをやってほしいとでも言うかのように……。

　その全すべての視線を受け、アッシュは、聞こえよがしに大きく溜ため息いきを一つ、

「勝手にしろ」

　その言葉に、村人たちは皆、驚おどろいたように目を見開いていた。

「俺は別に、この村の代表者でもないし、そもそもこの村の住人ですらない。そんな奴やつが、この村の行く末を決めるわけにはいかない」

「だ、だが、アンタはこの村を救ってくれたじゃ……」

「自分のことは自分で決めろ」

　アッシュは、敢あえて冷たく言い捨てる。

「『俺がそう言ったから』じゃない……『神様がそう決めたから』じゃない。自分自身で考えて、そして自分自身で決めろ」

　アッシュの言葉に、村人たちがハッとする、そして、互たがいの顔を見つめ合っていた。

「もし、何かを決めた上で、どうしても力が足りなかったら俺おれに依頼をすればいい。俺の仕事は、そこからだ」

　アッシュは、これ以上話す気は無いと示すように身を翻ひるがえして、フィーナとともに村の外へと向かっていった。

　その背中を呼び止める声は無い。

　その代わり、背後からは、様々な議論の声が届いてきた。

　新しい『村の掟おきて』をどう定めるか、自分たちで決めるために。

　それを聞いて、アッシュの頬ほおは自然と緩ゆるんでいた。







†　幕まく間あい　†







「……クリシュダ、さま、どうして」

　助けを求めた声は、自然と、神の名を呼んでいた。

　少女は、それが最さい期ごの言葉になるであろうことを、自覚していた。

『明けの明星フイルツフイーナ』の名を持つ少女の、消滅。

　視界はぼやけ、耳鳴りが響ひびき、鼻も口も、粘ねばり気けのある鉄てつ臭くさい液体で塞ふさがれていた。

　さっきまで胸がものすごく痛かったのに、今はもう、痛くない。それは神様のお陰かげなのかもしれない……

　そんなわけ、ないのに。

　これまでも少女は、何度もその名を呼んでいたのだ。

　とても苦しいことがあったとき……

　とても哀しいことがあったとき……

　何度も……何度も……

　だけど、その度に、神は『沈ちん黙もく』を返すだけだった。

　それは『不在』ではないと思っていた。

　ただ『沈黙』されているだけだと。

　だから、そこには理由があると……試練なのだと思っていたのに。




　神は、いない――




　勇者に街を襲われ、勇者に親を殺され、そして、自らの心臓をも貫かれた少女は……

　僅わずかに残った意識の中で、そう確信した。

　聖地：ヴァルテ・カノンの中央神しん殿でん、その地下にある、一〇万二四三五巻もの所蔵を誇ほこる書物庫で、少女はいかにクリシュダ神について調べ上げていたか……

　古語を解読し、その記き憶おく力りよくや論理構築の力を発揮して、天職として日々を過ごしてきた。

　世界の平和のために生きる、その慶よろこび――

　その結果が、この仕打ちだ。

　少女の身体は、地下の床ゆかに倒れて、動かない。

　乳白色の大理石の表面に広がる、一面の紅あかい血の海。その中央で、少女は空を見上げる。

　地下から見上げる、空……。天てん井じようが崩れて、幾いく筋すじもの陽ひの光が射し込んでいた。

　全て、壊されたのだ。

　建物も……家族も……自分の身体も……

　……もう、何も、信じられない。

　そもそも自分はもう死ぬのだ。信じられなくなったところで、何の意味もない。

　このまま、『神は居ない』という真実を胸に抱えたまま、自分一人で死んでゆくのだ。

　味方なんて居ない。この世界で――クリシュダ神が創り出だしたと言われている世界で、神の子たる勇者たちを敵に回すような者など、居るわけがないのだから。

　ポタリ……

　少女の顔に、ほのかに温かい水すい滴てきが落ちてきた。

　さらりと頬を撫なでるように流れる水滴。一つ、二つと落ちてくる。ほんの僅かに残った感覚で、くすぐったさを感じる。だけど顔を拭おうにも、身体は動かない。

「……間に、合わなかったのか」

　頭上から、嗚咽に乱れた男の声が聞こえてきた。涙をとめどなく流し、苦しんでいる。

　その男は、何やら赤黒い塊かたまりを、両手ですくうように持っていた。

　男の灰色の髪と灰色の眼を紅く染め上げる、それは……

　心臓。

「助けることが、できないのか……？　俺は！　勇者は！　女の子一人も助けることができないのかよ!?　ふざけるなぁぁぁぁぁあぁーーーーーっ！」

　男の悲痛な叫び声が、地下から空へとこだましていく。

　次の瞬間――

　ドクンッ！

　何かが、脈打った。

　それは、『生』の衝しよう撃げきとなって少女の身体を駆け巡ってゆく。一時は壊れ果ててしまった自分の身体が、ギチギチと悲鳴を上げながら元に戻ろうとする。

　ドクンッ！

　更なる脈動とともに、少女の頭が燃え上がるように熱くなり、激痛がほとばしった。

「生きろ！　生きろっ！　生き返れぇっ！」

　男が必死に叫んでいた。少女を助けるべく、全ぜん身しん全ぜん霊れいを注いでいた。

　……あぁ。もう一度だけ、信じてしまっても良いのでしょうか。

　この人のことを、私は……信じたいのです。







†　第二話　†
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　今、パブレ村は異様な高こう揚よう感に包まれていた。

「エリシア様がいらっしゃるそうだ」

「ということは、エリシア様が直々に調査なさるのか」

「まさかとは思ったが、こんなときに来てくださるとはねぇ……」

「エリシア様……好き」

「いや俺もエリシア様のことは大好きだが……だが、これは……」

　老ろう若にやく男なん女によを問わず、口を開けば「エリシア様」「エリシア様」と同じ名前を繰り返かえす。

　エリシア様――もといエリシア・グラツブルクといえば、世界的に有名な勇者の一人だ。

　実力、ルックス、性格……そのどれをとっても現げん役えき勇者の中でトップクラス。

　勇者免めん許きよを最年少の一四歳さいで取得したのが、五年前のこと。

　現在は、若くして協会本部直属勇者の一人――全国の勇者を従え統とう括かつする地位にあり、勇者養成所で後進の指導を行いながらも、自ら前線に出て『罪』と戦ったりもする。

　本部直属の勇者には、他の勇者と違ちがい、国境の自由通行が認められている。

　世界を股またに掛けるエリシア、そんな彼かの女じよの名と功績、そして華か麗れいなルックスは、世界中に知しれ渡わたっているのだ。

　彼女の性格は、まさに勧かん善ぜん懲ちよう悪あく。

　意志の強さを見せ付けるような切れ長の瞳ひとみと、戦いの中で踊おどるように煌きらめく金色の髪。男性はもちろん女性をも惹ひきつける凛り々りしさがある。

　エリシアは、人々の理想を集約したかのような勇者ヒロインなのだ。

　そんな彼女のことを悪あし様ざまに言うような奴は、そうそういない。

　いるとしたら、それは犯罪者による逆さか恨うらみか、あるいは……。

「うぐぅ……エリシアですか」

　アッシュの隣となりで、フィーナが斬ざん新しんな顔芸を披ひ露ろうしていた。

「どうした？　まるで芋いも虫むしでも拾い食いしたときみたいな顔をして」

「あぁ……そんなこともありましたねぇ――」

　フィーナは遠い目をして宙を見つめていた。そこにはきっと、アッシュと出で逢あった頃ころの辛つらく厳しい日々が映っているのだろう。

「――ではなくて！」と、フィーナは慌あわてたように否定して話を戻した。「エリシアよりは、芋虫の方がまだマシですよぅ。芋虫では吐はいたことがないですもの」

　なるほど。説得力がある。

　フィーナは世界的にも珍めずらしい、エリシアを悪し様に言う存在だ。

　そもそもフィーナは、勇者そのものが――協会関連すべてが大だい嫌きらいなのだから、その最さい高こう峰ほうである本部直属の勇者を忌いみ嫌っているのも当然と言えば当然だ。

　もしフィーナと同じ目に遭あって、それでも勇者を信じられるとしたら、それは感情が壊こわれてしまった者だけだろう。

　芋虫を拾い食いしなければ生きて行けないような状じよう況きように置かれて、それでも助けを求め続けて、だけど助けてもらえなかった……そんな目に遭ってまで。

「アッシュさん。その、我々は、既すでに覚悟を決めておりますので……」

　村長をはじめ村人たちは、そう言いながらも辛そうにアッシュを見つめていた。

　エリシアがこの村に向かっているということは、この村で起こった一件――白はく銀ぎん竜りゆう討とう伐ばつについての情報が、本部にまで届いてしまったということだ。

　今回の件は、ありのままを話せば、『ニセモノの白銀竜が村を襲おそったために、とある旅人がニセモノを倒した』ということになるのだが……

　この事実を、中央の協会が受け入れられるとは、到とう底てい思えない。

「覚悟？　そんな必要はない。アレは俺たちが勝手にやったことだ。一五〇金貨ウルムも、報酬じゃなくて強ごう奪だつされた被ひ害がい品ひんだ。アンタたちが決めるような覚悟なんて無いじゃないか」

「だ、だが……嘘うそをついてしまったら、それこそ『罪』を人に擦なすり付つけてしまう……」

「こっちがそれで良いって言ってるんだ。何も問題は無い――」

　そもそも、パブレ村を『救う』というのは、こういった後処理も含ふくめてのことだ。適当に敵だけ倒して終わり、というのは『救う』とは言わない。だからこその一五〇金貨だ。

「それに、クリシュダ記にだって、使徒たちが他人の『罪』を背負って巡じゆん礼れいした、っていう話があっただろ。『罪』を背負わせること自体には何の問題も無いのさ」

「た、確かに……」

　あっさりと納なつ得とくしてくれた。まったくもって論理的ではないが、こういうときの説得には便利なのだ、クリシュダは。

「それに、まぁ、アイツだったら、そう悪いようにはしないさ」

　アッシュは思わず呟いていた。

「え？　アッシュさんは、エリシア様と知り合いなので？」

「まぁ、多少な」

　アッシュは、エリシアとの普段の付き合いを思おもい浮かべて、苦く笑しようした。

「本当に、『多少』なのですよねぇ？」

　フィーナが不ふ機き嫌げんそうに睨にらんできた。相変わらず、芋虫を噛み潰つぶしたときのような顔だ。

「こちらに来る人ひと影かげあり！　あれは……あの方は、やはりエリシア様だ！」

　見張り櫓やぐらから届けられた声に、村全体が一層緊きん張ちようした。

「行くぞ、フィーナ。勇者様をお迎むかえしてやらないとな」

「そーですねー。美人で格かつ好こいい勇者様には、少しでも早く会いたいですものねー」

　フィーナは不機嫌を隠かくさず返事してきた。

　いやぁ、剣けん呑のんだ。




　エリシア・グラツブルクは、一人でパブレ村に向かっていた。

　勇者の印でもある純白マントに、白銀の軽鎧、そして青を基調としたインナードレス。

　凛りんとした立ち居振ふる舞まいもあいまって、清せい廉れん潔けつ白ぱくを具現化したかのような姿をしている。

　今回彼女は、この近辺で次々と事件が起こっているため、その調査をしに来たのだ。

　本来ならば、このような調査は複数の勇者でチームを組んで行われる。それは、確実な任務遂すい行こうを可能にするためという意味もあるのだが、調査対象による買収を防止するという目的もある。

　だが、エリシアと組めるほどの技量を持つ者は、今の勇者機構にはおらず、むしろ一人の方が力量を発揮しやすかった。

　また、エリシアのような清廉潔白な勇者であれば買収される危険性は無いということもあって、特別に、一人での活動を許可されていた。

　この点、エリシア自身も、確かに一人でいた方が効率よく戦せん闘とうができ、また戦力配分も広がることで、より多くの人々を救うことができるようになっていると考えている。

　だが、だからとて、一人でいることが好きなわけではない。

　エリシアは、知らず、大きな溜息を漏もらしていた。

　こんな姿を誰だれかに見られたら、きっと、心配されるより先に、『憂うれいを帯びた美しさ』などと持もて囃はやされてしまうのだ。

　それがまた、エリシアに溜息を吐つかせていた。

　どこかに、エリシアが本気を出しても釣つり合あうほどの者はいないものか……。

　……いや。一人いるのは判わかっている。判ってはいるのだが。

　エリシアは心の中で独ひとり言ごちる。

　あの男と共に仕事をするなどということはありえない。

　神に誓ちかって、ありえないのだ。

「私は正規勇者……そしてあの男は、無む免めん許きよ勇者なのだから」

　そうしてまた、エリシアは溜息を吐いていた。




「よ、ようこそいらっしゃいました、エリシア様」

　エリシアを迎える門番勇者パラスは、見るからに緊張していた。

　報告書にも彼の名はあった。今、彼の中では、様々な感情が渦うず巻まいていることだろう。

　白銀竜に呑み込まれてしまった不ふ手て際ぎわだとか、『旅の者』に助けられたことだとか……。

　それに加えて、地方の駐ちゆう在ざい勇者にとっては、中央の勇者は憧あこがれの存在らしい。まるで雲の上の存在であるかのように、緊張されてしまうのだ。

「中央本部所属勇者、エリシア・グラツブルクだ。お勤め、ご苦労である」

　エリシアは、胸に下げている守護剣ガーデイアンのネックレスに手を当てて敬礼した。

　するとパラスも、慌てて自分の守護剣に手を当てて敬礼を返して、

「わ、わたくしめは、パブレ村駐在勇者、パラス・レイと申します！」

　声を裏返らせながら自己紹しよう介かいをしていた。

　そこでエリシアは、パラスの緊張を解こうと、一つ冗じよう談だんを交えることにした。

「そう緊張していては良くないな。……たとえば今、もしも私の姿を模した魔ま物ものが出たりしたら、貴方あなたはどうするつもりなのだ」

「え？　そ、そんな、私は、その……」

　エリシアからの振ふりに、パラスは完全に混乱してしまった。

　……おや、余計に困惑させてしまった。今は冗談を言うべきではなかったのか？

　エリシアは真しん剣けんに悩なやんだ。

　実際は、彼女の冗談が非常に判りづらく、しかも相手が気軽に返事を返せない関係であることこそが問題なのだが、本人はそこまで気付けていない。

　仕方ない、今後の課題だ。と気分を切きり替かえて、エリシアは本題に入ることにした。

「今回私は、パブレ村付近で起こった各種の異変について、調査をしに来た」

「あ、は、はいっ」

　本題に入ったことで、パラスは改めて直立不動になっていた。

「調査とはいえ、あまり村人たちの普段の生活には影えい響きようが出ないよう、細心の注意を図はかるつもりだ。こちらから要望をすることもあるだろうが、逆に村の方からも、何かあったら気き兼がねなく要望をしてきてほしい。その土地での生活は、その土地に暮らす者が、まず優先されるべきであるからな」

「ご、ご配はい慮りよ、痛み入ります！　我々も、エリシア様には進んで協力させていただきますので、何なりとお申し付けください」

「まったく。気兼ねは不要だと言っているだろうに」

　エリシアは困ったように呟つぶやきながら、さっそく村の中へと入っていった。

　小さな村だ。その所々に、魔物の暴れた痕こん跡せきが根深く刻まれていた。

　……ややもすると、この村は救われることなく、滅ほろんでいたのかもしれない。

　そう考えると、エリシアの胸はギリギリと握り込まれたかのように痛みを発した。と同時に、今後はこのようなことがないようにしたいと、熱い想いが湧わき上がってくるのだ。

　エリシアは、真剣な眼まな差ざしで前を見み据すえた……

　そこに、嫌いやな男が立っていた。




２




「ようこそ、勇者エリシア様！　ここはパブレの村だよ」

　アッシュは両手を広げ、まるで門番勇者のようなことを言って笑顔で挨あい拶さつをした。

「…………」

　エリシアは眉まゆをピクンと跳はねさせながら、無言で見つめ返してきた。

「白はく銀ぎん竜りゆうの襲しゆう撃げき事件から丸二日。アンタにしては、ちょっとのんびりした到とう着ちやくだな」

　アッシュはエリシアの態度など気にも留めず、自由気ままに話はなし掛かける。

「その主な理由は、三つある――」

　対するエリシアは、理路整然と語り始めた。

「一つは、この村の最も寄よりの『旅の扉とびら』が使えなかったことだ」

『旅の扉』は、瞬間移動の術式が施ほどこされた、とても便利な装置だ。

　一部の協会関係者にしか使用は許されていないが、世界各地に設置・管理されており、それが神しん学がく協きよう会かいによる秩ちつ序じよ維い持じを支えていると言っても過言ではない。

　見た目は、渦うずを巻いた泉のような形をしている。そこに入った瞬間、視界がグニャリと歪みだし、その視界が元に戻もどったかと思うと、既に別の場所まで転移しているのだ。

　過去にアッシュも何度か使ったことがあるが、アッシュは旅の扉が嫌いだ。間ま違ちがいなく酔よって気持ち悪くなる。

「その『使えなかった』ってのは、どういう意味だ？」

「部外者に話すことではない」

　バッサリ切り捨すてる回答に、アッシュは思わず苦笑する。

　ただ、エリシアは更に言葉を続けていた。

「だが、このことはこの村の平和維持に直結している。ならば、いわばこの村の全ての滞たい在ざい者しやが関係者だということになるだろう」

「なるほどな」

　回りくどい言い方だが、要するに『この件について説明してくれる』ということだ。

　とはいえ、正規勇者が無免許勇者に情報提供するということは、形式的に見れば規則違い反はんの『罪』となるのだから仕方がない。

　勧善懲悪を体現するエリシアにとっては尚なお更さら、その理り屈くつが大事になるのだろう。

「本来ならば、この村から東に徒歩一五分ほどの所にも、旅の扉は存在していた。だが先日、不幸にもそこに『虚無区』が発生してしまい、旅の扉も呑のみ込まれてしまった」

　ピクッ……と思わずアッシュの眉が跳ねた。あまりに面おも白しろくなさすぎる単語が聞こえた。

『虚無区』――

　そこはまさに、神の加護が無い地域だ。

　導力は著いちじるしく弱まり、逆に、神に仇あだなすモノたち――魔物や呪罪具ミステイリアの力は増大する。

　俗ぞくに『魔物の棲むべき場所』や『呪のろわれた大地』とも言われている。

　虚無区には、色が無い。

　空も雲も、山も森も、海も川も……

　すべてが無む彩さい色しよく――灰色の世界。

　呪われた世界だ。

　実際、虚無区に出入りした者は、呪われるという。

　この呪い、虚無区に入るだけならば問題は無い。誰でも自由に入っていくことはできるし、虚無区の中でも普ふ通つうに生きていくことはできる。

　だが、虚無区から出て来ようとすると……《神しん罰ばつ》が下るようになっている。

　もし導力の乏とぼしい一いつ般ぱん人じんだと、三時間ほどで身体からだが腐くさり始め、精神に異常を来きたす……

　たとえ導力の十分な者でさえ、三日と生きてはいけない……

　その罰ばつは、上位の神官や勇者を介した『免めん罪ざい』の儀ぎ式しきによってしか解消できない――高額な寄付金を要する儀式を受けなければ治らない、とされているのだ。

　虚無区は、大小様々、世界中のあらゆる所に存在し、また、どこにでも発生しうる。

　その発生原因は、詳くわしくは判っていない。だが、協会は一いつ般ぱん的てきに、こう説明している。人々が神を裏切ったとき、そこは虚無区となり、強大な魔物に襲われてしまうのだ、と。

　たとえば欲に溺おぼれたり……たとえば邪じや教きようを信じたり……たとえば魔物と共存したり……

　虚無区への出入りは、当然ながら、厳しく制限されている。

　たとえ国境の越えつ境きよう権限を持つ正規勇者や上位神官であっても、虚無区に関しては厳重な手続きを経ないと入ることは許されないのだ。

　単独での行動は絶対に許可されない。

　一個分隊並みの勇者軍――通つう称しよう『護剣軍』を組織することで、たった数時間の滞たい在ざいが許される、といった有様なのだ。

　要するに、この世界は、大きく三段階の危険度に分類されていることになる。

　一つは、魔物の出ない絶対安あん全ぜん圏けん――

　協会が作り出す結界の内部が、それに当たる。言いい換かえれば、ヒトの住む場所だ。

　一つは、導力が弱まり、魔物や呪罪具などが強化される、危険な立入禁止区域――

　虚無区が、まさにそれだ。言い換えれば、魔物の棲すむべき場所。

　そしてもう一つは、それ以外の中間帯――

　街の結界の外、普通の森や洞どう窟くつなど、何の手も施されていない自然状態にある場所。

　ヒトが護衛を付けて、街から街へと移動し、農業や牧ぼく畜ちく、狩かりをする場所。

　そして同時に、魔物がヒトを狩る場所でもある。

「……また一歩、この世界は魔物が暮らしやすくなったわけだ」

　アッシュは、頭痛が走りそうな気分を誤ご魔ま化かすように、皮肉を言い捨てた。

「その反応、貴方は虚無区の発生について知らなかった、ということか」

　まるで呆あきれたかのようなエリシアの言い振りに、アッシュは思わず反論していた。

「仕方ないだろう。こっちは数日前にここに来たばかりなんだ」

「ほぅ。それは奇き遇ぐうだな――」

　エリシアは、少し見上げるように鋭するどい視線を向けてきて、

「まさに数日前、ここポルティベリカに無免許勇者が密入国した、などという面めん倒どうな事件が勃ぼつ発ぱつしていたのだ」

「なるほどー、それは面倒だなー」

「その件くだんの調査も重なってしまったというのが、私が遅おくれてしまった二つめの理由だ」

「そいつはご苦労様」

　アッシュは苦笑するしかなかった。

「その上だ、この村での白銀竜の件についてもその無免許勇者が絡からんでいる、などという話まで漏れ伝わってきた」

「……なるほど」

「だとしたら、私がこの村に早く来る必要など、ほとんど無いではないか」

「ん？」――話の流れが変わった。

「どうせ、その無免許勇者がニセモノの白銀竜を退治することで解決してしまったに違いないのだ。……少なくとも、村人の命が危険に晒さらされるような心配は無い。つまり、急ぐ必要が無かったのだ。それが、私の到着が遅れた三つめの理由だ」

「そりゃまた、その無免許勇者さんは、よくも信しん頼らいされてることで」

「愚おろかしい。信頼などするものか。奴は無免許の勇者なのだ。……ただ単に、負けを知らないほど強く、そして確実に弱い者を守ることができる、というだけの罪人に過ぎん」

　エリシアは、とても不機嫌そうに言い捨てた。

　アッシュは苦笑しながら、

「こうして最高の正規勇者様が来たなら、この村の住民も、今後の生活は安あん泰たいだろう」

「当然だ」

「だったら、俺は逃にげなくちゃな。何せ俺は、この村で罪を犯おかしたばかりなんだ」

　アッシュは意味深な笑みを浮うかべながら、

「この村の勇者を騙だまして村の神物庫に侵しん入にゆうしたばかりか、皆みなが献けん身しん的てきに祀まつっていた白銀竜を勝手に殺した。更さらには、村にある財産を手て当あたり次し第だいに奪うばって回ったんだ。果たして、のんびり来るような勇者に、この村の現状を救うことができるか？」

　そんなアッシュの言葉に、エリシアは軽くウインクを返してきて、

「もちろんだ。我々勇者は、無免許勇者の被害者となってしまった村人たちを、必ず救ってみせよう」

　その言葉が聞きたかった。

　これは言げん質ちだ。少なくとも、勇者機構が白銀竜の件で村人らを罰することはない。

　エリシアも、その辺りの雰ふん囲い気きは察してくれたからこそ、容易に話に乗ってくれた。

　良くも悪くも付き合いが長いと、こういうときの気は良く合うのだ。

　……もっとも、勇者よりも上の連中がどう考えるかは、別の話だが。

「とんだ茶番なのです」

　フィーナがウンザリしたように呟いていた。

　確かに、とアッシュも心の中で苦笑する。

　アッシュとエリシアには、勇者同士という共通点がある。

　だが、無免許と正規という決定的な違いがある――いわば敵同士なのだ。

　だとしても、勇者を目指した動機は、きっと一いつ緒しよなのだと感じることがある。

「しかして、アシェロット・バルツロメオ――」

　エリシアはアッシュの名を呼びながら、ゆっくりと、腰こしに下げた鞘さやから剣けんを抜ぬいた。

　極東の島国で鍛きたえられた、『刀』と呼ばれる聖導鋼ミスリル製の片かた刃は剣だ。

「無免許勇者行こう為いに及およんだ罪、かつ、この村の聖遺物セイクリムを破は壊かいした罪、そして、パブレ村の住民に対して強ごう盗とうをはたらいた罪により、貴方を見み逃のがすわけにはいかない」

「お勤め、ご苦労なことで」

　アッシュも両腰の鞘から交差するように剣を抜き、両手に二剣を構えた。

「私の刀は、鍛えに鍛えた聖導鋼だ。その剣が何で造られようと、相手にならない」

「はてさて、どうか……なっ!?」

　アッシュが言い終わらない内に、一瞬にしてエリシアが目前に迫せまっていた。

　速い……だが単純だ。最短距きよ離りで直線的に左ひだり肩かたを狙ねらう突つき。狙いさえ判れば問題ない。アッシュは左剣の腹で突きを受け流し、紙かみ一ひと重えで躱かわしてみせた。

「せぃ！」――エリシアは突きの体勢から刀の切っ先を返し、そのまま横に薙ないできた。

　サンッ……という静かな音と共に、アッシュの左剣が抵てい抗こうなく切り落とされた。

　さすがに慌てたアッシュはギリギリで回かい避ひしつつ、すかさず右剣を振るった。だがエリシアは上体を反らし、瞬まばたきもせずに悠ゆう然ぜんと、目前を通とおり抜けていく切っ先を見つめていた。

　完全に見切られている。そこには寸分の狂くるいも無い。

　アッシュは距離を取るよう飛とび退のいて、切られた左剣を捨て、右剣は鞘に戻した。

「諦あきらめたのか、バルツロメオ」

「まさか。これからだ」

　アッシュはここで、エリシアの得とく意い技わざをやってやろうと思ったのだ。

　アッシュは体勢を低くしながら、鞘と柄えを握にぎる手に意識を集中させる。

「居合いか」――エリシアが言った。「一いち撃げきの速度に特化した抜ばつ刀とう術。だがそれは、刀だからこそ為なせる技。そのような両りよう刃ばで、しかも射程が見切られていては、意味が無い」

「ものは試ためしさ。『灰色の贋がん作さく』の聖導鋼が本物を超こえるかどうか、興味ないか？」

「……ふっ」

　エリシアは呆れたように、だがどこか楽しそうに笑えみを漏らした。

　次の瞬しゆん間かん、エリシアはその場に砂すな煙けむりだけを残して、アッシュの懐ふところに飛び込んでいた。

　速い……だが既にアッシュも抜刀のモーションに入っていた。こちらの方が速い。

　エリシアもそれを察したのか、回避に転じた。

　アッシュは彼女の首筋を目め掛がけて、刀を振るった。

　鞘の長さを優に超える刀とう刃じんが、『剣』の射程を見切っていたエリシアの首に命中した。

　会かい心しんの一撃！　……しかしミス!?　エリシアにダメージは無い。

　……いや、当たってはいた。だが、刀刃が砕くだけ散ちってしまったのだ。この程度の攻こう撃げきではエリシアにダメージは入らない。エリシアの首は綺き麗れいなままだ。
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　エリシアの聖せい魔ま術じゆつ――物質強化。

　己おのれの肉体の硬こう度どを聖導鋼並みに高めたり、対たい魔ま耐たい性せいを強めたりすることもできる。更に、直接触ふれた物や他人に対しても、同様の効果を付ふ与よすることができる。

　本人曰いわく、この能力は『人を守るための、防ぼう御ぎよに特化したモノ』らしいのだが……聖導鋼の刀を更に強化した攻撃を受けきれるような勇者は、現状いないだろう。

　これらを駆く使しした導力は、今や九〇〇〇に迫ろうとしている。あるいは、観測ができないだけで、既にそれ以上やもしれない。

　その圧あつ倒とう的てきな防御力を活用して、『相手の得意技をすべて受け止めながら指導する』という後こう輩はい教育方法を実じつ践せんしていることでも有名だ。

　……愚ぐ直ちよくにも程ほどがある。

「相変わらず頭の回る男だ」――エリシアが嘆たん息そくする。「居合いと見せかけ、鞘より長い刀を一瞬で創つくり出し、見切りを利きかなくするとは」

「まぁ、鞘を見ただけで射程を測れるような奴やつにしか通用しない手だけどな。……つか、その威い力りよくは微み塵じんも通用しちゃいないわけだが」

「そのようなことを言うのならば、少しは本気を出してみれば良いだろうに」

「いやいや。アンタがそれを言うのか、現役最高の勇者さん」

　アッシュが本気を出していないのは、確かにその通りだ。だが、エリシアも明らかに本気を出していないのだ。だからこそ、アッシュは全力を出すことはない。

　そもそもアッシュもエリシアも、相手を力で捻ねじ伏ふせたいわけではないのだから。

　ただ単に、相あい容いれない価値観の違いがあるから対立しているだけのこと。

　相手を議論以外で黙だまらせたところで意味がない。そんなことは互たがいに解っている。

　現に、もう既に二人とも戦闘体勢は取っていなかった。

「私が本気を出したところで、少しばかり戦闘の数値が上じよう昇しようするだけだ。私は単純だから、数値を上げることしかできない人間なのだ」

　……よく言うよ。その『少しばかり』が、どのレベルまで行くのか……。

　彼女には、愚直さの裏に隠された何かがある。そんな気がしてならない。

　エリシアは続けて、

「だが、バルツロメオ。貴方はどうだ？　貴方の『灰色の贋作』――ただのニセモノを創り出しているものだとは思えない」

「お生あい憎にく様さま。俺おれは『灰色アツシユ』だ。本物の色は作り出せない。ただの贋作師モグリさ」

　自じ嘲ちようを込めて言うと、エリシアは刺さすような視線でアッシュを見やってきた。

　互いに逸そらすきっかけもなく、何秒くらい見つめ合う羽目になっていたのか……




「きゃああぁぁぁっ!?」




　一つの悲鳴が空気を急変させた。

　アッシュとエリシアは同時に声のした方を向き、そして同時に駆かけ出した。

　何があったのかは判らない、だが何かがあったのなら一刻も早く現場に向かう。そんな想おもいがアッシュの身体を反射的に動かしていた。

　たとえ無む駄だ足あしだったとしても、間に合わないよりかは断然マシなのだから。

「無免許は下がっていろ！　ここには正規勇者わたしがいる――私の仕事だ！」

「俺だって、正規勇者の仕事を奪うつもりはないさ」

「ならば、どういうつもりだ」

「俺はただ、正規勇者じゃ救えない人たちがいたらそれを救う、それだけだ」

「おのれ愚ぐ弄ろうを！　正規勇者わたしは、全すべてを救う」

　……それならどれだけ良かったか。

　アッシュたちから少し遅れて、フィーナも後を追っていた。フィーナはジッと、前だけを見ている。感情を押おし殺ころしたような目で、ただエリシアのことは見ないように。

　ふいに、ズズゥンッ――と巨きよ大だいな崩ほう壊かい音がした。地面が揺ゆれ、アッシュたちの向かう先で砂すな埃ぼこりが巻き起こっている。どうやら、村の外がい壁へきが崩壊したようだ。

　エリシアの駆ける速度が急激に上がった。アッシュも後に続くが、身体能力ではエリシアの方が数段も上だ。一気に差が広がっていく。

　この様子なら、アッシュが現場に着いたときには、全て解決しているかもしれない……。

　そんな安易な期待は、するものじゃなかった。
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　外壁の崩壊現場は、多数の野や次じ馬うまに囲まれていた。誰もが遠巻きで眺ながめている。

　この村の結界は弱まっているため、安易に壁かべに近づくと、結界の外に出てしまうからだ。

　となると、この壁の崩壊の原因は……

「魔物の侵入か？」

　アッシュは近くにいた村人に聞いた。

「あぁ、アッシュさん！　……これは、違うんです」

「なら、どうしてこんな……」

　そこでアッシュは、改めて壁の崩壊を見やった。そこには明らかに斬ざん撃げきの痕跡があった。

　鋭えい利りな刃は物もので斬きり落とされたように、レンガが直線的に壊されていたのだ。

　レンガ造りの外壁を、ここまで綺麗に切り落とせるほどの力。

「実は、村の男が、自分の生まれたばかりの子供を連れて、『俺の子は俺が守る』とか言って村を飛び出して行っちまったんです」

「なんだそれは？　その男、導力が使えるわけでもない普通の……いや待てよ。この壁を壊したのは、その男なのか？」

「あ、あぁ。どうやったのかは知らないが、こう、腕うでを振ってスパスパッと……」

　と、軽い調子で腕を振ってみせる村人。

　……だとしたら、やはり魔ま術じゆつか、あるいは魔術の込められたアイテムの力だろう。

　いずれにせよ、ここは勇者の出番だ。

　だが、肝かん心じんの正規勇者の姿が見えなかった。きっと既にその男を追ったのだろう。

「その男は、どこに？」

「この壁を壊して、ずっと真まっ直すぐ走ってったみたいだけど」

　となると、東の方角だ。

　村の東には、先ほどのエリシアの話では、虚無区が出現しているということだが……。

　アッシュは急いで後を追った。

　どうか、『正規勇者じゃ救えない人たち』が現れていないように、と願いながら。




　青空と緑の大地が広がる中、そこは、突とつ然ぜんにして色が無くなる。

　灰と黒の世界――虚無区。

　エリシアは、アッシュたちに背を向けながら、真っ直ぐ虚無区を見据え、微び動どうだにしていなかった。

　……いや。よくよく見れば、その身体は小刻みに震ふるえている。

　怒いかりのせいで。

　エリシアは唇くちびるを噛かみ締しめ、拳こぶしを握り締め、ギッと虚無区を睨みつけている。

　その視線の先には、一人の男が立っていた。

「何が勇者だ！　何が神だ！　税金だ寄付金だと金だけ取って、誰も俺たちのことなんて守ってくれやしないじゃないか！」

　男は、その腕で赤あかん坊ぼうを抱だき締めながら、そして、

「俺は、コイツで自分たちを守って見せる！」

　と、もう一方の手で握る剣を、高々とかざして見せた。

「なっ!?」

　アッシュは思わず声を漏らしていた。

　その剣は、一目で異常なモノと判る。

　血のように赤い刀身と、牙きばが生えたかのような鍔つば。

『聖遺物』――『魔獣喰イビルイーター』だ。

　その名の通り、この剣自体に魔物を倒たおす力が込められている武器であり、過去に一部の勇者軍で標準装備に採用されたこともあるほどの信頼と実績がある。

　コレを使えば確かに、一般人でも壁を容易たやすく破は壊かいでき、また、魔物も倒すことができる。

　できるのだが……。

「これこそが、誰にも負けない力だ！　魔物にも！　勇者にも、神にも！　つまり、この虚無区だって余よ裕ゆうなんだよ！」

　自信たっぷりに胸を張って叫さけぶ男――彼かれの立つ場所は、灰色の森。

　彼は、既に虚無区の中にいた。

　だから、エリシアはその手前で立ち止まらずをえず、そして、何もできないでいた。

　勇者は、神の許可なく虚無区に入ることはできないのだ。

　たとえどれだけ強くとも――

　たとえどれだけ清廉潔白であろうとも――

　むしろ清廉潔白であればこそ、絶対正義である神には逆らえない。

「へへっ。聖遺物を勝手に持っていると、勇者に捕つかまっちまうからな。だが、ここに逃げ込めば勇者たちは捕まえることができなくなる。どうしても捕まえようっていうなら、戦って勝つ。どうだ、完かん璧ぺきだろう！」

　……正直言って、穴だらけだ。

　時々、こんな感じにむちゃくちゃな思考回路で自ら危険に飛び込んでいく奴がいる。

　その多くが、神に対する不信・絶望が原因だ。

　この世界では、建前上、神が危険から護まもってくれるからこそ、人々の生活が維持される。だが中には、それでも危険に見み舞まわれてしまうことがある。

　そのとき必然的に、『神は護ってくれない』という不安に駆られる者が出てくる。その中で更に、『神こそが自分を苦しめている』と神を忌み嫌うようになる者も出てくるのだ。

　そうした者は、ひたすらに神から逃げようとする。

　神の居ない地域へ――すなわち虚無区へと。

　……とはいえ、そこで身を守るための術が『聖遺物』だというのが、酷ひどい皮肉だ。

　しかも、何も知らない赤ん坊と一緒というのが、酷すぎる。

　そうして虚無区しか知らない子供が育ったとしたら、どうなるのか？

　たとえば、神の存在について実証できるまでは信じないようになるとか……

　たとえば、虚無区には呪いなんて無いということを知ってしまうとか……

　そして――

　たとえば、『モノには色がある』ことを知らないまま育ってしまうとか……

「アッシュ、どうするのです？」

　フィーナに問われて、アッシュは思考を戻した。

　……そうだ。今は、目の前にある『今』を救うことに集中しよう。

　過去は過去で、それなりの救いはあったのだから。

　アッシュは、ゆっくりとエリシアの横に立つように歩み寄りながら、

「とりあえず、子供を引ひき離はなしたいな。エリシアの速さがあれば楽なんだが……」

　ピクンッとエリシアの肩かたが小さく跳ねた。だが反応はそれだけで、エリシアはジッと前を見据えながら、動かなかった。

「楽ではあるんだが、協力が無くても救助が不可能ってわけじゃない」

　アッシュは肩をすくめながら言い換えた。

　とは言ったものの、ここは見晴らしの良い野原の中央だ。男の背後には森があるとは言え、そこに回り込むことは困難だ。余よ程ほどの速さが無いと返かえり討うちに遭あう――あるいは子供に危害が及およんでしまうだろう。

　そうなると次の有効手段は、持久戦だ。

　たとえ聖遺物を持っていようとも、相手は一般人。体力的にはただのヒトでしかないから、長くとも二〇時間ほど対たい峙じしていればこちらが勝つ。

　こちとら養成所時代には、三日間の不ふ眠みん不ふ休きゆうの訓練もこなしてきた。今に至るまでも、養成所時代とは比ひ較かくにならないほどの苦境も凌しのいできている。

　あるいは、その前に魔物に襲おそわれることもあるだろう。その隙すきを狙っていくのも有効か。

　そのような考えから、アッシュは持久戦で行くつもりだったのだが……。

「まずいのです――」

　フィーナの言葉で、考えを改めざるをえなくなった。

「――あの魔獣喰、恐おそらくかなり使い込まれているのですよ」

　アッシュは魔獣喰を凝ぎよう視しした……が、アッシュにはそこまで判らない。こと分ぶん析せきに関して言えば、フィーナはアッシュの数段上に立っており、そして絶対に間違えないのだ。

「あの剣は、もうすぐ暴走します」

　フィーナはそう言った――断言した。

　つまり、『呪罪具』化だ。

　実は聖遺物には、『耐たい久きゆう度ど』とでもいうべき指標がある。

　神の力の使いすぎや、神に対する不信感の増大などによって、聖遺物の力が落ちてゆき、やがて神の力を失い、暴走する――すなわち呪罪具になってしまう。

　この点、協会は、「聖遺物が呪罪具となるのは、悪あしき心を持つ者が使用する等、正しき使い方をしなかったことで、穢けがれたためである」と説明しているのだが、それは違ちがう。

　単に、聖遺物の持つ『耐久度』が減少した場合に、呪罪具となるのだ。

　そのことを、フィーナは独自の研究によって突き止とめていた。

　それこそ、パブレ村の聖遺物が魔物の核かくとなってしまったことも『耐久度』の問題だ。

　決して、パブレ村の面々が穢れていたからではないのだ。

「今すぐその剣を捨てるんだ！　でないと呪罪具になるぞ！」

　アッシュは思わず男に向かって叫んだ。我ながら、こんな言葉が信用されるわけがないと解わかっていながら、かといって、言わずにはいられなかった。

「俺は正しい使い方をしている！　この子を守るために使っているんだ！　呪罪具なんかになるものかよ。嘘うそをつくならもっとまともな嘘にしろ、このニセ勇者がぁ！」

　案の定、信じてもらえないどころか罵ば倒とうされた。

　アッシュは呆れて苦く笑しようするばかりだったが、その隣となりでフィーナがブチ切れた。

「判りました。あそこには子供が一人だけ、取り残されてしまったのですね。さて、どうやって救い出してあげましょうか」

　そんなことを言い放っていた。

「まぁ落ち着け。敢あえて見捨てる方が、後々面倒くさくなる」

　救えるはずだったものを救わないのは、心を苦しめていくだけだ。

　そんな会話をしながらも、アッシュは男に隙ができるタイミングを探さぐっていた。

　だが期せずして、そのタイミングは、すぐに訪おとずれた。

　突とつ如じよ、男の背後にある森が歪ゆがんだように見えた。

　まるで、かつてそこにあった旅の扉が発動したかのような……しかし、虚無区の中では発動するわけがない。

　そこには、壁のように盛り上がった液体があった――それはやがて、ヒト型となる。

　変形魔物：自己幻影ドツペルゲンガーが現れた！

　それは、男そっくりの形となり、魔獣喰そっくりの武器を振りかぶっていた。

「逃げろ！　魔物が後ろに！」

　アッシュが叫んだものの、男は気付かず「また下手な嘘を……」と鼻で笑った。

　埒らちが明かない！　アッシュは投げナイフを具現化して、男に向かって放ほうり投なげた。と同時に駆け出して一気に距離を詰つめる。

「い、ひぃ!?」――男が悲鳴を上げてナイフを避よけようと倒れこんだ……すると、ついさっきまで男の首があった高さを、スッと魔物の剣が振り抜けていった。

「え……ひ、ひやぁぁっ!?」

　男がようやく魔物に気付いて悲鳴を上げ、子供を手から転げ落としてしまった。泣きじゃくる子供……大きな怪け我がは無いようだ。

　すかさず魔物は追つい撃げきを振りかぶっていた。そうはさせじと、アッシュも追撃を放つ……だがアッシュの攻撃は空を切っていた。

　アッシュの攻撃より先に、魔物が霧きりのように消えていた。

　男の持つ魔獣喰の刃はが軽かろやかに一いつ閃せんし、見事、魔物の核を破壊していたのだ。

　あの体勢から、魔物を倒す一撃を放つなんて……。

　アッシュはすぐに、男の様子がおかしいことに気付いた。

　男の腕が、異様な角度で曲がっていた。間違いなく、折れている。

　……遅おそかったか。

　アッシュは心の中で舌打ちしながら警けい戒かいを強める。




「暴走なのですっ！」




　フィーナの声と同時に、アッシュに向かって魔獣喰の剣けん先さきが突き出されてきた。アッシュは咄とつ嗟さに盾たてを具現化する。

　カィィン――という甲かん高だかい音が響ひびき渡わたり、突きを受け止めた……だが剣の勢いは止まらず、アッシュを押し込んでくる。堪たまらずアッシュは倒れ込んでしまった。

　すぐにアッシュは身を捩ねじった……その鼻先をかすめるように、地面に刃が突き立たてられた。と思うや、そこから地面ごと剣が振り上あげられた。アッシュは新たに盾を具現化し、相手の剣の勢いを利用して身体を起き上がらせると、そのまま距離をとった。

　男は剣を握りながら――正確には、剣に握られながら――ゆっくり歩み寄ってくる。

　その剣は、形すらも豹ひよう変へんさせていた。

　刀身は赤と黒に染まり、所々が蟲むしに喰くわれたようにボロボロとなって――

　まるで心臓のように脈打っている――

　さらには、その剣の至る所から、触しよく手しゆが伸のびていた。その触手は、男の腕に絡みつき、あるいは突き刺さっていた。もはや男の手は力なく開かれ、剣を握っていないというのに、剣は離れない――放さない。

『呪罪具』――喰人剣マンイーター。

　ヒトの血肉をエネルギーとして、その威力を増ぞう幅ふくさせるという呪いの剣。

　まるで生物のような意思を持ち、持ち主に寄生しながら、強大な力を暴発させるのだ。

　喰人剣は、過去に数十件も確かく認にんされていて珍めずらしいものではないのだが――勇者軍に標準装備などさせたらそうなるに決まっている――その度に多大な損害を発生させている。

「あ……アァ……」

　男は、声にならない音を、力なく漏もらしていた。いまや男の身体は、喰人剣に支配されている。もはや持ち主ではなく、ただの栄養源のような存在なのだ。

　栄養豊富な肉体を捕まえた喰人剣は、たとえ刀身が折れたとしても、すぐに復活する。

　……逆に言えば。

　喰人剣との戦い方は、その栄養源を切きり離せば良いのだ。

　今、触手が更なる栄養を求め、泣きじゃくる子供に向かおうとしていた。もはや一瞬の躊ちゆう躇ちよすら命取りだ。

「悪く思うなよ」

　アッシュはすぐに聖導鋼長剣ミスリルソードを具現化すると、一瞬で間合いを詰めて躊躇ためらいなく男の右手を切り飛ばした。喰人剣の動きは奇き抜ばつだが遅い。こちらの攻撃は良く通るのだ。

「うぁ……」――男はポカンとした表情のまま、自分の右みぎ腕うでが飛んでいくのを眺めていた。

　呆あつ気けない終わり方……いや、まだ終わっていない。

　ここからが本当の戦いだ。

　切断された男の右腕が――そして喰人剣が、バギバギッと音を立てて変形していく。

　喰人剣が右腕を捕ほ食しよくしていた。アレ自体が魔ま物もののようになっているのだ。そして栄養を得た喰人剣は、より多くの栄養を求めてアッシュに向かって無数の触手を伸ばしてきた。

　アッシュはすぐさま両手に剣を具現化し、次々と切り捨てていく……だが両手では足りないほどの無数の触手に四方を囲まれ、ついに両手が絡み込まれてしまった。

　身動きが取れなくなったアッシュ、その喉のどを狙って喰人剣が飛ひ翔しようしてきた。

　グチュッ！

　――生々しい音と共に、勢い良く血が噴ふき出す。

　肉を抉えぐる感覚……それが、喰人剣を斬ったときの感触だった。

　アッシュは、全身から無数の剣を具現化して触手を斬り捨て、迫り来る喰人剣の本体を斬り捨てていた。

　両手を塞ふさがれようとも、アッシュには無限の戦い方がある。

　地に落ち、ビクビクと痙けい攣れんを続ける喰人剣。

　このまま数時間もすれば、喰人剣のエネルギーが切れて、一いつ旦たんは動かなくなるだろう。だが、何かの生き物が近づいた途と端たん、その血肉を貪むさぼって復活してしまう。

　ここでアッシュは、一つ試したいことがあった。

　それは、数日前に記き憶おくしたモノの具現化――

　特とく殊しゆ能力の込められたモノが、どこまで具現化できるのか、その力ちから試だめしでもある。

　つまり、聖棺の創造だ。
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　アッシュたちは、村まで帰ってきた……

　ただし、まだ村の中に入るわけにはいかない。

　まだ本当の意味では『帰ってきた』わけではないのだ。

　虚きよ無む区に入ってしまった男と、その子供、さらには呪罪具……それらをこのまま村に入れるわけにはいかないから。

　男の傷は、フィーナお得意の回復魔ま法ほうで措そ置ちしていた。喰人剣に喰われた腕は戻もどせないが、命に別状はない。今は父子共に穏おだやかな寝ね息いきを立てている。フィーナの回復術は良く効くのだ。もちろんこれも禁きん忌き術なのだが、面倒なのでエリシアには説明していない。

　ここで、アッシュにできることは――無む免めん許きよ勇者にできることは限られている。

「さてフィーナ、今回の報ほう酬しゆうは、この剣をもらうことにしよ……」

「いらないのです」

　フィーナはアッシュの言葉を遮さえぎって、後ずさりながら、至し極ごく当然な反応を見せてきた。

　アッシュが小こ脇わきに抱かかえる箱――具現化した聖棺の中では、今も喰人剣がビクンビクンと痙攣するように動いている。

　やはり、特殊能力のあるモノの具現化は不十分だったのだ。今でこそ、弱まっている呪罪具の動きを制限することはできているものの、しばらくすればこの聖棺は壊こわれるだろう。

「……やれやれ、仕方ない。だったらエリシアにやろう」

　アッシュは芝しば居い掛がかったセリフと共に、エリシアに向き直って聖棺を突き出した。

「……どういうつもりだ、バルツロメオ」

　エリシアは、低く震える声を吐はき出してきた。

「どうもこうも、呪罪具の処分は協会の仕事だろ。さすがに、俺には壊れた呪罪具を集める趣しゆ味みは無いし、コイツを復活させるために血肉を捧ささげるつもりもないからな」

　呪罪具となったモノは、聖皇などの上位神官が、特定の儀ぎ式しきを行うことによって封ふう印いん・破壊することになる。それ以外の者が、あるいは聖皇であっても別の方法によって、封印や破壊をしようとしても、それは不可能なのだ。

　それでも、エリシアは納なつ得とくが行かない様子で、

「貴方あなたは、我ら正規勇者では救えないモノをいとも容易く助けてしまうのだ。これでは、私のいる意味が無いではないか」

　ジッと自分の手を睨にらみつけるように見ながら、弱々しく呟つぶやく。エリシアが納得いかないのは、アッシュに対してではなく、自分自身に対してなのだろう。

「俺はただ、無免許勇者オレにできることをやっただけだ」

　アッシュは少し呆れたように、

「だから俺は、これ以上のことはできない。正規勇者にしかできないことは、俺にはできないんだよ。だからアンタにパスだ」

「……私に、何をしろと？」

「だから、コイツを処分してくれって。俺の力じゃ、まともな聖棺を用意できてないんだ。すぐに壊れて、また暴れだすぞ」

　言っている傍そばから、アッシュの持つ聖棺にはピシピシとヒビが入り始めていた。

「くっ！　俺の聖棺じゃ効果が弱すぎる。早く、もっと効果の強い封印を施ほどこさないと！」

　アッシュは慌あわてたように声を荒あららげた。そうしている間も、ヒビは一気に広がっていく。

「貸せ、バルツロメオ！」

　言うが早いか、エリシアはアッシュの手から聖棺を奪い取とり、すかさず聖魔術を発動させていた。と同時に、聖棺のヒビは消え去り、そして、喰人剣の痙攣も止まっていた。

　アッシュがつい微笑ほほえみながらエリシアを見やると、彼かの女じよは気まずそうに視線を逸らして、

「コレが、私にできることだ」

　まるで自分自身にも言い聞かせるように、一言一言を噛み締めて言った……かと思うと一変してまくし立てるように言葉を続けて、

「貴方の創り出した聖棺の効果を強化したから、それなりの強度にはなったはずだ。だがコレは別に貴方に協力したわけではなく、このままでは村にも危険が及ぶと独自に判断したがゆえの行動であるということは改めて確認しておく必要があろう。我々は協力をしたわけではないのだ。……何せ、我々は無免許と正規なのだからな」

　どうにか理り屈くつを立てようとするエリシアは、とても一いつ生しよう懸けん命めいで、それがちょっと面おも白しろい。

　ただ、最後に呟かれた言葉には、どこか寂さびしさのような想いがあるようにも聞こえた。

　ともあれ、アッシュの計画通りに事が進んでくれた。

　実は、聖棺のヒビは、エリシアを駆り立てるためにアッシュが創り出したものだった。落ち込まれたままでは今後の活動にも影えい響きようが出るから、すぐに切り替かえてほしかったのだ。

　……もっとも、ヒビはわざとだが、自分の創った聖棺に限界があるのは本当だ。

　その点について、アッシュには悔くやしさが滲にじむ。

「そういえば、ついでにもう一つ、アンタにしかできないことがあるんだけどなぁ？」

　アッシュが確認するように言うと、

「解っている――」

　とエリシアも答える。その声に、もう迷いは無い。

「虚無区に入ってしまった者たちの、呪のろいを解こう」

　アッシュは頷うなずくと、男とその子供を託たくして、村に背を向けるように足を踏ふみ出した。

「待て、バルツロメオ。貴方も呪われているのだ。私が解いてやらねばならない」

　エリシアは、どこか吹ふっ切れたような、決意を込めた声と視線をアッシュに向けた。

「いやいや。俺だって曲がりなりにも勇者なんだ。自分の身体くらい自分で治せるさ」

「馬ば鹿かを言う。呪いを解くには神の力が必ひつ須すなのだ。無免許にできるわけがない」

　……なぁエリシア。虚無区にはな、呪いなんてモノは無いんだよ。

　アッシュは、その真実を言ってしまいたい衝しよう動どうに駆られていた。だが、それを言って解らせるほどの証しよう拠こは、今は無い。だからアッシュは、軽口のように言う。

「気分が悪くなったら、そのときに頼たのむわ」

　きっと『そのとき』は来ない。それが一つの証拠となるのだ。

　エリシアは、それでも納得していないようで、不満げな視線をアッシュに向けてくる。だったら、とアッシュは話を切り替えた。

「ところで、今回の救助と、呪罪具の捕ほ獲かくは、誰だれに報酬を貰もらえばいいんだろうな？　本来なら正規の勇者様がやるような仕事まで、代わりにやったんだけどなぁ？」

「う」

　エリシアが、らしくないほど動どう揺ようしていた。顔を赤くして、視線が揺れ動うごく。

　思えば、こういった年相応の反応は初めて見たような気がする。それが少し面白かった。

　エリシアは、まるで恥ち辱じよくに耐たえるような表情をしながら、

「……解っている。秩ちつ序じよ維い持じに協力した者には、褒ほう賞しようが与あたえられるのだ……要求があるならば甘あまんじて受けよう！」

「ほう。それは何でも構わないか？　……いつっ!?」

　アッシュの問いに、フィーナが凄すごい形相で睨みながら腕を抓つねってきて、

「何でもだなんて、そんな、いったいナニを要求するつもりなのですか!?」

「何を突とつ然ぜん怒おこってるんだ。俺はただ、金銭以外で報酬を払はらってもらえないかと……」

「やっぱり身体で払……痛い!?」

「お前はちょっと黙ってろ」

　――とフィーナを小こ突づくアッシュ。

「身体はダメだ！　それは愛する人のために清くとっておきたいのだ。だから……」

「お前も誤解するのかよ!?」

　――とエリシアまで小突きそうになって、ギリギリで止めた。

　アッシュは両方向から誤解を受けて、聞こえよがしに溜ため息いきを吐ついてから、

「俺が要求するのは、この村の修しゆう繕ぜんと、街壁の強化だ」

「「……な、なるほど」」

　期せずして、エリシアとフィーナが声を揃そろえていた。お互い真っ赤になっていた顔を見合わせて、そして同時に顔を逸らした。

　フィーナは不満げに――。エリシアは恥はずかしそうに――。

　アッシュはまた溜息を吐いてから、話を進めた。

「どうせ俺が金を貰ったところで、やることは一いつ緒しよなんだ。だったら、正式に人脈の厚いエリシアが直接やっちまった方が効率良くできそうだしな」

「……バルツロメオ、貴方という人は」

　エリシアは、どこか呆あきれたように言いながら、

「ならばその報酬で合意を……と言いたいところなのだが、生あい憎にく、私にも資金の都合というものがある。今すぐに出すとなると、四〇金貨が限度だろう」

　正規勇者は、ほぼ名めい誉よ職しよくに近く、給きゆう与よ水準はそれほど高くない。その中で、四〇金貨をすぐに出せると言えるあたり、エリシアの実直さが表れていた。

「それなら心配はいらない。俺が必要だと思ってるのは、迅じん速そくな修復のためのコネだからな。そもそも、金なら俺から一五〇金貨を出すつもりだ」

　この一五〇金貨は、もちろん、この村からの報酬である一五〇金貨のことだ。

　隣では、フィーナが「ですよね～」と苦笑していた。こういうことは良くあるから慣れたものだ。

　その金額について、エリシアも察したようで、

「……それは、白はく銀ぎん竜りゆう退治の報酬か」

「さて？　報酬？　そんなものを受け取ったことなんてないね。強ごう奪だつはしたがな」

　それを聞いたエリシアは、本当に呆れたようにアッシュを見やると、急に「ふふっ」と笑えみを漏らして、

「ならば、契けい約やくは成立だ。私は、この村の防衛設備を整えるために、尽じん力りよくしよう」

「了りよう解かいだ。金は、今すぐ渡した方がいいか？」

「いや、必要ない」

「だったら、いつ渡したらいい？」

「だから、必要ないと言っている」

「は？　……まさか、受け取らない気か？」

「当然だ。ここの協会から奪うばった金など、勇者が使えるわけがない」

「……いや、おい、それは方便みたいなもので、実際は」

「解っている。だから、みなまで言うな」

　エリシアは、どこか嬉うれしそうに、

「今回の件に関して言えば、私は貴方に負けたのだ。負けた者が買った者から金銭を貰うなど、おかしいではないか」

　いやおかしいのはアンタの思考だ。

　とアッシュは言ってやりたかったが、

「おかしいのは貴方の頭ですよ」

　と、代わりにフィーナが言っていた。

「そうかもしれないな。だが、貴方たちも大たい概がいだ。……私には、無免許勇者などというふざけた真ま似ねは、絶対にできない」

「ふん――」アッシュは鼻で笑って、「ある意味、気が合うな。俺たちも、神に従うことしかできない正規勇者なんてモノには、いくら大金を詰まれたってなりたくないのさ」

　アッシュとフィーナ、そしてエリシアは、互いに不快そうな顔で見つめ合っていた。

　だが、誰ともなしに、ほぼ同時に表情を崩くずすと、

「じゃあな、愚ぐ直ちよくな正規勇者様。いつまでも神様の仰おおせのままに頑がん張ばるがいいさ」

「今回ばかりは見み逃のがしてやろう。罪深き無免許勇者よ。いつまでも、クリシュダ神の目を盗ぬすんでコソコソ活動を続けてゆけると思うなよ」

　そう言い合って、アッシュたちは揃って踵きびすを返した。

　これ以上の言葉は要いらない――互いに解っているのだ。

　無免許だからこそ助けられることがある――

　正規じゃないと助けられないものもある――

　この世界を救うには、どちらか一方だけじゃ上手うまくいかないのだろう。

　全知全能の神が創つくり出した、この歪んだ世界では。
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「アンタの強さを見込んで、頼みがある！」

　その客たちは、アッシュに出会うや否いなや、二人揃って土下座を始めた。

「金さえ払えば何でもしてくれると……しかもべらぼうな強さだと……。そんなアンタに、是ぜ非ひとも頼みたい仕事があるんだ！」

　パブレ村の外れにて。中年男が二人、はるかに年下であるアッシュの足あし下もとで床ゆかに張り付いている姿は、滑こつ稽けいを通とおり越こしてどこか不気味だ。

「とりあえず、話を聞くくらいならタダなんだ。楽にして、話してみろ」

　アッシュがそう言うと、男たちはようやく身体からだを起こして、改めて近くの瓦が礫れきに座すわった。

「今回、アンタにやってもらいたいのは、護衛の仕事だ」

「護衛ねぇ。普ふ通つうの護衛だったら、正規勇者が四銀貨くらいで受けてくれるが」

「正規勇者に頼めるなら苦労しない。ヤツらじゃ無理だから、こうして頼んでいるんだ。……虚無区に行きたいなんて、正規勇者に頼めるわけがない」

「……なるほどな」

　一いつ般ぱん人じんが虚無区に行くことは固く禁じられている。

　そもそもの話、虚無区は神の加護が届かない地域なのだから、そんな場所への護衛を、神の子たる正規勇者に依い頼らいできるわけがない。

　だが、無免許勇者ならそれが可能だ。

　もともと神の免めん許きよを無視しているのだから、今いま更さら、神の加護が有るか無いかなんて意味がない。

　こういう仕事にこそ、無免許勇者の存在意義はある……

　……だが、神の定めに従わなくとも、こちらにもこちらの規き範はんがある。

　こちらが相手を信用できるかどうかは、また別問題だ。

　虚無区に行くということは、自ら神の加護を外れようということになる。こんな発言をするだけでも、一般人にとっては神に対する裏切りだ。

　そんなことをあっさり言ってのけたこの男たちは、まっとうな遵じゆん法ぽう意識を持っている連中じゃない。

　アッシュが言えた義理ではないが。

「で、虚無区に行って何をするつもりなんだ？　自殺の手伝いをする気はないぞ」

　アッシュが皮肉を込めて言うと、男たちは顔を青ざめさせながら首を振ふって、

「お、俺おれたちだって死にたくないっ。……だけど、行かなくてもどうせ死んじまうんだ。だったら、呪いも覚かく悟ごで、行くだけ行った方がいい」

「どういう意味だ？」

「「…………」」

　男たちは揃って口をつぐんで視線を逸そらした。そして言いにくそうに、

「……詳くわしいことは、言えない。ただとにかく、この近くにある虚無区に――旧ティアーゴ市にある『祭さい壇だん址あと』って所に連れてってほしいだけなんだ」

　旧ティアーゴ市は、パブレ村と同じガレッサ州にある隣となり町まちにして、州都……だった。

　だが二年前、ティアーゴ市は魔物の群れに急きゆう襲しゆうされ、多数の魔物軍団に包囲され孤こ立りつし、そのまま滅ほろびを迎むかえると共に、地域全体が虚無区と化した。

　パブレ村の付近には大小複数の虚無区が存在している。

　このうち圧あつ倒とう的てきな広さを誇ほこる虚無区の中に、旧ティアーゴ市はある。

　ティアーゴ市は、ガレッサ州の州都として、かつては協会の州代表である大司教がいた。と同時に、祭事の中心として『祭さい壇だん』が置かれていた。

　それも今や、夢の址。

　神の居ない祭壇は完全に意味を無くし、廃はい墟きよだけが残されているという。

「その『祭壇址』まで行って、何か用事を済ませて、それで帰ってくる、と？」

「あぁそうだ。それも明日の明け方三時までに、その用事を済ませたい」

　タイムリミット付き――今からだと二〇時間といったところか。

　旧ティアーゴ市までは、片道二〇km程度。虚無区の中を突つっ切るにしても、時間的には余裕すらある。

「祭壇址に連れて行くのは、アンタら二人なのか？」

「あ、いや、えぇと……実は、三人なんだ」

「もう一人は？」

「……街には入りたくないからと、外で待っている」

「外で？」

　街の外には協会の力が及ばない。つまり、魔物の危険に晒さらされていることになる。

「だったら、続きはソイツも交えて、外で話した方が良さそうだな」

「あぁいや、その必要は無い」

　と、男たちは少し慌てたように言ってきて、

「俺たちが交こう渉しようをするよう言われているんだ。だから、ここですっぱり決めちまった方が、アイツのためにも良いってことだ。だから気にしないでくれ、なぁ」

　そう言って、男たちは、明らかに愛あい想そ笑わらいだと判わかる引き攣つった表情を見せてきた。

　この男たちは、間ま違ちがいなく虚無区になんて行きたくないのだ。つまり、その『三人目』こそが、今回の本当の依い頼らい者しやなのだ。

　だったら、その『三人目』の意図も汲くんで交渉すべきだ、とアッシュは考えた。仲ちゆう介かいしているこの男たちが、本当の依頼を捻ねじ曲まげたりしないように。

　さて、改めて依頼内容について検討してみるに。

　正直、アッシュにとって、虚無区に行くこと自体には何の問題もない。

　そこは正規勇者とは違うのだ。正式な手続きだとか呪いだとか、そんなものは無価値だ。

　護衛をすることも問題は無い。全体的な難易度としても、さほど高くはないだろう。

　ただ一つ、問題がありうるとすれば……

「今回の俺への報ほう酬しゆう額がくは、しめて一二〇金貨ウルムだ。もちろん払えるんだろうな？」

「ひゃ……一二〇!?　そんな大金は……」

「おいおい、虚無区に行くってことは、それなりの覚悟が必要だろう？」

「だ、だからって、そんな大金じゃあ……」

「だったら、幾いくらなら出せる」

「……せいぜい、五〇金貨」

　それを聞いてアッシュは男たちに背を向けた。

「諦あきらめて他を当たれ。虚無区を怖おそれず、しかも虚無区を無事に進むことができるくらいの能力者で、安く仕事を請うけ負おってくれる奴やつが、早く見つかるといいな」

「こ、これが限界なんだ！　俺たちにだって生活はある。これ以上は、もう……」

「あぁ、そうだな。もちろん、俺たちにだって生活はある」

「……あぁ、終わった。完全に終わった」

　男たちは揃っていきなり膝ひざから崩れ落おちた。そして顔を覆おおうように屈かがみこむと、

「俺たちは、このままだと死んじまう……殺されちまう運命なんだ。それを防ぐためには、もう今日中に祭壇址まで行かないといけない……うあぁぁ……」

　そんなふうに泣き声をあげながらも、真顔でチラチラとアッシュの顔を窺うかがってきている。

　酷い茶番劇だ。

　正直、アッシュはこの男たちを信用していない。話に嘘は無いように思えるが、言動のすべてが薄うすっぺらいのだ。

　もちろん、困っている人がいるからには、それを無視する気は無い。この契約は結ぶ。

　だが、こちらも単なる慈じ善ぜん事業で無免許勇者をしているわけではないのだ。

「なら、解った――」

　アッシュがそう言うと、途端に男たちは期待を込めた視線をアッシュに向けてきた。

「そこまで言うなら、五〇金貨で受けてやろう」

「ほ、本当か!?　よっしゃあ！」

「話は最後まで聞け――」

　浮うかれる男たちに、アッシュは諭さとすように話しかける。

「五〇金貨は、あくまで基本料金だ。お前ら三人を『祭壇址』まで無事に連れて行くことは約束しよう。だが、この金額で倒たおせる魔物の数に、制限を付けさせてもらう。……そうだな、魔物二〇〇体までだったら、この金額で倒してやろう」

「にぃ、二〇〇体もかぁ!?」

「だが、もし二〇〇体を超えたら、魔物一体につき二銀貨、追加料金が掛かかるようにする。一〇体で二〇銀貨、つまり一金貨。一〇〇体で一〇金貨……といった具合だ」

　男たちは、そこまで説明を聞くと、ボソボソと相談しながら、しばらく考え込んでいた。

「それは、場合によっちゃあ、上限無しにアンタが稼かせげるってことになるんじゃないか」

　……ほぉ、少しは頭が回るらしい。

　アッシュは思わず感心した。とはいえ、それくらいの反論は想定している。

「いいや。そうはならない。こちらとしても、無用な戦せん闘とうは避けたいんでな。必要以上に魔物を倒すことはないと約束しよう。具体的には、魔物を倒す必要があるかどうかについて、アンタたちの判断に委ゆだねることにする」

　こう提案しておけば、相手は、自分たちの意思で料金を決められることになる……というふうに錯さつ覚かくしてくれるはずだ。

「よし解った！　その額で依頼しよう」

　案の定、男たちは即そつ決けつでこちらの提案を了りよう承しようした。

　その内容に満足したのか、男たちはニヤリと楽しそうに笑みを浮かべながら、

「……さて、そうだそうだ。改めて、全員揃ってメンバー紹しよう介かいと行きたいんだ。少ししたら正門の前まで来てくれ」

　そう言って、そそくさと店を出て行った。

　やはり変な連中だ。信しん頼らいには値しない。

「アッシュってば、相変わらず、怪あやしいヒトには意地悪ですよね」

　物もの陰かげに隠かくれていたフィーナが、苦笑しながら顔を出してきた。

「心外だな。ウチは最初に説明した以上の額は絶対に取らない。すこぶる良心的だ」

「ただし、追加料金の計算の結果、とんでもない額になる可能性もある。しかも、その額の決定権は、相手にあるように見せて、実はこちらが握にぎったまま、と」

　極ごく悪あく商人も真っ青なのです。と、フィーナは呆れたように、だけど少し感心したように呟いていた。

　交渉時に、相手の人となりが良く判らないときには、アッシュは変動料金を提案するようにしている。そうすることで、事後的に相手を見定めつつ、好きなように料金を調整することができるようになるのだ。

「口だけなら何とでも言える。さすがに、あんな怪しい相手に、固定額の報酬で約束したくはないからな。良いヤツだと思ったら五〇金貨で済ませるようにするし、逆に悪いヤツだったら、まぁ一五〇金貨くらい要求したって罰ばちは当たらないだろ」

　魔ま物もの換かん算さんで、ざっと一〇〇〇体。

　アッシュにとっては、やろうと思えばできる範はん囲いだ。もし、あの男たちが本当に最低なヤツらだったら、幾らだって請せい求きゆうしてやる。

　最低なヤツが金を持ったって、それは最低なことにしか使わないのだから。
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　あの不ぶ躾しつけな男たちの連れとして紹介されたのは、あまりに場ば違ちがいに思えるほど上品な居住まいを見せる、ひとりの少女だった。

「ステラと申します。どうぞ、よろしくお願いいたしますわ」

　凛りんとした声。

　服装こそ、牧歌的な、この辺りの一いつ般ぱん的てきな民族衣い装しようを着ている。だが、まず目に付くのは、腰こしにも届きそうなほどの、風に揺ゆれる長い金きん髪ぱつ。一いつ切さいの乱れもなく、朝あさ陽ひを浴びて輝かがやいて見える。

　そして、その一つ一つの言動にも目が奪われる。ステラは自己紹しよう介かいをしながら、笑えみを浮かべ、スカートの裾すそを抓つまみ上げながら挨あい拶さつしてきたのだ。

　その穏やかな笑顔も、挨拶の所作も、自然に出てしまっている様子だった。

　付つけ焼やき刃ばなどではない、普ふ段だんからこういう所作をしているということだ。

　身分の違ちがい――それを如によ実じつに感じる。

　アッシュの隣となりでは、フィーナが目を瞠みはりながら、固まるようにステラのことを見つめていた。様子が、少しおかしい。

「フィーナ？」

「え？　あ……えぇと。まさか、このような感じで再会するとは思わなくて……」

「へぇ、知り合いなのか」

「違うのです。そうではないのです」

　フィーナは、どこか哀かなしげに視線を下げて、

「私が一方的に知っているだけなのですよ」

　そう言ったきり、顔を俯うつむけてしまった。

「どうかなさいましたか？」

　こちらの返事がなかったせいで、ステラが不安そうにアッシュたちを見やってきた。

　フィーナの様子は気になるが、ともあれ今は話を進めよう。

「あぁ、すまない。こいつは腹が減っているらしくてな」と、適当に言いい繕つくろった上で、「俺は、アシェロットだ。アッシュとでも呼んでくれ」

　アッシュが端たん的てきな自己紹介をすると、フィーナも少し慌てたように続いて、

「あ、私は、フィーナです。二人の関係は、見ての通り新しん婚こん夫ふう婦ふでぁいたい!?」

　普段どおりに腕うでに絡からみついてくるフィーナの額を軽くつついてやった。

「しがない助手だ。こき使ってやってくれ」

　アッシュが溜息交じりに訂てい正せいすると、ステラは少しキョトンとした後、

「はい。ご夫婦でご一緒に仕事をされていて、とても楽しそうですわね」

　と、悪意のない笑みを浮かべて言ってきた。

　違う……とアッシュは訂正したかったが、無む駄だ話ばなしで時間を取られるのは避さけたかった。

「俺たちも、名前はまだ教えてなかったな」

　と、男が言ってきた。

「俺はガリア。こっちはアルテガだ。……さぁ、準備は済んだか？　早く出発しようぜ」

　誰よりも、時間を取られたくないと感じているのは、彼かれらなのだろう。

　緊きん張ちよう、焦しよう燥そう、そして畏い怖ふ……。

　男たちは、タイムリミットを含ふくめた契約の履り行こうに、非常にこだわっている。

　単なる他人であるステラのためのはずなのに、あまりにも切せつ羽ぱ詰つまりすぎている。そもそも、この男たちが純じゆん粋すいにステラのためを思って契約をしているとは思えないのだ。

　そんな男たちの言動から、アッシュは一つ、思い当たることがあった。

《誓せい約やく》だ。

　誓約は、普通の約束とは違い、『神に誓ちかって』互たがいの履行を約束し合うことになる。

　それゆえ、履行の破は棄きは絶対に許されない――神に対する裏切りとなる。

　つまり、天てん罰ばつが下るのだ。

　これは、履行を諦めた場合や、履行者のせいで履行できなくなった場合はもとより、たとえば地じ震しんや魔ま物もの襲しゆう撃げきなどの不ふ可か抗こう力りよくによって達成できなくなった場合であっても同様だ――そもそも、天災や魔物襲撃さえも『神の意思』なのだから、そのせいで誓約を破ることになったとしても、それもまた神の意思に基もとづくものなのだ、という……。

　如何いかなる場合であっても、一度約したものを覆くつがえすことはできない――それが誓約だ。

　もし、この男たちとステラとの間で、虚無区の祭壇址まで行くことについて誓約を結んでいたのだとしたら、これまでの男たちの妙みような態度にも説明が付く。

　この誓約を破ったら死んでしまう――天罰が下ってしまう。だから、別の有力な者に便乗することで、自分たちの誓約も達成させようとしているのだろう。

　そんなこと、アッシュには理解しがたいことだった。

　誓約であろうとなかろうと、約束は守る。

　他人を裏切るようなことはしない。

　それだけのことなのに。

「あ、あの……」

　ステラが不安そうにアッシュの顔を覗のぞき込んできていた。案外近い。

「もし、無理に虚無区へ行こうというのでしたら、どうぞご無理はなさらずに」

「無理なんてする気はない。俺は、俺のできることをやるだけだ」

「そう、ですの？」

「あぁ」

　アッシュは明確に頷いて、

「俺たちが必ず目的地まで届けてやる。アンタは、安心して付いて来ればいい」

「はいっ」

　ステラは、本当に嬉しそうに、笑顔を弾はじけさせた。

　その次の瞬しゆん間かん――本当に一瞬のこと――

　突とつ如じよステラの足下から光の紋もん様ようが現れ、アッシュたちを取り囲むように展開した。

　そして、陣じんを描えがいていた光が解ほどけて帯状となり、それぞれの身体の中に溶とけ込んだ。

　……間違いない、誓約の陣だ！

　だが、誓約には厳重な手順が必須のはず……

　それは、術式の込められた紋様が描かれている特殊な部屋の中で、神に祈いのりを捧げながら、神への誓いを示して初めて、誓約としての強固な効果が生じるはずなのだ。

　なのにコレは、事前準備もない、完全なる口約束だ。

　それをステラは――ただの約束でさえも――誓約にまで昇しよう華かしてしまう……。

　いったいどういうつもりなのか。アッシュはステラに確かく認にんすべく、向き直った。

「アッシュさん、ありがとうございます。その言葉を聞けただけでも、私はとても心強いですわ」

　ステラは、相変わらず屈くつ託たくのない笑顔を見せて、そう言ってきた。

　……誓約に、自分では気付いていないのか？

　もしこれが演技なのだとしたら、余よ程ほどの悪女だ。

　恐おそらく、『無意識的に、口約束でさえも勝手に誓約になってしまう』という聖せい魔ま術じゆつ……。

　事情を知らない人間からしたら、まるで罠わなだ。

　きっと男たちは、この罠に嵌はまったからこそ、アッシュに助けを求めてきたのだろう。自分たちが『虚無区に連れて行ってやる』と約した手前、何とかして虚無区に連れて行く手段がほしかったと。だから、その任務を丸ごとアッシュに背負わせてしまうことで、ひいては自分たちの任務も成功させようという……。

　今、正にその男たちは、したり顔でアッシュのことを見やっていた。『同類が増えた』とでも思っているんだろう。

「あ、あぁぁぁぁ～～っ!?」

　ふいにフィーナが、風邪かぜを引いたカラスのような声で鳴いた。

「ど、どうした？」

　さすがのアッシュも戸と惑まどいで声が震ふるえていた。

「ステラちゃん……どこかで聞いたことのある名前、どこかで見たことのある顔だと思っていたのですが……思い出したのですよ！」

「は？　お前、さっき『一方的に知っている』って言ってただろ。今さら何を……」

「それはこの子の正体についての話なのですよ。話がまったく違うのです」

　フィーナはそう言うと、アッシュが追つい及きゆうする間もなくステラに向かい直して、

「あなたのお名前は、ステラグラム・デ・ポルティベリカ……様。ポルティベリカ王国のお姫様……なのですよね？」

　ステラは、フィーナの奇き妙みような態度にも変な顔一つせず、それどころか笑顔を絶やさずに、

「はい」

　と、ちょっと照れたように、小さく頷いた。
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　虚きよ無む区くが間近に迫せまる、森の中。

　そこでアッシュたちは、虚無区へ向かう前の最終確認をしていた。

「私は、『布教』をしたいのです」

　ステラは真しん剣けんに、だけどどこか嬉しそうに、この旅の目的を語ってくれた。

　これは、聞く人が聞いたら不敬罪にも問われかねない問題発言なのだ。

　身なりと口調に相反して、この姫ひめ様さまは、かなりのじゃじゃ馬らしい。

　布教とは、別に、人々に対してクリシュダの教義を広めていくことを意味するわけではない。そもそもクリシュダ神に関する話は疑うことなき『事実』なのだから、それを広めることは『布教』ではなく単なる『基き礎そ教育』に過ぎない、ということになる。

　布教とは、すなわち、虚無区の開放・復活だ。

　神の加護が存在しないという退たい廃はいした土地――虚無区。そこにクリシュダの加護をもたらすことを、布教という。

　そんなことができるのかと言われると、できなくはない、という答えになる。

　当然ながら、布教は高度な神的能力が必要となる重大な行こう為いだ。そのため、協会関係者の中でもごく一部のみ――聖皇にしかできないとされている。

　つまり、王族であるステラ姫は、布教に関しては部外者であり、無権限なのだ。

　完全なる背神行為。そこに正規勇者の出る幕は無い。つまり、無む免めん許きよ勇者の出番なのだが……。

「布教をしたいって言うのは構わないが、そもそも、能力的にはできるのか？」

　布教には、特とく殊しゆな儀ぎ式しきを執とり行おこなう必要があると聞く。アッシュも詳しくは知らないのだが、その確認も込めて聞くと、ステラは申し訳なさそうに、

「何をすれば良いかは、おおよそ解わかります。ただ、私がそれをして効果があるのかということに関しましては……。あの、私のお母様は元神官なのですが……いかがでしょう」

　そう聞き返されても、神学はアッシュの専門外だ。こちとら勇者養成所中退なのだ。

　そこでフィーナに返答を促うながしてみたが、フィーナにも判らないようだった。

　フィーナにも判らない――それは言い換かえれば、今この世界に生きている協会関係者の全知識を以もつてしても、ステラが布教を成功できるか否かは判らない、ということだ。

　要するに……

「可能性は〇ゼロではないな」

　アッシュが皮肉交じりに言い捨てると、

「そうですよね！　やはり希望はあるのですわ」

　とステラが喜んでしまった。

　……しまった。苦手なタイプだ。

　常に皮肉を考えているようなアッシュにとって、こうして天然で純じゆん朴ぼくな受け答えをしてくる相手は、どうも苦手だった。

　現に今も、『可能性は限りなく低い』というつもりで言った言葉が、『可能性はあるから自信を持て』という風に捉とらえられてしまったのだから。

　すると、ここで何を思ったのか、フィーナも一緒になって、

「アッシュがいれば大だい丈じよう夫ぶなのですよ」

　などと意味不明のことを自信満々に言い放った。

「何なにを隠そうこの私も、生存可能性が限りなく〇ゼロだった状じよう況きようから、こうしてアッシュに助けてもらったのですから。今ではこうして、元気いっぱいなのですよ」

「なるほど」

　……なるほどじゃない。

「それが、私とアッシュとの運命的な出会いだったのです」

「まぁ、興味深いですわ！」

　ステラの目が輝き出す。心なしか、息遣いも強まっていた。

「アッシュはいつも、『俺がお前を助けたのは偶ぐう然ぜんだ。単なる偶然で、一番最初にあの場所に着いたに過ぎない』と言うのですけど、それはちょっと違うと思うのです」

「と、おっしゃいますと？」

「実際、一番に助けに来てくれたのはアッシュだったのですから。一番は他には居ないのです。そのときから、私はもう、アッシュを好きになるしかなかったのですよ」

「わあぁ～素す敵てきですわぁ。……私も、そんな恋こいができますでしょうか」

「ステラちゃん、確か一五歳さいですよね。でしたらまだまだこれからですよ。もし恋しちゃったら、私にこっそり教えてください。応おう援えんしちゃうのですよ」

「はい、是非お願いしますわ」

　ふと気付けば、少女二人が無関係な話で盛り上がっていた。

　勝手にしろ……と呆れて見ているアッシュの視界で、光が閃ひらめいた。ふいにステラの足下から例の誓約の陣が現れ、ステラとフィーナを誓約で結び付けていたのだ。

　それに気付いたフィーナが「あ」と声を漏もらして、困り顔でアッシュを見つめてきたが、もう遅おそい。フィーナは、『ステラと一緒に恋の話をしなければならない』という誓約に囚とらわれてしまっていた。

　……アホか。ここまで来ると、もはやギャグだ。

　アッシュは聞こえよがしに溜息をつくと、軌き道どう修正も兼かねて話を振った。

「なぁ、姫さん……」

「いいえ、『ステラ』とお呼びくださいませ。私はただの依頼者でございますから」

「だったら、ステラ」

「はいっ」

　名前を呼んだだけで、弾けるように笑ってきた。何がそこまで楽しいのやら……。

「なぜ、王族でありながら布教をしようとする？　これからの行動、あらゆるものが禁きん忌きを犯おかすことになる。そこまでして、ステラがやる必要はあるのか」

「大事なことは、『私がやりたいと思ったから』ですわ」

　ステラは澱よどみなく断言する。

「確かに、私以外の『正規』の方々が布教を行えば、それは滞とどこおりなく、それこそ正しく行うことができるはずです。ですが、『正規』の方々にも限界がございます。どうしても手が回らないこともありますでしょう。そんなとき、私ができるのならばやってみたいと、そう思ったのですわ」

「……なるほどな」

　それは、どことなく自分の行動原理にも似ているものだった。

　ただ、正規でない人間が正規の真ま似ね事ごとをするには、正規以上の力が無いと務まらないことも多いのだが……。

「……という、それは建前なのですが」

　と、ステラは言葉を続けていた。

「もっと個人的な理由が、ここにはあるのですわ」

　そう言うと、ステラは、ある方角をジッと見つめた。

　それは、目的地となる虚無区が広がる東の大地。

「ティアーゴ市は、私が両親と一いつ緒しよに行くことができた、最初で最後の家族旅行の場所なのです」

　その言葉に、面々は掛ける言葉を失っていた。

「元々、私の身体は病弱でしたし、両親も、知っての通り忙いそがしい人たちです。そんな中で、私の体調にも公務の日程にも何とか余よ裕ゆうができて……本当に楽しかったですわ」

　ステラの表情は、笑顔。

　だがそれは、既すでにそこには無いものを思っている笑顔で……。

　とても、物もの憂うげなものだった。

「『またいつか、行きましょうね』……皆みんなで約束をしていたのに、私は体調を崩してしまって、そして両親も忙しくなってしまって……そしてその間に、あの街は魔ま物ものに……」

　ティアーゴ市が魔物の群れに襲おそわれたのは、二年前。

　大量の魔物に完全包囲されてしまった街は、孤こ立りつ無む援えんの兵ひよう糧ろう攻ぜめに遭い、そのまま数すうヶか月げつ間の苦しみと共に、滅んでいった。

　そして、地域の基き盤ばんとして存在していた協会が陥かん落らくしてしまったことで、その地はついに、虚無区となってしまった。

「今、両親は忙しいままですが、私の体調は大丈夫になりました。クリシュダ様の祝福を受け、私は今、改めて元気な身体を授さずかることができたのですわ――」

　独特な言い回しで、自分の復活を喜ぶステラ。

「と言っても、ほんの三日間限定の外出なのですが……それでも、その間は何をしても大丈夫だとお墨すみ付つきを戴いただいておりますの。ですから私は、この三日間で――残りはあと一日もないのですが、あの街を布教によって取とり戻もどしたいのですわ！」

　そう言って振り向むいたステラの視線は、固い決意に――揺るぎない覚悟に満ちていた。

「ス、ステラぢゃぁ～ん……」

　フィーナは涙なみだと鼻水を流しながらステラに抱だきついていた。

「頑張りましょう！　絶対に、布教を成功させるのです！」

「はい。私、頑張りますわ！」

　ステラは穏おだやかに微笑ほほえんで、胸に抱きついてきたフィーナの頭を撫なでていた。

　いつになく、フィーナは感情的になっているように思う。

　ステラは一五歳、フィーナは一七歳。そんな歳としの近いステラと触ふれ合あうことで、より強い共感を覚えているのかもしれない。

　……あるいは、もう一つの共通点に依よるものか。

　死の淵ふちから蘇よみがえってきたという、稀け有うな経験……。

　ステラは一七歳を優やさしくあやしながら、小動物のような瞳ひとみをアッシュに向けてくる。

「あの、アッシュさんは、こんな私に付き合ってくださいますか？　私の、我わが儘ままに」

　そんなことを聞いてくる依い頼らい主ぬしに、アッシュは肩かたをすくめて見せて、

「そういう契けい約やくだからな」

「契約……そうですわ」

　ふと、ステラは何かに気付いたように、

「報ほう酬しゆうの件に、不足はございませんでしたか？　私も急ぎで出発したため、持ち合わせが一五〇金貨ほどしかなかったもので、それをお支し払はらいするように約束しておりますが」

　……ほう。

　ステラからガリアたちへは一五〇金貨……その一方、ガリアからアッシュたちへは五〇金貨が限度だと聞かされた……

　その差額は、一体どこへ消えていくんだろうなぁ？

　アッシュは、ステラに対して「気にすんな。問題ない」と返すと共に、すぐさま視線を、少し離はなれた位置に居るガリアとアルテガに向けた。

　こちらの会話は、二人には届いていないようだった。ガリアたちは、アッシュの視線を受けると、不快そうに視線を逸らした。

「本当に大丈夫なのですか？　後払いでよろしければ私は……」

　尚なおも聞いてくるステラに、アッシュは苦く笑しようしながら、

「大丈夫だ。ちゃんと必要とあらば、支払うべきときに支払うべき額を支払ってもらう。ステラが必要以上に負担する必要は無いのさ」




４




　白と黒と灰色――

　無む彩さい色しよくの森の中で、ガリアとアルテガの顔は、真っ青に血の気が引いていた。

　虚無区に潜ひそむ魔物たちの激しい襲しゆう撃げきに……

　ではなく。

　そんな襲撃を難なく退けていく、無免許勇者の快かい進しん撃げきに。

　一〇や二〇は一瞬のこと。今や五〇は優に超こえ、もうじき一〇〇にも迫る勢いだった。

　ガリアもアルテガも、高を括くくっていたのだ。

『魔物二〇〇体までは基本料金に含まれる』――そんなに倒せるわけがないじゃないかと。

　だがこのままでは、ステラを騙だまして受け取れる一五〇金貨相当など、すぐ越こえてしまう。

　……こんなつもりじゃなかった。楽に稼げると思って、奴に付き合っただけなのに。

　そもそも彼らは本来、男三人組だった。

　だが、リーダー的存在だった男――マシャは、一五〇金貨をポンと出す姫を見て、更さらに利益に目が眩くらんで『ステラ誘ゆう拐かい作戦』を計画した上、実際に着手してしまったのだ。

　まさか、自分たちが誓約に囚われていただなんて、思いもしなかったから……

　今マシャは、誓せい約やく違い反はんの天罰による内臓疾しつ患かんにより、穴という穴から出血と排はい泄せつを繰くり返かえしながら壮そう絶ぜつに悶もだえ苦しんでいる。もはや人間としての尊厳など見失うほどの、悶もん絶ぜつだ。

　……あんな目には、絶対に遭あいたくない！

　ガリアとアルテガは、その時は見張りをしていただけだったとはいえ、それでも全身が激痛に襲われた。

　とはいえ、すぐそこに一五〇金貨がある。それをみすみす諦めるつもりも無かった。

　そんなときに、めっぽう強い無免許勇者の噂うわさを耳にしたのだ。

　コレは使える、とガリアは考えた。

　強い無免許勇者を巻き込むことで、誓約を成じよう就じゆさせられるかもしれない、と。

　お陰かげで、改めて誓約に従う行動をとったことで、激痛も無くなった。

　このまま上手うまくいけば、大金も手に入る……そう思っていたのに。

　コレは大きな誤算だ……いや、まだ何とかなる。

　ガリアはガリアなりに知ち恵えを絞しぼった。

「お、俺たちは、この魔物たちを『倒す必要がある』なんて言った覚えは無いぞ！」

　アッシュとの契約内容には、こうあるのだ。

『魔物を倒す必要があるかどうかは、ガリアたちの判断による』と。

　だからこれまでの戦闘は、アッシュが勝手に必要性を判断して、勝手に倒してしまった――つまり無料なのだ！

　ガリアは、自分の頭脳の明めい晰せきさに戦せん慄りつし、思わず笑えみが漏れそうだった。

「心配するな。それくらい解っているさ」

　アッシュは笑顔で返事してきた。思わずガリアは、ポカンとアッシュを見つめていた。

「もし『倒す必要がある』場合には、早めに言ってくれよ。間に合わなかったら意味が無いんだからな」

　アッシュはそう言いながら、ステラとフィーナと共に、先へと進んで行ってしまった。

　灰色の髪かみと瞳が、虚無区の森に紛まぎれ込み、薄うす気き味み悪わるい……。

「お～い、あんまり離れると、魔物に囲まれるぞ？」

　アッシュに声を掛けられ、ガリアはようやく我に返った。

　そして、慌あわててアッシュたちの後を追った。

　……コイツは、バカなのか？

　ガリアはアッシュの態度を怪しみながらも、いったい何がしたいのか理解できなかった。

　理解できていなかったのだ。




　旧ティアーゴ市は、自然豊かな高原の中、静かな湖こ畔はんに広がる街……だった。

　レンガ造りの壁かべが所々に散在している。かつては街全体を囲っていたものだろう。だが、今となっては殆ほとんどが崩くずれ落ちてしまっていた。まるでそれを修復するかのように、鬱うつ蒼そうと茂しげる草木が壁を覆っていた。

　とても綺き麗れいな街並みだった。

　……無彩色でなければ、より一層。

　アッシュは、そんな皮肉を思わずにはいられなかった。

　この景色を見つめるステラは、何を思うのだろう。

　ステラは、フィーナと手を繋つなぎながら、まっすぐティアーゴの街並みを見つめていた。

　その瞳には、うっすらと涙も見える。かつての記き憶おくにある『人の街』を、思い出しているのかもしれない。

　だが、現在ここは虚無区なのだ――

『魔物の街』なのだ。

　そこに色は無い。

　それどころか、こうして目にしている綺麗な景色の中にも、大量の魔物が潜んでいる。

　たとえば、街壁を侵しん蝕しよくするように生える木々……。

　たった二年放置されただけで、あれほどの巨きよ木ぼくが育つわけがない。つまりあの木々は、植物型の魔物なのだ。

　また、鏡のように街や空を映し出している、この湖……

　ステラの髪が舞まうほどの風が吹ふく中で、この湖は、鏡のようにまっさらな状態で、街や空を映し出している。

　これは、湖の中に、水のような身体を持つ巨大な魔物が潜んでいることを意味している。

　すなわち、『レイクスライム』が、その巨体を湖の水と融ゆう合ごうさせているのだ。

　スライム型の魔物は、光るモノを仲間と認にん識しきして飛とび掛かり、同化しようとする性質がある。そのため、少なくとも、ここを通り過ぎる間は、聖導鋼ミスリルなど金属製の武具を取り出すことも控ひかえるべきだろう。

　ともあれ。

　あの壁を越えれば、旧ティアーゴ市――祭さい壇だん址あとがある。

　皆の足取りが――とりわけステラの足取りが軽快になっていた。

　これまでフィーナに引っ張られるように、ずっと手を繋ぎ合って歩いていた二人だったが、今度はステラが先を歩き出した。

　まるで姉妹だ。

　思わず、アッシュも表情が綻ほころんでいた。

　だが次の瞬間――

「ア、アッシュさん！　助けてくれ！」

　フィーナの懐ふところから、男の声が響ひびき渡わたった――念ねん符ふ通信が繋がったのだ。

「その声は、パブレ村の村長さんですね！」

　フィーナがすかさず返事を返す。だが、こちらの声が聞こえたかどうか怪しいほどに、念符の向こうは悲鳴や破は砕さい音などで混乱している様子だった。

「は、早くっ！　魔物が集団で襲ってきているんだ！」

　……どういうことだ？

「勇者は、聖遺物セイクリムは、村を守っているんじゃないのかっ？」

　ふと、門番勇者パラスとエリシアの顔が浮かぶ。ただ、エリシアは別の重要な仕事もあるため既に村を後にしていた。それでも、パラス以外にも勇者は居るし、曲がりなりにも別の聖遺物が結界を保っていたはずだ。

「うちの勇者は、前の、白はく銀ぎん竜りゆうの件で聴ちよう取しゆを受けるとかで、みな王都に連れてかれてしまったんだ！　聖遺物も、証しよう拠ことか言って全部持っていかれた……。その代わりに派は遣けんされて来た勇者たちは、逃にげちまったんだよっ！」

「……なん、だと？」

　あまりに想定外のことが重なっているため、アッシュも絶句しかけた。

　村の駐ちゆう在ざい勇者が連行され、聖遺物も没ぼつ収しゆう、そして代わりに派遣された勇者は役立たず。

　そこには一筋の意図を感じずには居られない。まるで、パブレ村に滅ほろんで欲ほしいと願っているかのような……。

「お願いだ！　報酬は払はらう！　幾いくらでも払う！　だからどうか……どうかお助けをぉ！」

　会話を続けている最中も、通信の向こう側からは悲鳴が幾いく重えにも聞こえてきた。

　今は、村を出発してから六時間ほど経過している。少なくとも、同じ時間を掛かけて戻り、村を救って、そして同じ時間を掛けて戻ってきたら、ステラの依い頼らいはタイムアウトだ。

「早く行ってくださいませ、アッシュさん」

　アッシュが何も言い出さないうちに、背後からステラが言ってきた。

「私の件は、後で大丈夫ですから」

　アッシュが振ふり返ると、ステラは慌てたように背中を向けて、

「私の我が儘と、民の平和。どちらを優先すべきかなど、考えるまでもありませんもの。私との契約は、解消いたしますわ」

　ステラの声は、震えていた。明らかに、その表情は苦く悩のうに溢あふれていることだろう。

「生あい憎にくだが、俺おれとステラとの間の契約は《誓約》になっているんでね。そう易やす々やすと……」

「解っておりますわ」

　ステラは、アッシュの言葉を遮さえぎるように、

「私の特異能力のせいで、いったい、どれほどの人々を束そく縛ばくしてきてしまったのでしょう。元より、この《誓約》が達成困難となったならば、自ら破棄するつもりでいました」

「……つまり、違い約やくの天罰を、自分が受けるつもりか」

　誓約を破れば天罰が下る。逆に、誓約を破られた側は無事で済む。

　だが、それは言い換えれば、アッシュとフィーナ、そしてマシャ・ガリア・アルテガの五人分の罰が、すべてステラの身に降りかかるということだ。

「私は、この国の姫でございますもの。国民に迷めい惑わくをかけては、示しが付きませんわ」

　ステラは、どこまでも姫として、自らの決断を曲げないつもりなのだろう。

　だが、だとしたら……

「なぁ、姫が民を救うと言うのなら、その姫は、いったい誰だれが救ってやればいい？」

「え？　……それは、一国の姫が、誰かに救ってもらおうなどと甘あまいことは……」

「違う。アンタを救う奴やつは、ちゃんといる――」

　アッシュは否定する。自分勝手に我が儘放題で事を進める姫にも伝わるように。




「勇者おれが救うんだよ」




　アッシュは、少しだけ怒ど気きが漏れてしまった声で、

「俺だったら、パブレ村もステラも両方救える。だから、まずは今からパブレ村に……」

「そいつは無理だ――」

　突とつ然ぜん、ガリアがアッシュの言葉を遮った。

「まずは姫さんの依頼を終わらせろ。でないと俺たちが死んじまうじゃないか、なぁ」

　そう言って、ガリアはナイフの刃はを光らせた。

　その鋭えい利りな刃は、フィーナの喉のどに突つきつけられている。

「……捕つかまっちゃった」

　フィーナが申し訳なさそうに呟つぶやいた。

「あぁ、気にすんな――」

　アッシュは本心からそう言った。

「こんな茶番、すぐに終わるさ」

「あん？　何がだ？　……おぉ？」

　ふいに地じ響ひびきが起こった。

　立っていられないほどの揺れに襲われたかと思うと、湖面が激しい勢いで盛り上がった……いや、水面ではない。水面のように見える物体が、湖の中から突如出現してきたのだ。

　レイクスライムの群れが現れた。

　レイクスライムたちは、高さ一〇ｍを優に超える身体を波立てながら、変形していった。まるで塔とうのように身体を盛り上げていったレイクスライムたちは、そのまま、ある一点を狙ねらって一気に降り注いだ。

　それは、ガリアの持っていたナイフ。

　光ひかり輝かがやくナイフを味方と勘かん違ちがいしたスライムは、それと合体するべく突とつ撃げきしたのだ。

　このままではフィーナも巻き込まれる！　アッシュは地面を一ひと蹴けりして一瞬でガリアとの距きよ離りを詰つめると、あっさりフィーナを奪うばい返し、そのままガリアから距離をとった。

　アッシュが本気を出せば、コレくらいは容易にできる。一いつ般ぱん人じんなど歯し牙がにもかけない。だから、フィーナは何も気にしなくていいのだ。

「え、あ、あぁ……」

　ガリアが気づいたときには、もう遅い。

　ガリアはそのまま、アルテガもろともスライムに呑み込まれてしまった。

　スライムの体内は、消化液に満たされている。だが、レイクスライムの消化液は途と轍てつもなく弱い。巨きよ大だい化かするあまり、その威い力りよくすらも薄うすまってしまったのだ。

　人間にとってはほぼ無害。それどころか、酸素が大量に溶け込んでいるため、ヒトの肺に体液が流れ込むと、そのまま呼吸ができてしまうという、非常に便利な物質なのだ。

　体内からは絶対に脱だつ出しゆつできないという難点を除いては、まったく害が無い魔物だ。

　だが、ちょうどいい。しばらくそこで頭を冷やしておけ。

　ようやく静かになったところで、アッシュは改めてフィーナとステラに言ってのけた。

「パブレ村もステラも、絶対に両方とも救ってみせる。勇者ってのは、そういうもんだ」
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　今回の任務、速度が全すべてに優先される。

　最短距離を！　真まっ直すぐに！　突き進すすむ！

　その行く手を阻はばむように、魔物の群れが溢れ返っていた。

　だが、先を急いでいるアッシュの前では、それらは全て、ただのゴミだ。

　邪じや魔まなだけであって脅きよう威いではない。

　結果として、アッシュたちは一時間足らずでパブレ村まで戻ってきた。

　街の外側は、かつての姿を思おもい浮うかべるのが困難なほどに破は壊かいされていた。

　そこにはヒトの姿はなく、様々な姿形をした魔ま物ものばかりが、街を闊かつ歩ぽしていた。

　この状況……はたして皆は無事なのか。

　ある程度の覚かく悟ごを持って、アッシュたちは魔物を駆く逐ちくしながら協会の方へと駆かけ出だした。




　無事――といえば無事なのだろう。

　村を襲っていた魔物の群れを殲せん滅めつして、改めて協会を訪おとずれたアッシュたち。その辺りは、村に残っていた神官たちが必死になって結界を張ったため、襲われずに済んでいたのだ。

　パブレの村人たちは皆、そんな協会周辺に折り重なるようにして集まっていた。

　窮きゆう屈くつなどと言うレベルではない。女子供を中心に集め、男が囲い、一番外側には老人たちが……。いざとなったら自分たちが襲われることを覚悟して、壁として立ち並んでいた。

　それでも今回、死者が〇ゼロだったことについては、安あん堵どの溜ため息いきが漏れていた。

「コレを使えば、少しは魔物の侵しん攻こうを防げるはずだ」

　アッシュは念のため、フィーナ特製の聖水を渡しておくことにした。

　なお、村人にはコレを『聖水』と称しようして渡したが、実際は、禁忌に触れている魔薬だ。

　その材料については、製法を聞こうとするたびフィーナが顔を真っ赤にして「そ、そんなこと、言えるわけないのですよぅ……」と拒きよ否ひされるため、アッシュも知らない。

　だが、その効果は確実だ。

「ありがとう！　何から何まで本当に……。あの、他の仕事の邪魔になったりは……」

「変なことを気にするな。何も問題ないさ。俺は俺にできることしかやらないしな」

　アッシュは即そく答とうした。詳しよう細さいについては語らないよう注意しつつ。

　もし、ここでステラの話が出てしまったら、場が混乱すること必至なのだ。それもあって、ステラ姫には村の外で待ってもらっている。

　特に、ここの村が『ステラの依頼を邪魔してまで助けてもらった村』ということになってしまっては、最悪なのだ。

「最近は、悪いことばかり続いてやがるよ……」

　村長は、力無く呟いた。

　確かに、白銀竜に喰くわれたり、無数の魔物の群れに襲われて職場を失ったり……。

　そう思っていると、村長はまた別の『悪いこと』を告げてきた。




「ステラ姫様まで、二日前に亡くなってしまったというのに……」




　村からの戻りの道は、どこをどう進んだのかすら覚えていなかった。

　今や、アッシュたちの行く手を阻むものは、全て敵だ。

　魔物はもちろん、ただの木も、岩も、外がい壁へきも、行く手を塞ふさぐ物は全て破壊した。

　いっそ、下らない手間を取らせてきたガリアとアルテガも、敵として排はい除じよしてしまいたかった。だが、あれらもまた、アッシュにとっては、救わなければならない存在なのだ。

「ステラの目的のために犠ぎ牲せいが出た」などと言われないようにするためにも。

　湖の所まで戻ると、そこではまだ、スライムがのんびりと巨体を波打たせていた。

　その体内では、ガリアとアルテガがたゆたっている。肺の中がスライムで満たされているせいだろう、その表情はとても不快そうだが、命に別状はなさそうだ。

　アッシュは、「ちょっと失礼」とスライムの腹の一部を切開して、そこからガリアとアルテガを引っ張り出した。

「ゲエェ！　う、おぉぉ……」「ゲボッ！　……ゴホッゴホッ」

　気持ち悪そうに地面に這はいつくばり、スライムの体液を吐はき出す二人。

　アッシュはその傍そばに立ち、二人を見下ろしながら、

「さて。これからの契約について、ちょっと話をしようか」

　と、満面の笑みを見せた。

「て、てめぇ、何を言って……!?」

　この状況でもまだ威い勢せいよく怒ど鳴なろうとしていたガリアだったが、改めて、この状況を見て絶句していた。

　レイクスライムは、アッシュの攻こう撃げきを受けて分ぶん裂れつしていた。アッシュたちは、無数のスライムが潜む湖の、まさに中央に立っていたのだ。見み渡わたす限りのスライムたちが、物もの珍めずらしそうにアッシュたちに近寄ってきている。

「ヒッ!?　く、来るな！」

　アルテガが咄とつ嗟さにナイフを振りかざした。途と端たん、スライムたちが色めきたってアルテガたちに飛び掛かっていった。

「ば、バカ！　ナイフをしまえ！」

　とガリアが叫さけぶ頃ころには、もう遅い。スライムたちがガリアたちに寄よって集たかっていく。小さくなったスライムの消化液は濃のう度どが増し、今度は容よう赦しやなく身体を痛めつけていく。

「た、助けろぅぐぁっ！　は、早くしろぉ！」

　アッシュに対して怒鳴りつけてくるガリアに対して、アッシュは言う。

「つまりコレは『倒たおす必要がある』魔物なんだな？　契約上、数に数えて良いんだな？」

　その言葉に、二人の顔は苦痛と、そして悲ひ哀あいに崩れた。そんな顔を見合わせた二人は、

「も、もちろんだ！」「数えて構わない！　だから！」

「なるほど、判った。……だが、う～ん」

「今度は何だぁ!?」

　ガリアが悲鳴のように叫んでいた。

「スライムは、下手に攻撃すると分裂するだろ、こんな風に」

　アッシュが適当な武器でスライムを刺さすと、破は裂れつするように数体のスライムが発生した。

「ひぇぁ!?　何しやがりゃひぃ!?」

　悲鳴を上げながら飛び退のくガリアとアルテガは、スライムを付けながら飛び退いた先でスライムとぶつかってしまった。スライム同士の衝しよう突とつが、更に分裂を呼び起こす。

「あぁ、また増えた。……さて、どうしよう？　いったい、何体くらいいるんだ？　困ったなぁ、数えられないかもなぁ」

　敢あえてゆっくりとした口調で、すっとぼけるように言うアッシュ。

「何体でも！　何体でも構わないから、だから早く！　早く助けてくれぇ！」

　その言葉に、アッシュはこれ以上ない不敵な笑みを浮かべて、頷うなずいた。

「交こう渉しよう、成立だ」




６




　その日は、満天の星が輝いていた。

　新月の夜。それでも大地が明るく照らされるほどに、煌きらめく星々。
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　旧ティアーゴ市の祭壇址は、屋根に大穴が空あき、壁も大きく崩れてしまっていた。

　舞ぶ台たいとなるべき場所も、敷しき石いしが所々剥はがれてしまっている。

　多くの人は、ここを『終わった場所』と見るかもしれない。

　だが、少なくともここに立つ三人は――アッシュとフィーナとステラは、ここを『始まりの場所』だと言うだろう。

　そして今後は、すべての人にとっても、ここが始まりの――そして再生の場所とならんことを。

　その想おもいを一身に受けて、今、この舞台に主役が立つ。

　星の光が降り注がれ、主役を盛り立てる。

「はぁ～、すごく綺麗なのですよぉ」

　フィーナの溜息交じりの感想に、ステラは照れたようにはにかんだ。

「今、私がここに立てているのは、すべて、皆みな様さまのお陰ですわ」

　ステラが語り始める。

「世間知らずの私のせいで……私の我が儘のせいで、いろいろ周囲の方々に迷惑を掛けてしまっていたことは、存じ上げております。それでも私は、ここに立ちたかった。何としてでも、ここで布教を果たしたかった……」

　想いの強さが、ステラの瞳を潤うるませる。

「ここに辿たどり着つくまでの道を切り開いてくださった、アッシュさん――

　浅はかな知識しかなかった私に儀ぎ式しきの詳細を教えてくださった、フィーナさん――

　そして、そんなお二人に巡めぐり会あわせてくれた、ガリアさんたち――

　誰だれ一人ひとりとして、欠いてはいけない。皆様がいてくださったからこそ、私は、ここで願いを果たせるのですわ」

　その言葉に、フィーナは照れて恐きよう縮しゆくしていた。

　ここは、もっと胸を張って良いんだけどなぁ。

　というのも、ステラは王族であることもあって、協会の領分である布教についての知識が、どうしても足りていなかった。舞まいを奉ほう納のうするということは知っていた。だが、どの舞を奉納すればよいのかが、解わからなかったのだ。

　それを補ったのが、フィーナだった。

　フィーナは、前職の知識を披ひ露ろうしつつ、この祭壇址に刻まれていた古代文字を解読した。

　奉納すべきは、『星の舞』――その名を聞いて、ステラは思い至るものがあったようだ。

　それは、神官であった母親が、いつも娘むすめに教えてくれていたもの。

　家族の思い出となっている、舞だった。

　ステラは、満天の星を背にして、壇だん上じように立つ。

　そして、舞が始まった。





　――夜の　星を　数えましょう

　　　見渡す　限りの　星を

　　　空に　溢れる　光の　数は

　　　大地に　溢れる　思い出と　共に

　　　夜の　星を　数えましょう

　　　穏やかな　眠ねむりと　共に――






　ステラの、少しつたない、だけど一いつ生しよう懸けん命めいな歌と共に。

　華か麗れいな舞が、奉納される……

「っ!?」

　ステラの身体がよろめいた。それでも、何とか堪こらえて、舞を続ける。

　あと少し……あと少しなんだ。

　アッシュは拳こぶしを強く握にぎり締しめていた。その拳を、フィーナも共に握り締めてくる。

　満天の星が、よく見える。

　視界の先を、遮るモノが無くなっていく――

　ステラの身体が透けていく。




　アッシュたちがステラに初めて会ったとき、『思わぬ再会』だとフィーナは言った。

　だけどフィーナは、ステラのことを『一方的に知っているだけ』とも言った。

　その意味が、今、星の明かりに照らし出されている。

　ステラの透けた身体の奥おくに見える、不気味な人形――スケイプドール。

　娘の病気を治すためにとアッシュが届けた、あの聖遺物……

　だが、フィーナは言う。

「あれは、聖遺物ではありませんでした」と――

「あのときから、既に暴走してしまっている呪罪具だったのです」と。

　アッシュたちが最初に依頼を受けたときから、既に……。

　呪罪具ミステイリアとなってしまったスケイプドールは、確かに、その威力を増ぞう幅ふくさせていた。

『三日間、このアイテムが依り代となって身体を補うことで、復活をもたらす』

　それを使えば、いかなる病気も治ったように見え、また、果ては死後であっても、三日間だけ、いわば人生の猶ゆう予よを得ることができる、と。

　肉体が既に朽くちてしまった後であっても、スケイプドールが新たな身体となって、『生きて』ゆくことができる……

　今のステラのように。




　ステラは、既に死んでいた。

　だが、たとえ既に死んでいたとしても、その心は確かに生きている。

　それは、ここまで一緒に旅をしてきたアッシュとフィーナには解っていること。

　ステラは願ってきたのだから。

　たった一つだけ、この布教を成功させるのだと。

　その想いをひたすらに込めて。

　ステラの舞は続いていた。

　右みぎ腕うでを天に掲かかげると、その腕を下ろしながら、ゆっくりと身体を一回転させた。そして、両の腕を胸の前で交差させると、手を握り締めながら、自分を抱き締めるようにして、動きを止めた。

　今、舞が、終しゆう焉えんを迎むかえたのだ。

　辺りが、しんと静まり返る。

　衣きぬ擦ずれ一つ、呼吸一つすら煩わずらわしく感じるほどの、完全な静せい寂じやく。

　すると突然、ドンッと突き上あげるような地響きが辺りを襲った。と同時に、これまでアッシュたちが歩んできた道のりをなぞるように、天から光が降り注いできていた。

「綺麗……」

　フィーナが、うっすらと涙を浮かべながら、その光景を見つめていた。

「まるで、星の光を絵の具にして、道を描えがいているみたい」

　そんな恥はずかしいポエムを披露するフィーナ。

　だが、アッシュはそれを否定しない――できない。

　その言葉こそが、今の情景を表すのに最適なものだったのだから。

「成功、ですの？」

　ステラの不安そうな声に、アッシュとフィーナは揃そろって振り返った。

「あぁ、せいこ……成功だ」

　思わず言葉に詰まってしまった。

　ステラの身体は、まるで風に漂ただよう煙けむりのように、不ふ明めい瞭りようになって揺ゆらめいていた。

　スケイプドールの期限が、訪れようとしていた。

　ステラは、それでも笑えみを絶やさずに、

「良かったですわ。……これで、私が生まれてきた意味が、ようやくできました」

「ステラちゃん……」

　フィーナが首を横に振る。そのたびに涙なみだが振り落おとされていく。

　ステラは、フィーナを優しく見つめながら、耳のイヤリングを取って渡そうとしてきた。

「これは、私の宝物――生まれたときから大切に……そして死んでからも、大切な」

　ステラは、自分が既すでに死亡していることを理解していたのだ。

　その上で、自分に残された僅わずかな時間を、すべて布教に捧ささげた。

「一つは、フィーナさんに。かけがえのない友情の証あかしとして」

「そんな、そんなの！　まるで形見みたいに渡されても、私っ……」

　フィーナは駄だ々だをこねるように身を捩じらせていた。

　それを見つめるステラの視線は、とても柔やわらかくて、

「あれほど多くのことをお話しできたのは、家族を除いては、フィーナさんが一番です。私は絶対に忘れません。だからこそ、フィーナさんにも忘れて欲しくないのですわ」

　実際のところ、『多くのこと』を話せたのかといえば、そんなことはない。

　ほんの少しだけの会話でも、『一番話した』ということになってしまうのだ。

　ステラの言葉を受けて、フィーナは、イヤリングの片割れを受け取った。

　それは、小さな花をかたどった物だった。

「このモチーフになっている花の名は、『ステラ』と言いますの。私が生まれたその日の内に、街の宝ほう飾しよく職人に作っていただいたそうですわ。……本当に、親バカですの」

　ステラはそう言って、寂さびしそうに笑った。

　その表情も、もう消え去ろうとしていた。

「もう一つは、私の両親へ……。アッシュさん、お願いできませんでしょうか？」

「俺への依頼は、高いぞ」

「えぇ、覚悟の上ですわ」

　ステラは、本当に覚悟を要するように、重々しく頷いた。

　アッシュは、そんなステラの様子を見つめながら、何とか笑顔を取とり繕つくろって、

「冗じよう談だんだ。今回はサービスにしといてやろう。だいぶ儲もうけさせてもらったからな」

「……そうなのですね。良かった。でしたら是ぜ非ひ、次の機会にもお願いしたいですわ」

　ステラは、どこか楽しそうに、ゆったりとした口調でそんなことを言ってきた。

「今後ともご贔ひい屓きにな。……もっとも、無む免めん許きよ勇者の常連になんてなるもんじゃない」

　アッシュは苦く笑しようを見せながら、ステラからイヤリングの片割れを受け取った。

　ステラも笑顔を返し、フィーナもまた、これ以上ないほどの笑顔を見せる。

　次の瞬しゆん間かん――




「さようなら」




　ステラは、満足そうな笑みと共に、夜空へと消えていった。

　アッシュは空を見上げ続けた。

　先さき程ほどよりも眩まばゆく、乱反射しながら光る、満天の星。




　星がひとつ、流れて落ちた。







†　幕まく間あい　†







　ポルティベリカ王国中央協会の書しよ斎さい。

　仄ほのかなランプの明かりに、一人の男の白しら髪がが赤く照らされていた。

　その表情に落とされた陰は深い。それは、明かりの弱さだけが原因ではなかった。

　その男――聖皇カルロスは苦悩していた。

　ここポルティベリカ王国の協会を統すべる最高責任者――《聖皇》として、看過できない事態が発生しているのだ。

　人々の信しん仰こうが、クリシュダ神とは別の所にある……そのような罪深き事態が、沸わき起おこっているように感じられる。

　クリシュダ神とは別の《偶ぐう像ぞう》が持もて囃はやされてしまっている、と。

『コンポステラ』――

　最近、とみに耳にするようになった、この言葉。

　元来、それは『星降る草原』を意味する、在り来たりな地名に過ぎなかった。

　だが、今、この言葉に新たな意味が付ふ与よされ、それが市民の間で流行してしまっている。

『ステラの巡礼路』――

　ポルティベリカ王国の姫ひめ：ステラグラム・デ・ポルティベリカが、まさに命いのち懸がけで布教を果たした巡じゆん礼れいの路みちだ。

　王都を始め、国中のどこを取っても、街の雰ふん囲い気きは至って明るい。

　およそ、この国の姫が殉じゆん教きようしたとは思えない。喪もに服している様子などどこにも見られないのだ。

　それはひとえに、ステラの父親である敬けい虔けん王ジェイムスの声明に起因していた。

「ステラの死は、哀かなしいことである。だが、哀しみに明け暮れるべきではない。人は皆みな、哀しみに勝まさる感情を持ち合わせているのである。

　ステラは、長年この国を苦しめてきたティアーゴ地区の虚きよ無む区に対して、見事、布教を成なし遂とげた。

　喜ばしいこと、この上ないではないか。

　皆の者、ステラの死を哀しもう。

　だがそれ以上に、ステラの遺のこしてくれた功績を、喜ぼう」

　国民に対して、最愛の娘の死に面しながらも毅き然ぜんとした態度を見せた敬虔王。それは多くの国民の心を打ったのだ。

　当然ながら、心の中では整理しきれていない者もいるだろうが、表向きは明るく振ふる舞まっているようだった。

　この一件は、パブレ村の協会関係者は元より、旅の詩人や勇者らによっても、瞬またたく間まに国中へ……そして世界中へと広まっていった。

　それは多くの者に勇気と希望を、そして遣やる瀬せ無ない哀しみを、深く心に刻み込んだ。

　だが、それは他方で、聖皇にとって――協会にとって、由ゆ々ゆしき事態なのだ。

「王族が『布教』を成功させるなどと……。確かに姫は、神官であった母君の血を受うけ継ついではいる。だが、神との繋がりは我々協会の人間のみが持つべきなのだ」

　カルロスは苛いら立だちを吐き出すように独ひとり言ごちる。

「王は権力を――。協会は権けん威いを――。しかして、神の意を伝える協会が正統性を与あたえるからこそ、王は権力を振るうことができるのだ。それを、儂わしを差し置いて……」

　そもそも、『敬虔王』などという呼こ称しようからしておかしいではないか。

　これではまるで、王と協会とが融合した新たな権力にでもなったかのようだ。

　……やはり、何とかしてあの男を潰つぶさなければなるまい。

　この国を統べるべきは王ではない、聖皇であると――ひいては神であると――知らしめなければならない。

　神こそが、世界を正しく支配してくださるのだ。




　まずは、今回のステラ姫の件、改めてつぶさに調査し直す必要がある。

　何せ、おかしな点は多々あるのだから。

　例えば――

　あのステラ姫が、たった一人で、国外れの虚無区まで出で掛かけることができたことだ。

　そのようなこと、できるわけがないのだ。




　あれだけの呪いを掛けていたというのに。







†　第四話　†







１




「異議あり！」

　アッシュの声が、法ほう廷ていに響ひびき渡わたる。

　ここは、王都エスベリカにある、ポルティベリカ王国最高裁判所大だい法ほう廷てい――

　この国の秩ちつ序じよを守り、ひいては世界の平和を守る機関の一つ――

　そして、すべての『真実』が解明される場所。

　今ここで、一つの裁判が行われていた。

　弁護人アッシュは、対面に立つ検察神官たちを鋭するどく指差しながら、

「検察側の主張は、すべて村人を聴取した神官たちの証言に基もとづくものであり、つまりは伝聞に基づく憶おく測そくである。それを補足する物証も無い以上、撤てつ回かいすべきである！」

「当とう該がい異議は異議該当事由に当てはまらず、認められない。検察は説明を続けたまえ」

　そう事務的に冷たく言い放ったのは、裁判官の一人――聖皇カルロス。

　その隣となりに座すわる別の裁判官――敬虔王ジェイムスは、じっと動かないでいる。

「えー、では続けます。村の資金不足を解消するにはそれしかないと考えた司祭と村長は、共きよう謀ぼうの上、第一級聖遺物セイクリムである水みず瓶がめを搬はん出しゆつして売ばい却きやくし、しかも恐おそれ多おおいことに、それが発覚しないようにとニセモノの水瓶を作り……」

　裁判は、粛しゆく々しゆくと進められていく。

　この裁判の被ひ告こく人にんは、三人――

　パブレ村の村長と、司祭、そして門番勇者パラス。

　罪状は、『聖遺物窃せつ盗とう』および『神しん獣じゆう殺害』

　ここに、クリシュダ神を裁判長とする神明裁判が、開かれていた。




　なぜ、こんなことになっているのか……

『弁護人アッシュ』の一日は、一本の念ねん符ふ通信から始まった。

　この日、アッシュとフィーナは、とある依頼のため、王都エスベリカに向かっていた。

　道中、アッシュはいつものようにフィーナにいろんな意味で絡からまれながら、いろいろ面めん倒どうになって「勝手にしろ」とか「仕方がない……」などと呟いていた。

　このまま、特に事件もないような日々が、ずっと続けば良いのに……

　そんな願いは、容易たやすく打ち破られた。

「ア、アッシュさん、助けてください！　どうか話を聞いてください！」

　突然、かすれるほど大きな男の声が、念符から聞こえてきた。

　これは誰からなのか……さすがにこの声だけでは判わからない……と思ったら、

「その声はパブレ村の方ですね。外壁が喰人剣マンイーターで破壊されたときに、情報をくださった」

　と、フィーナが断言していた。

「は、はいそうです！」

　正直、アッシュには顔も名前も浮かんでこなかったのだが、今はそこは問題じゃない。

「何があった？」

　アッシュが本題を聞き出そうとすると、男は少し間を置いて、

「じ、実は、村長と司祭様と、門番勇者のパラスが……死し刑けいになっちまうんですよぉ！」




　男の話を纏まとめると、以下のようになった。

　今朝、いきなり事前通告もないまま、パブレ村が属する広域州：ガレッサ州の協会を統とう括かつする『大司教』が来訪した。いわば、協会組織の中での州知事だ。

　大司教は、村の協会に入ると、村長と司祭を呼び出した。

　そして、とても哀しそうな、哀あわれむような目で二人を見渡していくと、

「貴方あなたたちが罪を犯おかしたことにより、逮たい捕ほいたします」

　と言いながら、逮捕令状を提示した。

　その内容は、次の通り。

『被ひ疑ぎ事実――

　その一――被告人らは、共謀の上、創世紀元暦れき九九七年の万聖月ノヴアム一日から、九九八年の開光月デイアヌス一日までの間に、パブレ村の神しん学がく協きよう会かい施し設せつに侵しん入にゆうし、当とう該がい施設の神物庫に保管されていた聖遺物の水瓶一点を盗ぬすみ出したものである。

　その二――被告人らは、共謀の上、創世紀元暦九九八年の開光月一二日の夜、パブレ村付近に顕けん現げんなされた神獣：白はく銀ぎん竜りゆう様を、尋じん常じようならざる方法によって陥おとしいれ、もって殺害したものである。

　罪名――聖遺物窃盗および神獣殺害』

　そして大司教は宣言した。

「貴方たちには、神の下の裁判で、その《無罪》を証明する機会が与えられます。神の寛かん大だいなるご好意に、感謝いたしましょう」

　それはつまり、すべては『神』が決めることであり、『ヒト』が有罪無罪を決めるような余地は無い、ということを意味している。

　神が寛大なる心で許してくれるかどうか、という問題なのだと。

「被告人ら三名は、これより王都エスベリカへ向かう。そして、本日正午より、ポルティベリカ王国最高裁判所大法廷において、『神明裁判』を開かい廷ていする」

　神明裁判――すなわち神の名の下に行われる裁判。

　とりわけ、神事に関係する事件について審しん議ぎをする制度であり、その手続きは、通常の裁判よりも厳格なものを要求される。

　どのように厳格かというと……

　まず、起き訴その段階で既に有罪が確定している。

　全知全能たる神の下に開かれる裁判、そこに出廷が求められるという段階で、その者が罪人であることは確実なのだ。神は絶対に間ま違ちがえないのだから。

　ゆえに神明裁判では、有罪の者を神が『許す／許さない』を判断するだけにすぎない。

　次に、その判断方法について。

　これは総論的に言うと、『神が許している者ならば、いかに理り不ふ尽じんな試練を課そうとも、神の加護によって無事に済むはずである』という『論理』に従っている。

　例えば、『聖湯神判オデイオルデイール』――

　これは、被告人に対して、釜かまで煮に立たたせた熱湯の中に手を入れさせて、その際の火傷やけどの軽重によって神の意思を伺うかがう、というものだ。

　なお、重大な罪となると、『熱湯』が『油』に、あるいは『毒どく蛇へび』になり、いずれも無事であれば神に許されたことになるが、許されなければ死罪となる（当然ながら、この手続きによって重じゆう症しようを負ったがために死ぬこともある）。

　なお、ポルティベリカの裁判所は、これまで歴史上一度も無罪となったことがないという『必ひつ罰ばつ』を誇ほこりにしているほどに、他国と比べても更さらに厳格な運用がなされている。それが秩序の維い持じに寄き与よしているのだ、と。

　大司教の宣言を聞いた瞬間、村長は気絶し、司祭は壊こわれたように泣なき叫んだ。

　それから数分も経たたないうちに、村長らは、大司教と共に『旅の扉とびら』を使って王都へと旅立ったという――




　――以上が、この念符通信が届く一五分ほど前のこと。

　そして、これとは別に、先立って事情聴ちよう取しゆされていた門番勇者パラスは、既に王都内で逮捕されていた。

　念符通信を受け取った時点で、裁判が始まるという正午までは約三時間。アッシュたちの位置からは、ギリギリ間に合うだろう。

　このまま何もしなければ、三人の死は確実だ。

　この点、確かに司祭は、村の聖遺物について後ろ暗いことをやっていたのは事実だろう。

　だが、それは彼かれの立場にあっては無理もないことであったし、それに今となっては反省もしている。何より、それで迷めい惑わくを被こうむった村人たち自身が、彼を許しているのだ。

　ここにわざわざ、『神』などという部外者がズカズカ割り込んでくる筋合いは無い。

　そして、パラス。

　彼に関しては、白銀竜についても完全な被ひ害がい者しやだ。それを神とやらは《有罪》だと決め付けて、今にもその命を奪うばおうという。

　そもそも白銀竜を殺したのは、アッシュだ。それがなぜ、パラスの仕し業わざになっている？

　そんなふざけたことがあるかっ！

　神も、そしてその威いを借る協会のクズどもも、腐くさっている。

　今回の件は、神の定めた制度そのものが敵となり、人々を苦しめている。裁判制度を介かいして、この国の聖皇カルロスと、ひいては神を相手に争わなければならないのだ。

　となれば、これは正規勇者などには救えない問題だ。

　無免許勇者こそが、暴れまわるに相応ふさわしい舞台なのだ。

　アッシュは、勇者養成所にいた頃に裁判制度についても学んでいた。それは正直ほとんど覚えていないが、こと神学関連の知識に関しては、最高の頭脳を持つ助手がついている。それを駆く使しして戦えば十分に勝機はある。

「どうか……どうか村長さんたちを助けてください！　お代なら必ず、また一五〇金貨ウルムだって払はらって見せますから……」

「その必要は無い」

　アッシュは男の言葉を遮さえぎるように、

「その依い頼らい、引き受けよう。報酬は既に貰っている」

「え？」

　男が困こん惑わくした声を漏もらしていた。

「俺おれは、『パブレ村を救う』ために、あの一五〇金貨を貰ったんだ。こうして現状ではまだ救えていない以上、更に金を貰うわけにはいかない」

　と、アッシュが説明している横では、

「相変わらず理り屈くつっぽいのです。『助けたい』って言ってしまえばいいですのに」

　と、フィーナが含ふくみ笑わらいを漏らしていた。

　それは念符の向こうまでは届いていないだろうが。

「あ、ありがとうございます！　お願いします！」

　と、男は喜びを弾はじけさせるように、礼を言ってきた。

「交渉成立だ。村長たちの救出……そのために、無免許勇者オレはここにいる」

　この腐った制度を、潰してみせる。




２




　ポルティベリカ王国の最高裁判所大だい法ほう廷ていは、中央協会の横にある公園と直結していて、五〇〇人もの傍ぼう聴ちよう人にんが見学できる公開法廷となっている。

　この日、急きゆう遽きよ開廷されることとなった神明裁判には、満員の五〇〇人が詰つめ掛かけ、更に声だけでも聞こうと一〇〇名ほどが集まっている状態だった。

　神獣殺しという稀き代たいの重罪、その罪人と、そして聖湯神判を見ようとしているのだろう。

　今、被告人たちが入廷しただけで、周囲が騒さわがしくなるほどどよめいた。

「静せい粛しゆくに……静粛に！　これより開廷である」

　裁判官として進行を務める聖皇カルロスが、宣言する。

「以後、この法廷における出廷者らの発言は、すべて《誓せい約やく》となる。それを踏ふまえた上で、皆の者は発言をするように」

　法廷は、裁判官による人定質問から始まった。被告人らの名前や住所が読み上げられ、彼らがその当人であるかを確かく認にんする。

　その後、検察である神官が、起き訴そ状じようを朗読する。

「罪名……聖遺物窃盗および神獣殺害」

　傍ぼう聴ちよう席せきからざわめきが起こった。その罪の重大さに、誰だれもが恐れおののいていた。

　続いて、通常の裁判ならば黙もく秘ひ権けんの告知がなされるのだが、今回のこれは『神明裁判』――『神は全すべてをお見通しだ』ということで、黙もく秘ひをしようがしまいが意味は無い。したがって、被告人に黙秘権は無い。

　と、ここで、裁判の進行を務めている聖皇カルロスが立ち上がった。

　そして、ゆっくりと、傍聴席を含めて法廷全体を見渡すと、

「この被告人らの人となりを保証し、弁護できる者はおるか？」

　これは、弁護人の選定だ。

　神明裁判において、弁護人は、基本的に被ひ告こくと同じ立場に置かれ、同じ罪を背負うことにもなる。曰いわく、弁護人とて神に反はん抗こうする立場を取るのだから当然だ、と。

　神明裁判ならではの――神が全てを見み極きわめていると謳うたえるからこその、理不尽な裁判だ。

　普ふ通つうは、弁護人になろうとする者などいない。自ら進んで神しん罰ばつを受けようとするものなど居るわけがない。

　そんな中、アッシュは傍聴席の片かた隅すみから「俺がやろう」と声を上げた。

　周囲の視線がアッシュに集中する。

　聖皇カルロスも、敬虔王ジェイムスも――

　パブレ村の村長たちも、揃ってアッシュに顔を向けた。その表情には一瞬だけ『誰？』という困惑が見えたが、すぐに安堵が表れていた。というのも、この場で『無免許勇者』が弁護をするわけにはいかないから、アッシュは変装していたのだ。初めて村を訪れたときのような、黒髪・赤眼に変装用マントを羽織った恰好で。

　聖皇カルロスは、一いつ瞬しゆんだけ意外なものを見たように表情を固めていたが、すぐに通常の顔立ちに戻もどって、「では、そこの男は前へ」と弁護席を指しながらアッシュに言った。

　アッシュは言われるまま進み、被告人とされている三人の隣まで歩み寄った。

　村長と司祭は安心しきったのだろう、ポロポロと涙を流していた。パラスに至っては、涙だけでなく鼻水も止まらず顔をクシャクシャにしていた。

　皆から、アッシュに対する信しん頼らいをひしひしと感じる。

　その想い、アッシュは決して裏切らない。

「他に、被告人らの身分を保証し、または弁護できる者はおらぬか？」

　傍聴席は静まり返った。もう他に、この裁判に積極的に関かかわろうという者は――しかも被告人側で関わろうという変人は、いなかった。

　正直、フィーナもさっきまで「私も一いつ緒しよに行くのです！　運命共同体なのですよ！」と息巻いていたのだが、フィーナは神が絡むと感情的になりすぎるから、遠えん慮りよしてもらった。

　適材適所、事前準備をフィーナが頑がん張ばってくれたお陰かげで、アッシュは実じつ践せんを担になえるのだ。

「では、改めて審議の手続きを進行する」

　聖皇カルロスは自席に腰こしを下ろすと、事務的に裁判を進行していった。

「これより、神官らによる冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつを開始する。被告人らは、ここで《罪》となる事実をしっかりと受け止めよ」

　ここで、通常の裁判ならば、冒頭陳述において、罪となる事実をより詳くわしく説明されることとなる。続けて証しよう拠こ調べの手続きがあり、そこで物証が提出されたり、証人を呼んで尋じん問もんしたりする。

　だが、神明裁判には『証拠調べ』は無い。

　なぜなら、裁判長である神は全知全能であり、したがって、証拠など無くとも自明なことばかりなのだから。

　……こんなもの、『裁判』なんかじゃない。

　ここで『裁き判断する』ことなんて何もないのだ。

　裁判官として聖皇と敬虔王の二人がいるが、それもただの進行役に過ぎない。

　神が、裁判長なのだから。

　そして神は、全てを知っているのだから……。

「……とんだ茶番だ」

　アッシュは口の中で吐はき捨すてながら、ほくそ笑えんだ。

　茶番には茶番なりの、壊し方があるのだ。




　検察としての神官が、冒頭陳述として、罪となる事実をより詳しく表明していく。

「冒頭陳述を始めます。被告人ら……以下個別に指す場合は、それぞれ、村長、司祭、駐ちゆう在ざい勇者と称しようしますが。彼らについての《罪》をお示しいたしましょう。

　パブレ村は、歴史的に見て、神獣：白銀竜様御ご由ゆ来らいの聖遺物が祀まつられていることもあり、世界中から多くの巡じゆん礼れい者しやらが訪おとずれる、世界有数の敬虔な地とされてきました。他方、二年前のことですが、パブレ村のすぐ近くに、広大な虚無区が発生してしまいました」

　その発言の際、アッシュは敬虔王を――ステラの父親を盗み見みた。

　敬虔王は、机に肘ひじをつき顔の前で手を組んでいたため、その表情までは見えなかった。

「虚無区の発生により、これまで順調に増加へと推移していた巡礼者らが激減し、その結果、村の収入も不安定な状態に陥おちいりました。そこで、司祭と村長は、村のシンボルであり守護者でもあった聖遺物に、目を付けたのです」

　司祭が小さな声で「それは違ちがう……」と呟つぶやいていた。

　そこに聖皇カルロスが目め聡ざとく気付いて、

「被告人よ、何か発言があるのなら明確にせよ」

「い、いえ。何もございません」

「そうか。異論もなく自ら罪を認めるとは、良い心こころ掛がけだ」

　聖皇が満足そうに微笑ほほえむのを見て、司祭の顔は真っ白になるほど血の気が引いていた。

　何かを言おうとしても、もう手て遅おくれ……。陸に打ち上げられた魚のように、苦しそうに口をパクパクと開くことしかできなかった。

　アッシュは司祭の肩かたを軽く叩たたきながら、

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　とだけ呟いた。その言葉に全てを込めたつもりだったが、ひとまず司祭は、顔を引ひき攣つらせながらも、しっかりと頷うなずきを返してくれた。

　検察側の冒頭陳述……という名の妄もう想そう物語は続いていた。

「聖遺物は、真まことに心苦しいことに、高額での闇やみ取とり引ひきが行われてしまっています。他方で、村の資金不足を解消する必要があった司祭と村長は、共謀の上、聖遺物の水瓶を搬出して売却し、しかも恐れ多いことに、それが発覚しないようにとニセモノの水瓶を作り……」

「異議ありっ！」

　突とつ然ぜん、法廷に響き渡る声。

　周囲の視線がすべて、声の主であるアッシュに集中していた。

　異議申立て権……それは、弁護人に認められた権利だ。

　もっとも、神明裁判で異議が申し立てられるかどうかは、規定が無い。

　だが、それがどうした。まさに『知ったことか』だ、そんなもの。

　アッシュは、呆あつ気けに取られている神官たちを尻しり目めに、話を続ける。

「検察側の主張は、すべて村人を聴取した神官たちの証言に基づくものであり、つまりは伝聞に基づく憶測である。それを補足する物証も無い以上、撤回すべきである！」

　突然の異議申立てに、進行役だった聖皇カルロスも面食くらっていたようだった。

　それもそのはず。言うなれば、神に真っ向から異議を申し立てたと同じことなのだから。

「当該異議は異議該当事由に当てはまらず、認められない。検察は説明を続けたまえ」

　と、聖皇は、通常の裁判と同じような処理をしてきた。

　……そいつは好都合だ。

　アッシュは心の中でほくそ笑んだ。

　てっきり、『神の名の下に』あらゆる異議が無視されるだろうと考えていたのだが……聖皇の返答では、異議を言うこと自体は許される、ということになる。

　コレで、アッシュは思う存分、この神判で暴れることができる――

　きっと、こちらの異議が採用されることはないだろう。

　だが、この裁判の理不尽さを、内外に知らしめることができるのだ。

「えー、では続けます。村の資金不足を解消するにはそれしかないと考えた司祭と村長は、共謀の上、第一級聖遺物である水瓶を搬出して売却し、しかも恐れ多いことに、それが発覚しないようにとニセモノの水瓶を作り、代わりに神物庫に配置したのです。……えぇと、以上が、聖遺物窃盗の事実です」

　そうして、これまで陳ちん述じゆつを続けていた神官が座ると、代わって別の神官が立ち上がった。

「続きまして、神獣殺害の罪について陳述させていただきます。聖遺物窃盗事件と時を同じく、パブレ村には白銀竜様が顕けん現げんなさるようになりました。それは、パブレ村の人々が敬虔であったから……などという褒ほめられたものでは、まったくございませんでした」

「異議あり！」

　アッシュはまたしても叫さけんで立ち上がった。

「パブレ村の人々は十分に敬虔だった。あの村の皆ですら敬虔でないと言うなら、この世界に敬虔な者など一人もいない！」

「当該の異議は認めない。……さぁ、検察は続けたまえ」

　聖皇が苛立ちを隠かくさず言ってきた。聖皇は、じっとアッシュのことを睨にらみつけながら、しんと静まり返った法廷を嫌きらうように先を促うながした。

「つ、続けさせていただきます。パブレ村に白銀竜様が顕現なされた理由、でございますが……それはまさに、今回の聖遺物窃盗に対して怒いかりを表明したからに他ほかならないのでございます。ですが駐在勇者は、白銀竜様を『魔ま物もの』呼ばわりした上、あろうことか、住民のためを思って顕現なされた白銀竜様を、その……こ、殺してしまったのであります」

　神官が喉のどを詰まらせながら、衝しよう撃げき的てきな『事実』を告げていた。

　傍聴席がここぞとばかりに騒ぎ出した。

　ある者はパラスに向かって罵ば声せいを浴びせ、「自害せよ！」とまで叫ぶ者もいた。またある者は、「神獣様を殺せるほどの力……」と畏い怖ふを感じているようだった。

　そんな中、アッシュはその場を制するように声を張り上げ、

「異議あり！　パブレ村に出現したのは魔物だ！　そしてアレを殺したのは……」

「異議は認めない！　いい加減にしたまえ！」

　聖皇の怒ど声せいが法廷に響き渡った。

　誰もが聖皇に注目し、そのまま静せい寂じやくが続く。

「……これは神の名の下に行われている神明裁判だ。それをお主は、無む駄だに異議を挟はさみ続けて妨ぼう害がいしようというのなら……」

「妨害とは心外ですね」

　アッシュは不敵な笑みを浮うかべながらも、目は笑わずに聖皇を捉とらえる。

「俺はただ、彼らの無実を証明しようとしているだけなんですからね」

　聖皇の表情が一瞬で消え去った。

　感情の欠片かけらも無いような顔になった聖皇は、そのままアッシュを見やって、

「すなわち、クリシュダ神が間違いを犯したと？」

　声のトーンが変わっていた。完全な無表情とあいまって、非常に気味が悪い。

　恐らく、心の中心にあるクリシュダ神が侮ぶ辱じよくされたことにショックを受けて、軽いトランス状態に入ってしまったようだ。

「あぁ。でももしかしたら、神は間違っていなくとも、その神の威を借る人間どもが、自分に都合の良いように事実を捻ねじ曲まげたのかもしれないな？」

　アッシュが挑ちよう戦せん的てきに笑えみを見せても、カルロスの表情は微み塵じんも変わらなかった。

「ならば、それも含めて、主が判断してくださることでしょう。主はすべてお見通しです。被告人らがどれほどの罪を犯したのか、身をもって実証されるのだ」

　そう言ってカルロスは、部下たちに向かって目配せした。

　部下たちはその視線に恐れおののきながら、大おお慌あわてで準備を進めていく。

　さて。いよいよお待ちかね、聖湯神判だ。
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　聖皇カルロスは、冷静な頭を取り戻し、改めて思し慮りよしていた。

　……あの弁護人の男、恐らく、パブレ村を支し援えんしているという無免許勇者だろう。

　その噂うわさはカルロスも耳にしていた。だが、取るに足らぬネズミだとばかり思っていた。

　奴やつはそもそも、罪人だ。

　このまま何もさせずに、逮捕・投とう獄ごく・死罪とすることは容易ではある。

　だが、無免許勇者の情報は、ここでは数名しか知らないことだ。ここでその事実を指し摘てきしようにも、信用される可能性は低い。いっそ、そのような別問題を引き合いにしてしまうと、この裁判の『正しさ』が証明されなくなってしまう。

　それは畢ひつ竟きよう、神の威い厳げんを損そこなうことになってしまう。

　それだけは避さけなければならない。それこそが、カルロスの権威を裏付けているものなのだから、それを自ら損ねるわけにはいかないのだ。

　だからこそ、あの男は、あくまで、神の意思に基づいて潰さなければならないのだ。

　つまり、『この男には、神の加護などない』ということを、白日の下に晒さらすのだ。

　今回の聖湯神判は、まさに、それを示すに相応しいではないか。

　いかに、奴の能力が『灰色の贋がん作さく』と呼ばれる物質具現化能力であろうとも、この裁判所の中では、奴もただの人だ。

　如何いかなる能力も、ここでは使えなくなるのだから。
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　今回の聖湯神判は、歴史的に見ても、異常なまでに理不尽な内容だった。

　その内容は、煮にえたぎった油で満たされた壺つぼの中に手を突っ込み、守護剣ガーデイアンのタリスマンを掴つかんで出す、というもの……。

　ただし、壺の中には違う種類のタリスマンも多く沈しずめられている。その中から、たった一つの守護剣のタリスマンを取り出さなければいけないのだ。

　これで、正しいタリスマンを無事に取り出せたら成功……

　それ以外は失敗――死刑だ。

　こんなもの、たとえば聖せい魔ま術じゆつを使えば簡単に成功する……だが、神明裁判においては、能力の使用が制限されてしまう。

　聖湯神判を受ける者は、特とく殊しゆな腕うで輪わを身に着けることで、能力が封ふう印いんされることになる。

　良く言えば、一いつ般ぱん人じんも能力者も差別なく裁判を受けられる。

　そして正直に言えば、どれだけ理不尽な内容であっても覆くつがえす術が奪われている。

　なお、被告人が複数いる場合は、審しん判ぱんを受ける代表者を神み籤くじで決することになる。つまり、神籤によって最も審判を受けるに相応しい者が決し、その者を審判することによって、もっとも相応しい結論を得ることができる、というのだ。

　今、まさに神籤による抽ちゆう選せんが行われていた。

　壺の中には、被告人らが自ら名前を書いた木札が入れられている。

　聖皇は壺の中に手を突っ込み、何やら考えているかのように少し動きを止めた。そして、ゆっくりと手を取り出し、「弁護人『アクス』」と読み上げた――アッシュの偽ぎ名めいだ。

　裁判所中の視線がアッシュに集まっていた。そのほとんどは憐れん憫びんに近いものだったが、やはり侮ぶ蔑べつや怨えん恨こんのようなものも感じられた。

　願ったり叶かなったり。とアッシュは心の中で喜んだ。

　もっとも、これは奇き蹟せきでも偶ぐう然ぜんでもなく、必然だったのだが。

　というのも、アッシュは自分の木札を壺に入れるとき、中の木札を全て『アクス』と書かれた物にすり替かえておいたのだ。この程度の小細工なら、能力も必要ない。

　そうとも知らず、聖皇は、どこか勝かち誇ったかのような顔でアッシュを見ていた。

　法廷の中心に、大きな壺が置かれた。その中には、煮えたぎっている油。香こうばしい匂においを漂ただよわせている。こういう場でなければ、とても良い匂いだと思えるだろうが。

　そんな壺の中に、一つ、守護剣のタリスマンが入っているという。

　あの壺の大きさからすれば、肘より深く突っ込まないと取りようがない。

　現実的には、不可能だ。

「腕うでを出せ」

　官かん吏りの神官が事務的に命令してきた。まずは、能力を制限する腕輪を着けるのだ。

　アッシュは素す直なおに応じるかのように、変装用のマントの隙すき間まからスッと差し出した。

　腕輪が着けられた瞬しゆん間かんは、正直少し緊張したが、これといって異変は感じられなかった。

　腕が歪ゆがむとか千切れるとか、そういう心配もしていたのだが、問題ない。大丈夫だ。

　そのままアッシュは、壺の前まで連れて行かれた。さすがに至近距きよ離りまで来ると、空気までも熱い。マントが無ければ、跳はねる油で火傷していたかもしれないほどだ。

　マントがあって良かった――いろんな意味で。

「さぁ。いつでも始めてくれたまえ――」

　聖皇カルロスが、大おお仰ぎような言い振ぶりでアッシュを促してきた。

「――もちろん、始めないという選せん択たく肢しもある。だが、それはすなわち神からの逃とう亡ぼうであり、畢竟、自ら許しを請こう機会を逃……」

　ジュウウゥゥッ！

　アッシュはカルロスの言葉を待たずに、壺の中に右手を突っ込んだ。

　辺りに煙けむりが湧わき上あがり、高温の油で揚あげられる音が弾けていった。

「きゃ、きゃあああぁぁぁっ!?」「うああぁあっ!?」「うっ……ォボェエエ……」

　傍聴席からは、驚き戸と惑まどう声や悲鳴、逃にげ出だす足音や嘔おう吐とする音が響き渡ってきた。

　傍ぼう聴ちように来た人々の中にも、まさか本当にやるとは思っていなかった者が多かったようだ。よもや、目の前で人体の素す揚あげを見せ付けられることになろうとは。

　だがそれも一瞬のこと。アッシュはすぐに右手を勢い良く抜ぬき出した。

　その様子に、傍聴人はおろか神官までも含めて、ほとんどの者が目を逸そらしていた。

　だが、その光景をまじまじと見つめていた者も居た。

「…………な」

　と、聖皇カルロスは息を呑のんでいた。やがて、僅わずかながら息が漏れ、声となる。

「……成功、だ」

　カルロスは目を見開きながら、心を失ったかのように口だけが動いて、そう言っていた。

「そう。成功だ！」

　アッシュは勝ち誇ったように笑みを見せて、そして、右手を突つき出した。

　その手には、しっかりと守護剣のタリスマンが握られている。

　無傷なままの右手に。

　その言葉を聞いて、傍聴席にいた市民たちも、弾かれたようにアッシュを振り返かえった。そして、そこにある光景に困惑し、あるいは畏怖しながら、口々に叫んだ。

「き、奇蹟だ！」「こんなことが……」「あぁ、まさにクリシュダ様のご加護だ！」

　当初は言葉として聞こえていたそれも、次し第だいに何十何百と重なり合い、すぐに地鳴りのような歓かん声せいとなって響き渡っていた。







[image: ]







　中には、きっと不自然なまでに無傷なアッシュの手を見て怪け訝げんに思う者もいただろう。だが、仮に何らかのトリックを使っていたところで、この場を無傷で乗り切って見せたことに対する賞賛の気持ちは、皆みなに共通していたのだと思う。

　あるいは、神明裁判に対する理不尽さを、皆も抱いだいているのかもしれない。

「クリシュダ神のご加護に、感謝する」

　アッシュは満面の笑みと共に、心にも無いことを吐き捨てた。

　対する聖皇カルロスの顔は、困惑から、無へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

　何が起こったのかを必死に考えているのかもしれない。

　およそ、彼が真実に届くことなどないだろうが。




　アッシュはそもそも、能力の制限を受けていなかった。

　何せ、アッシュに取り付けられたあの腕輪、あれはアッシュの腕ではなく、アッシュがマントの隙間から突き出した『具現化した腕』に着けられていたのだから。

　ただ正確には、腕の機能がないモノだ。腕そのものを創つくり出すのは困難だが、腕の色いろ形かたちをしたモノだったら、精せい巧こうに創り出すことが可能なのだ。

　そうして創り出した『腕っぽい何か』に、能力を制限する腕輪が着けられたのだ。

　ちなみに、能力を制限する腕輪は、具現化の能力を新たに使うこと自体に対しては制限を与あたえるようだが、具現化し終わったモノを打ち消す力は持っていなかったらしい。

　正直、腕輪が着けられた瞬間は、歪んだり千切れたりしないか心配だったのだが、そのようなこともなかった。お陰で変装も解除されずに済んだ。

　無事と判れば、後は、能力制限がされていない以上、好き放題できる。

　アッシュは、油に手を突っ込む直前、腕の周りに聖導鋼ミスリルの膜まくを張った。そして、聖導鋼が油を遮しや断だんしている間に守護剣のタリスマンを具現化して、腕を抜き取とったのだ。

　結果、無傷の右みぎ腕うでに守護剣のタリスマンが握られている、という奇蹟が誕生した。
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　……バカな。

　カルロスは心の中で悪態を吐ついた。

　あの壺から守護剣のタリスマンを取り出せるなど、ありえない！

　あの壺の中には、そもそも守護剣のタリスマンなど入っていなかったというのに！

　いっそ、そう主張してしまいたかった。「神はそのような試練も与えるのだ」と。よってその男はイカサマだと……

　だが、それはできない。

　今回の件、万が一にも結論を覆くつがえされることのないよう、およそ非合理的なまでに被ひ告こく人にんらを不利な立場へと追いやってきていたのだ。

　それこそ、奇蹟でも起こらなければ覆せないというほどに……。

　それが、覆ってしまった。

　すなわち市民にとっても、これは『奇蹟』として受け入れられてしまっているのだ。

　もはや、聖皇であっても覆すことはできない。

　カルロスは、怒りと畏怖が入り交じった感情が沸わき立たち、頭が焼き切れそうだった。それでも、その怒りや畏怖を面に出さないよう、努めて表情は崩くずさない。

　そんなカルロスに対して、アッシュは、勝ち誇った顔でタリスマンを見せてきた。

　カルロスは、吐き気けを催もよおすほどの怒りを覚えながら、言葉を吐き捨てる。

「静粛に。……静粛に！」

　思わず怒ど気きを孕はらんでしまった声に、辺りはしんと静まり返る。

　ここでカルロスは、屈くつ辱じよく的てきな宣言をせざるをえない。

「被告人らの罪は、許された」

　それは、絶対的な有罪による秩ちつ序じよ維い持じを誇っていたポルティベリカ王国裁判所の歴史に、あまりに大きな風穴を開けられた出来事となった。

　辺りは一瞬の静寂の後、すぐに大だい歓かん声せいとなって空気を震ふるわせた。

　それがカルロスの腹にまで響ひびき渡わたり、不快感を増ぞう幅ふくする。

「閉へい廷ていである！」

　カルロスは一方的に宣言して、その場を後にした。

　それは、見る者によっては、まるで逃げ帰かえっているかのように見えたかもしれない。

　だが、違う。

　聖皇カルロスは、この無む免めん許きよ勇者を明確な敵として認にん定ていした。

　ここから戦いが始まるのだ。

　罪人には、罰ばつを。




４




　その日の夜――

　アッシュは、フィーナと共に、エスベリカ城の謁えつ見けんの間に立っていた。

　というのも、「神明裁判において罰の免めん除じよを受けた者は、今後、日常生活において不利益を被らないよう、王が自ら身元を保証する」のだとか……

　だが、そんな制度があるなんて話は聞いたことがなかった。

　そもそもこの世界では、神が許している以上、ヒトが許さないことはありえない。つまり、今回の裁判によって社会生活上の不利益を被る可能性などは皆かい無むなのだ。

　だからきっと、それは表向きの理由なのだろう。

　本当の理由は、アッシュたちを城へと呼ぶためだと察する。

　何より、あの話をするため……。

　しばらくして。

　謁見の間に、敬けい虔けん王ジェイムスと、王おう妃ひカタリナが姿を現した。

　敬虔王は、数時間ぶりにその姿を目にした。当然ながら、特に変化は見られない。

　一方、王妃については……

　……痩やせたな。やつれたとでも言うべきか。

　およそ一〇日ぶりに会うことになったのだが、やはり、その間にいろいろとありすぎた。王妃の頬ほおはこけ、足あし下もともどこか覚おぼ束つかない。

　何より、その瞳ひとみ……

　彼かの女じよの瞳は、もう、どこも見つめてはいなかった。

　先日は、真まっ直すぐと『娘むすめ』のことを見つめていた彼女だったのだが、その娘を失ってしまったがために、こうなってしまっているのだろう。

　アッシュの隣となりでは、フィーナが王妃の痛々しい姿を見て口元を覆おおっていた。

　だが、すぐに眉まゆをキリッと起こすと、決意を込めた瞳で王妃のことを見つめていた。

「下がって良いぞ」

　と、敬虔王が側近や護衛兵たちに命じた。側近たちは困惑したように互たがいの顔を見合わせていたが、改めて「下がるのだ」と命じられ、揃そろって一礼をしてから退室した。

　広い謁見の間に、敬虔王と王妃、そしてアッシュとフィーナのみが残された。

「単刀直入に聞こう――」

　敬虔王が話を始めた。

「スケイプドールをこの国へと密輸したのは、君たちなのだな」

「ええ。国境を越こえる辺りだけですけど」

　アッシュが慣れない敬語で答えると、敬虔王は、その言葉を聞いてるのか聞いていないのか判わからない調子で、淡たん々たんと話を続けた。

「聖遺物の持ち出しは禁じられている。密輸など重罪だ。無断での虚きよ無む区く侵しん入にゆうも、許されるべきことではない。……何より、今回のステラの回復。あれは、間ま違ちがいなく、呪罪具ミステイリアとしての力……。私はこの国を統治するものとして、厳げん罰ばつをもって対処せねばならぬ」

　淡々と……ただ淡々と、敬虔王はアッシュたちの罪を述べていく。

「生あい憎にくと、俺たちは誰も、罰せられるようなことはしてないんですよ――」

　アッシュは、苦く笑しようを漏らしながら言い返す。

「始まりは、母親の想おもい。娘の身体からだを治すため、必死になって治ち療りよう法ほうを探し回った。そして、他国で唯ゆい一いつの治療法を見つけ、それが確実に娘へと届くように懇こん願がんした」

　それが、一〇日前のこと。他国で、ただ一人で、アッシュへの依頼をしてきたのだ。

「その想いに、娘も応こたえようとした。残された時間はごく僅か。その時間を何のために使うのか……その結果がコレだ」

　アッシュは、ステラから託たくされたイヤリングを取り出して見せた。

　敬虔王と王妃が目を見開き、固まった。そして、王妃の瞳から涙なみだが溢あふれる。

「彼女は、残された全ての時間を使って、布教を果たしたんだ。それは、父親である敬虔王の悲願でもあった。何よりそれが、彼女の望んだ親孝行だ」

「これの、どこに罪がありますか？」

　そう後を継ついだのは、フィーナ。

「お母様が、ステラちゃんの命を諦あきらめれば良かったのですか？　私たちが、正規勇者たちに捕つかまれば良かったのですか？　……ステラちゃんが、三日間の命を得なければ良かったのですか？　……そしたら、私、ステラちゃんと出会えないままだったのですよ？」

　フィーナは話の途と中ちゆうで熱を帯び始め、その熱が抑おさえきれずに、涙となって溢れていた。

　敬虔王が口を開いた。

「生きとし生けるものは、みな、死の定めにある。そこから逃のがれようとすることなど、許されないのだ」

　その言葉は正論だ。反論の余地などない。

　だが、フィーナは反論する。

「私は許します！」

　これ以上ないほど明朗快活に。そこにすべての感情を込めて。

「それはただの感情だ。現実は違う……この世界は、そうは創られていないのだ」

　敬虔王は冷たく言い放った。まさにその通りだ。

　その通りなのだが……。

「そう言うアンタも、よっぽど感情論に流されているじゃないか」

　アッシュはそう言い切った。なぜなら、

「そんなに苦しそうに、泣きながら言うようなことじゃないだろ」

「…………何を言う」

　その声は、低く重く響き渡る。

　その居住まいは、一寸の歪みもないほど整っている。

　それほどまでに声を抑えなければ、上ずってしまうのだろう。

　それほどまでに力を込めなければ、俯うつむいてしまうのだろう。

　それほどまでに……

　娘の死は、親の身も心も打うち砕くだくのだろう。

「不器用すぎるのですよ……みんな」

　フィーナは、悔くやしさを滲にじませるように呟いていた。

　誰もが彼女のように素直に感情を出せたら、どれだけ楽しい社会になるだろう。

　アッシュは、多少の皮肉と多大な尊敬を込めて、そう思う。

　少なくとも、『敬虔王』と呼ばれる者には、無理なことなのだ。

　敬虔王は、重く苦しそうな口を、何とかこじ開けようとしていた。

　その苦く悩のうは、恐おそらく本人にしか理解できないだろう。

　敬虔王が敬虔ではなくなる、その重さ。

「神が、この苦しみを助けてくださると思っていたのだ。『敬虔王』と呼ばれるほどに祈いのり続け、ただひたすらに、娘の快復を願い続けていた……」

　……あぁ。そういうことか。

　そもそも、彼かれが敬虔である理由からして、娘のためだったのだ。

　今、アッシュの目の前にいるのは、敬虔王なんかじゃない。

　ただの父親なのだ。

「私は、娘の最さい期ごを知りたいのだ……本当の最期を」

　敬虔王は――いや、ジェイムスは、顔を覆うようにして蹲うずくまった。

　彼の口からは、それ以上の言葉は出てこなかった。嗚お咽えつだけが辺りに聞こえる。

「その依い頼らいは、既すでに承うけたまわっている。代金も受け取り済みだ」

　アッシュは、そう前置きする。

　親子の想いは通じているのだと、伝えるように。

　そして話し始めた。

　無免許勇者でなければできない仕事――その達成感を胸に抱きながら。







†　第五話　†
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　魔物とは何か――




　その明確な定義は、実はまだ無い。

　各種の神学書や哲てつ学がく書しよ、医学書などが、それぞれの見地から定義付けを試みようとしているが、そのどれにも例外が存在してしまい、一定の条件を求めることができないのだ。

　現状、おおよそ矛む盾じゆんを生じないように構築された、最大公約数的な説明のみが、定義として存在しているものといえる。

　たとえば、神学校で多く用いられている体系書：『罪論概がい説せつ』（聖皇カルロス編著）には、通説的見解として、こう記されている。

『罪が罪を呼ぶ、という法ほう諺げんがあるように、かねてより《罪》相そう互ごの関連性が指摘されてきた。その一例として、生罪体フオルス（俗ぞく称しよう：魔物）とは、人々の《罪》が――すなわち負の思念が――集積され実体化したモノである、と考えられる。

　この点、思念が実体化に至る際には多大なエネルギーを要すると考えられるが、ここで、思念に対する何らかの依より代しろ――『核かく』となる物質を介かいすることにより、実体化そのものに要するエネルギーを削さく減げんしているものと推察できる』

　この通説に対しては、

『果たして、負の思念のみが生罪体を形成しうるのか。正の思念であっても、その強さが一定限度を超えたモノであれば、生罪体となることもありうるのではないか』

　という有力説からの批判がある。

　なお、この体系書は、神学校においては必読書とも言える物であるが、一般人にとっては馴な染じみが薄うすい。そのような一いつ般ぱん市民にとっては、別の書しよ籍せきが良く読まれており、それがいわば俗世における通説――一般常識となっている。

　この点については、幼児向けに書かれた世界的ベストセラーの神学入門書：『よくわかるクリシュダき』（かいたひと：せいおうカルロスさま）に、こう記されている。

『マモノっていうのはね、クリシュダさまをイジメようとする、わるいやつなんだよ。

　クリシュダさまをイジメることを、《つみ》っていうんだ。

　ボクたちにんげんにも、《つみ》をもっているひとがいるんだけど、マモノは、もっとわるいやつなんだ！

　ボクたちのことをたべようとしたり、おウチやきょうかいをこわしたりもするんだ！

　だから、そんなわるいマモノたちをやっつけるために、ゆうしゃさまやしんかんさまたちが、いっしょうけんめいたたかっているんだよ。

　みんなも、ぜったいに《つみ》をもたないようにしないとね。

　クリシュダさまをイジメないように、クリシュダさまによろこんでもらえるように、みんなでなかよく、いきていこう』




　どの書籍を呼んでも、どんな人に説明を聞いても、必ず共通している事じ項こうがある。

　それはすなわち――

　魔物は《罪》である。

　神の敵である、と。
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　依頼はいつも唐とう突とつだ。

　そして、念ねん符ふから届けられる通信は、およそ依頼とは言えないものも多い。

　やれ「儂わしの眼鏡はどこに行ったか知らんかね」やら、「今夜は寂さびしいの。ちょっと話しましょ」やら、「ハァハァ、フィーナちゃん、今どんな恰かつ好こうしてんのぉ!?」やら……。

　今回の通信も、一いつ瞬しゆんそういった類たぐいのものかと思われた。

　パブレ村近きん郊こうの森にある洞ほら穴あな。アッシュたちが朝の日常を送っていると、傍かたわらに置いてあった念符から何やら音が聞こえ始めた。誰だれかと通信が繋つながったらしい。

「あ、ごめんなさい、アッシュ。私は手が離はなせないので、通信に出てほしいのです」

　洞穴の奥おくの暗くら闇やみから、フィーナの声。タイミングが悪く、着き替がえ中だ。

　もっとも、言われるまでもなくアッシュはすぐに念符を取っていた。

「どうした？　何があった？」

「…………あ～？」

　念符の向こうから聞こえたのは、どこか気の抜けたような少女の声。

「おい。何か起こっているんじゃないのか？」

「おっ。……おぉ」

　こちらから声を掛かけても、反応が鈍にぶい。聞こえてはいるようだが……。

「俺おれの声は聞こえているな？　アッシュだ。アシェロット・バルツロメオだ」

　アッシュは先に名乗ることにした。すると、

「ア……シュ……うっ」

　こちらの言葉を繰くり返すように、そう言った。

　返答内容は要領を得ない。だが……

　……この声、どこかで聞き覚えが。

　そうは思うのだが、思い出せない。きっとフィーナが聞いたら判るかもしれないが……

　そう思った次の瞬間、

「いたぞ、あそこだっ！」

　突とつ然ぜん、念符から男の叫び声が聞こえてきた。

　そして直後には、

　ボボゥンッ――「きゃああぁぁっ!?」

　反はん響きようするような激しい爆ばく発はつ音おん、そこに少女の悲鳴が重なった。

「おい大だい丈じよう夫ぶか!?　おい！」

　アッシュの呼よび掛けに返事は無い。

　アッシュは改めて念符に呼び掛けようと……

　ガヂャンッ――ダンッ！　突然背後で物が蹴け飛とばされる音がして、思わずアッシュは振り向むいていた。

　そこには、着替え途中でシャツもスカートも脱ぬげかけていて下着が丸見え状態になっているフィーナ。

　いつもだったら呆あきれたり冗じよう談だんを言ったりするような恰好なのだが、今日の彼女の様子に面しては、茶ちや化かすことなんてできなかった。

　フィーナは口を両手で押おさえて、固まっていた。

　その目は大きく見開かれていて、良く見ると、身体からだ全体が小さく震えていた。

「……どう、した？」

　アッシュはそれしか聞けなかった。それほどまでに、今のフィーナは弱く見えた。

　ちょっと声を掛けるだけでも、いとも容易たやすく壊こわれてしまいそうなほど……。




「……ステラちゃん、なのです」




「…………は？」

　フィーナの言っている意味が判らなかった。

　何がステラなのか……

　どうしていきなりステラなのか……

　これじゃあまるで、今の通信とステラが何か関係があるみたいじゃないか。

　確かに、以前フィーナは、念ねん符ふ越ごしに声を聞いただけで、ほんの少ししか話したことのないような人すらも言い当てていたのだ。

　だったら今回の通信の相手も、フィーナは言い当てているっていうのか？

　アイツはもう死んだのに？

　この世界には、もう居ないのに……？

「ステラちゃん！」

　アッシュの困こん惑わくを余所よそに、フィーナは念符に駆かけ寄よって名前を叫さけんだ。

　念符からは、返事がない。

　ボボゥンッ――

　そこに再び、反響するような爆発音が響き渡る。こちらの地面までもビリビリと震わせるほど大きな……

　……いや違ちがう。

「この爆ばく発はつ、近いぞ！」

　この声の主は、この近くで、何かに追われている……。

「行きましょう！　ステラちゃんの所へ！」

「もちろんだ！」

　アッシュとフィーナは頷うなずき合って、念符だけを握り締しめて外に飛び出した……

　……って、

「フィーナ、服は!?」

「え、あ……」

　白日の下に晒されるフィーナの半はん裸ら……

　アッシュにとっては見慣れた光景だが、さすがに他人に晒せる姿じゃない。かといって着替えを待っている余よ裕ゆうもない。

「いつもので良いな？」

　アッシュは返事を待たずに、フィーナが中ちゆう途と半はん端ぱに着たままだった本物の服をひん剥むいてから、すかさず『灰色の贋作』を具現化した。

　そしてその手を引っ張って見晴らしの良い高台に上ると、すぐ辺りを見み渡わたした。

「アッシュ、ありがとうございます」

「いきなり何だ？　俺が何かしてやったか？」

「私の服、こうやって形もサイズも完かん璧ぺきに創れるほど、見てくれていたのですから」

　そんなことを言い出すものだから、アッシュは思わずフィーナの方を向いていた。

　灰色の服に包まれたフィーナの肌はだは、血色の良さが際きわ立だって見えた。

　特に、頬の辺りの血色が。

「……所しよ詮せんは、灰色だけどな」

「だからこそなのですよ～」

　フィーナは嬉うれしそうに笑って、

「見た目の『色』みたいな些さ細さいなことは似せなくても、その代わり、実は中身の『質』を高めてくれている。アッシュの具現化は、そういう力なのですから」

　やること為なすこと、こうやって解説されるのは、何ともむず痒がゆい。

「……知ったことか」

「でしたら、以後知っててください。アッシュが創ってくれる服は、凄すごく温かいのです」

「……そうか」

「はい。温かいのです」

　開光月デイアヌスの冷たい風が吹ふき付つける丘おかの上。

　にも関わらず、今日はなるほど、不思議と暖かく感じた。

「……あっ！」

　フィーナが突然声を上げて、ある一点を指差した。アッシュもすぐに指の先を追う。

　そこには、数人の男が何かを追い込もうとしている光景があった。白マントがこれ見よがしにたなびいている。あの男たちは勇者のようだ。

　二、三人ほどの勇者が、小さな雑木林がある区画を囲うように展開していく。

　あれが、さっきの悲鳴の案件なのか？　ここからでは判別できない。

「行くぞ」と言うと同時にアッシュはフィーナを抱き上げ、森の中を駆け抜けて行く。そしてアッシュたちが森を抜けた次の瞬間、目の前を人ひと影かげが駆け抜けて行った。

　その姿、見み間ま違ちがえるわけがない。

「ステラ!?」「ステラちゃん！」

　あれはステラだ。

　もはやアッシュには意味が解わからなかった。

　ステラが勇者に追われている。

　だけど、ステラは死んだのだ。

　だったら、目の前の光景は何だ？

　それは、ステラが勇者に追われているのだ――

　死んだはずのステラが――勇者に追われて、このままじゃ……殺される？　でもステラは既に死んでいる……だけどステラは今、ここに居る……居るじゃないか……。

　グチャグチャに混乱する頭の中で導き出した結論は、至って単純だった。

　ステラはそこに居る！

　だったら護まもるんだ！

　今度こそっ！

　アッシュはフィーナに後方援えん護ごを頼たのみながら、すぐに駆け出した。

　勇者たちも、アッシュたちが近付いていることに気が付いたようだ。

　どれもこれも見知らぬ顔だ。少なくとも、この地区に所属している勇者じゃない。導力は六〇〇〇近辺と、かなりの実力者たちのようだが……。

　容よう赦しやなく聖せい魔ま術じゆつを放ち、ステラに襲おそい掛かる勇者の群れ。

　プツンと、何かがキレた。

　……お前ら、ステラをどうするつもりだ？




　次の瞬間、ふと気付いたときには、アッシュの周りで勇者たちが全員気絶していた。

　どうも、やりすぎたような気がしてならないのだが……記き憶おくが曖あい昧まいだ。ついカッとなって我を忘れてしまっていたらしい。

　ともあれ、気絶はしているものの、目立った外傷はないし、導力も安定している。そもそも勇者たるもの、この程度では死なないはずだ。

　そんなことはどうでもいい。

　アッシュは、ゆっくりと振り返った。

　そうすることで、真正面から、それと対たい峙じすることになる。

　それは、やはりステラだった。

　距離にして、一五ｍ。こうして至近距離で見れば、尚なおのこと。

　その瞳も、髪かみも、肌も服装も……

　それら全すべての恰好が、ステラそのものだったのだ。

　あの日、祭さい壇だん址あとでの舞まいを最後に消えてしまった、あの綺き麗れいな姿そのままで……。

　ただ、あの時と違うことがあるのだとすれば。

　目の前にいるステラの胸むな元もと。そこに一つの宝石があるということ――

　イヤリングが、その胸元に埋まっているということ――

　核として、そこにあるということ。

　ただそれだけのこと。




　……そう。

　そうか。

　このステラは、魔物なのだ。
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　翌朝――

　目覚めはあまりよろしくない。というか、ほとんど眠ねむれていない。

　ここは、いつもの森の洞穴。

　灰色のベッドに横たわり、天てん井じようを見つめる。微かすかに射し込む陽ひの光が朝あさ露つゆに反射して、それなりに明るく、そしてとても綺麗だ。

　見慣れた天井……だが、ひとたび首を横に動かせば、そこは見慣れぬ光景だ。

　ステラがいる。

　アレは夢ではないのだと、こうして現実が目まの当あたりにされている。

　胸元に埋まっているイヤリングが、この子はヒトではないのだと主張してくる。

　アッシュは思わず、そのイヤリングにそっと触ふれていた。

　冷たい……。

　冷たいのだ。

　イヤリングの部分だけではない。

　ステラの肩かたも、首も、顎あごも、耳も……

　鼻も、目ま蓋ぶたも、髪の毛けも、唇くちびるも……

　彼女の身体は、どこも冷たいのだ。

「……何を、しているのですかねぇ？」

　ステラの向こう側から覗のぞき込む、フィーナの視線も冷たいのだ。

「おはよう、フィーナ」

　アッシュはとりあえず爽さわやかに挨あい拶さつした。

「あ、おはようなのです……それはさておいて、私は怒おこってるのです。激げき怒どなのですよ」

　フィーナは律りち儀ぎに挨拶を返してくれつつ、その眉み間けんに深すぎる皺しわを作って怒っていた。

「なぜ、先に私に手を出さないのですか？」

　そこか。

「良いですか、アッシュ。ステラちゃんに手を出してしまうのは良いとして」

「いや良くはないだろ」

「それは私もいろいろ触さわりましたから、強くは言えないのです」

「もはや何も言うな」

「いいえ言わせていただきます。一五歳さいよりも一七歳の方が良いということを、具体例を交えて嫌いやというほど教えて差し上げますから」

「嫌だ」

「……ですから、嫌というほど」

「だから嫌だと言っている」

　フィーナはポカンと固まりつつ、その瞳にじわりと涙を湛たたえながら、

「アッシュは……アッシュは一五歳の女の子が大好きなのですね～っ！」

「そこじゃねぇ!?」

　そんなバカ騒さわぎをしていると、さすがにステラも起き出してしまった。

　ステラは、むっくりと上体を起こすと、両りよう腕うでを大きく上に突つき上あげて、「くあぁ～」と鳴いた。

「……あぁ～かわいいですぅ」

　そんなステラを間近で垂すい涎ぜんしつつガン見するフィーナは、正直、気持ち悪い。

「あ」と、ステラがアッシュたちに気付いた。するとステラは、いつか見たような純じゆん朴ぼくな笑え顔がおを見せてきて、

「お、おはよおございませ」

　覚えたての言葉を喋った。




　ステラは――この魔物は、ステラの記憶も、人間の知ち恵えも知識も、持ってはいなかった。

　それは当然のこと……魔物なのだから。

　そう理解しているはずなのに、心のどこかで期待していた……いや、今も期待しているのだ。

　魔物とは何か――その答えはまだ誰も判っていないのだから。

　人間の生まれ代わりなどという魔物が存在していても良いのではないか。

　そんな可能性だって、なくはない。

　たとえば、そう……

　何も知らないはずの魔物が、どこからか持ってきたフィーナの念符を正しく使って、通信をしてきたこと。

　あるいは、そう……

　旅を始めたくとも、ステラの巡礼路コンポステラの近くを絶対に離れたがらないこと。

　そんな偶ぐう然ぜんが――あるいは必然が、ここには存在している。

　だが、結局はそれだけなのだ。それ以上でも以下でもない。

　この魔物を、あのステラと――ステラグラム・デ・ポルティベリカと結び付けることができるのは、それくらいしかないのだ。

　だから、と言うことでもないのだが、アッシュとフィーナは相談の上、しばらくの間、この子を引き取って育てることにした。

『ステラ』という名前を付けて――

『小さな星』に、奇き蹟せきの願いを込めながら。

　この子には居場所がないのだ。

　ステラにそっくりな容よう貌ぼうでは、人目に付くような場所には居られない――

　そもそも魔物なのだから、街に近づくことすらできない。

「お父さ～ん」

　ふと、洞穴の外から、フィーナが誰かを呼んでいた。いったい誰のことなのやら？

「お父さん？　……えぇと、それが嫌でしたら、アッシュパパ？」

「おいやめろ」

「あ、お父さん。居るならちゃんと返事をしてくださいよ」

「お前に『お父さん』と呼ばれる筋合いはない！」

「……やっぱり『パパ』の方が？」

「断じて違う！　……普ふ通つうに呼べ」

「普通に呼んでいるつもりですのに……むー」

　フィーナは不満げに唇を尖とがらせていた。

　するとそこに、ステラも後を追うようにやってきて、

「アッシュ、フィーナ」

　と、普通に呼んできた。というか、

「相変わらず、ステラは言葉を覚えるのが早いな」

「ですねー」

　人語を解する魔物。

　その事実だけでも、歴代で数えるほどしか存在しえなかったほどの例外体だ。

「一応、『父』や『母』に関する言葉自体は、いろいろ覚えているのですよ。……ですが、どうしても私たちのことをそう呼ぼうとはしないのです」

　それはまるで、『本当の父母』がどこか別の場所にいることを知っているかのように。

　……なんて考えるのも、どうだろうな。

　まるで奇蹟だ。

　自ら神を見捨てておきながら、いったいどんな奇蹟を信じようとしているんだか。

　……ただ。

　事ある毎ごとに『普通の魔物はこうだ。だがステラは違う』なんて考えるのは面倒だ。

　いっそ、『ステラはこういうヤツだ』と言っておけばそれで十分だろう。

　魔物か魔物でないかなんて、もはや些細なことだ。

　楽しそうに笑っているステラを見ていると、そんな気分になる。




　ステラの知的成長は早く、ものの数日で、日常生活を送るには苦労しないほどの会話を習得していた。

　ただ、その知識が新たに覚えたものなのか、それともかつてを思い出したのか、それは判別できない。

　ステラが、丘の上を楽しそうに駆け回まわっている。毎日毎日、同じ場所にしか行けていないのだが、それでもまったく飽あきもせずに、楽しそうに笑っている。

　そんなステラの姿を、アッシュとフィーナは並んで眺ながめていた。

　あの日ステラを追っていた連中が――正規勇者どもが再び襲ってこないか、監かん視ししている意味合いもある。

　ただ、それなら険しい表情であるべきだろうに、知らず、二人の頬ほおは緩ゆるんでいるのだ。

「こうしていると、私たち、本当の家族になっている気がするのです」

「そうだな……」

「アッシュがお父さんで、もちろん私が……」

「妹が二人いるような気分だ」

「違うのです～！　そうではないのです～！」

　フィーナが泣きながらアッシュの肩を揺ゆすってきた。

「どうした妹よ？　駄だ々だをこねても小こ遣づかいはやらないぞ」

「あ、お金の面はアッシュには期待していないのです」

　酷ひどい。

　真顔で言われてしまった。

「とにかく妹は嫌なのです！　完全に恋れん愛あい対象から外れてしまってるのですよ!?　でしたらせめて愛人でも！　いっそ何番目でも良いので奥さんにっ」

「何人も作るつもりもないわ！」

「あ、そこまで養えないですものね……」

　そこに話が収しゆう斂れんするのか……。

「ですが、私は愛さえあれば何も要いらないのです！　お得ですよ、お得！」

「俺はそもそも、誰かに愛を与あたえたことすらないんだが……」

「だとしたら、私はアッシュの『無意識の愛』をいただいているのですね～。えへへっ」

　フィーナは嬉しそうに笑った。

　……まったく。

　ここまでポジティブになれるのは、ある種の才能だろう。

「アッシュ、フィーナ」

　そこにステラが駆け寄ってきた。

「とっても楽しそうでした。どんなこと、話していたのですか？」

　その口調はフィーナに似ている。四六時中一いつ緒しよにいたから、当然と言えば当然だが。

「家族計画なのです！」

　と、フィーナがまさに楽しそうに言った。間ま違ちがっちゃいないが、根本的におかしい。

「家族計画？」

　と、ステラが小首を傾かしげた。

　ただでさえ言葉が不得意なのに、さすがに変な意味を込めた言葉まで解るわけがない。

「そうですねぇ。簡単に説明しますと……」

　……変なことを言うなよ。

　とアッシュは念を送っていたのだが、

「つまり、私とアッシュが夫ふう婦ふになりゅ!?」

　やはり変なことを言い出したから、咄とつ嗟さに口を抓つまんで黙だまらせた。

「うん？　えぇと？　家族計画って、何ですか？」

　ステラが興味深そうに聞いてきた。

　またフィーナに喋らせたら危険だ。となると、ここは自分が答えるしかないのか……。

「ま、まぁ、簡単に言えば……」

　視線を感じる……ステラだけでなくフィーナもだ。……コイツ楽しんでやがる。

「一人で居るよりも、誰かと一緒に居たいと思えること……。そんな時間が、ずっと続けばいいと思えること、か」

「誰かと、一緒に居たい……」

　ステラは、深く考え込むように呟つぶやいていた。

　一方、フィーナは……

「私、やはりアッシュのことが大好きなのです愛してるのです家族計画したいのです！」

　と、考えてるのか考え無しなのか判らない調子で吼ほえていた。

　そのまま抱だき付いてこようとするのを押さえ込んでいると、

「私は……」

　と、ステラが口を開いていた。

　思わず、アッシュとフィーナは静かに、ステラの次の言葉を待った。

「私は、家族なんていらない……ですわ」

「「っ!?」」

　アッシュとフィーナは声もなく困惑して、ただステラのことを見つめていた。

　ステラは、言葉を――ステラ自身の言葉を続けて、

「だって私は、家族を、不幸にしてしまったのですから……」

　ステラの瞳ひとみから、涙なみだがこぼれ落ちていく。

　それは、後こう悔かいの涙だ。

　過去の出来事を、後になって悔くやむ……

　過去の無いモノには流すことのできない、涙。

　つまり、彼かの女じよは……。

「私の、一緒の時間は……ずっと、続かな……かっ……た」

　ステラの身体がふらふらと揺れ、そのまま倒たおれこんでしまう。アッシュは咄嗟に駆け寄って支えたが、ステラは、眠るように意識を失っていた。

「アッシュ……ステラちゃんは、まだ」

「解ってるさ」

　フィーナの言いたいことは、解っている。

　ステラは、まだ、救われていない。

　かつてアッシュは、ステラを救うために依い頼らいを受け、そのための報ほう酬しゆうも受け取っている。

　ここにステラが居るという奇蹟がある。だとしたら、ソレは何のための奇蹟だ？

　決まってる。

　今度こそ、依頼を達成させるためだ。

「会わせてあげようよ、ステラちゃんのお父さんとお母さんに」

「あぁ。解っている。でなければ、何のための『無免許勇者オレ』なんだ」

　今のステラを助けることは、正規勇者ではできないことだ。

　魔物を《罪》と断じるようなヤツには、何もできない――させられない。

　アッシュとフィーナは、さっそく、敬けい虔けん王に連れん絡らくを取ろうと、前もって渡わたしておいた念符を使った。

　――だが、何度やっても繋がらない。

「……あ。もしかしたら、ステラちゃんが持っていた念符、あれが敬虔王にあげた物なのでは？」

「そういうことか。……なら、いっそ直接行っちまった方が楽か」

「でしたら善は急げなのです。さっそく出発する準備を……」




「無駄なことはやめるのだな」




　突とつ然ぜん掛かけられた女の声に、アッシュは慌あわてて臨戦体勢を取った。そしてすぐにフードを具現化してステラの顔を隠かくした。

　丘を登り近づいてくる人影……。

　まさか気配を探知できなかった!?　ステラに意識を集め過ぎていたとはいえ、ここまでの接近を無む警けい戒かいで許してしまうなんて。

　相変わらず、敵ながら賞賛せずにはいられない。

「まったく、盗ぬすみ聞ぎきとは趣しゆ味みが悪いな、勇者様」

「私は普通に歩いて来ただけだ。それに気付けない貴方あなたが未熟なだけだろう」

　勇者エリシアは、いけしゃあしゃあとそんなことを抜ぬかしてみせた。

　普通に歩いてここまで気配が消えるなら、もはや一いつ般ぱん人じんには目の前に立っても気付かれないレベルで気配を消せるだろう。

「どこまで盗み聞きしてたんだ？」

「敬虔王と、その娘むすめであるステラ姫ひめのことを話していたのだろう？」

「なるほどね」

　どこから、ということを言う気は無しか。

「しかし、敬虔王の名前が、そちらから先に出てくるとは思わなんだ」

　エリシアは、少し表情を険しくしながら言った。

「つまりエリシアは、敬虔王の話題を持って来たのか。なら、さっきの言葉の意味を聞きたい。敬虔王に会いに行くのに『無む駄だなことはやめろ』ってのは、どういうことだ？」

　返答次し第だいでは、いろいろと厄やつ介かいなことをしなくちゃいけなくなるだろう。

「今、王都に行っても敬虔王には謁えつ見けんできない」

「……俺たちが正規のルートで会いに行くとでも？」

「正規も裏も関係ない。今、敬虔王には会うことができないのだ。物理的な意味でな」

　エリシアはそう言うと、心なしか不満げに顔を顰しかめながら、

「敬虔王は、投獄された」

「なんだって!?」

　アッシュは困惑して叫ぶように言っていた。

「敬虔王は、処しよ罰ばつされたのだ。神に逆らう重大な罪を犯おかしたことによって」
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「ステラ姫の最大にして最後の功績となられた、あの布教……。皆みなの者は、よくよく思い出していただきたい。姫の訃ふ報ほうを受けた日付と、布教成功の報を受けた日付を。……どうであろう？　訃報の方が先であったと、そう記憶されているはずである」

　アッシュたちが『敬虔王　投獄』の報を受け取る前日の、王都エスベリカ――

　ポルティベリカ王国最高裁判所大だい法ほう廷ていでは、敬虔王ジェイムスを被ひ告こく人にんとして、裁判が開かれていた。

　検察として聖皇カルロスが立ちながら、冒ぼう頭とう陳ちん述じゆつを行った。

「確かに、直後、敬虔王は『あれは誤報であった』と訂てい正せいした。だが、我々の調査により、あれは誤報ではなかったのだと判明したのだ」

　その主張に、超ちよう満まん員いんの傍ぼう聴ちよう席せきが大きくどよめいていた。

　聖皇は周囲を静せい粛しゆくにさせながら、続けた。

「では、なぜ訃報が先にありながら、布教が成功を収めていたのか？　そこに、今回の罪状が深く関かかわっているのである。すなわち、『呪罪具ミステイリア所持・使用罪』なのだ」

　本裁判における、被告人の罪名は、『呪罪具所持および使用』の罪――

「ステラ姫の死に接した敬虔王……もとい被告人は、その死を受け入れることができず、『回復の聖遺物セイクリム』と称しようして取り寄せた呪罪具：スケイプドールを使用したのである。これにより、正当な死を迎むかえたステラ姫には、三日間の仮かり初そめの身体が与えられてしまったのである。そして、その邪よこしまな猶ゆう予よ期間を利用して、ステラ姫は布教を執とり行ったのである」

　聖皇カルロスの冒頭陳述に対して、敬虔王は終始、無言を貫つらぬいていた。

「何か、述べたいことはあるか？」

　と促うながされても、

「すべては、クリシュダ神が判断なされることでございます」

　とのみ答えていた。

　そして、その判断のときが、訪おとずれた。

　煮にえたぎる油がなみなみと注がれた壺つぼ、その中に沈しずめられた三つのタリスマンを、すべて壺の外に取り出すという……神明裁判。

　その結果は、失敗。

　減軽など無い――すなわち、死し刑けい。

　王は、右みぎ腕うでに重度の火傷やけどを負いながら、処しよ刑けいまでの時間、投獄されてしまっている。

　なお。

　今のポルティベリカ王国は、王位が不在となってしまった。ゆえに、暫ざん定てい的てきに王の業務を行う者が定められることとなった。

　その者とは、聖皇カルロス。

　ここに、政教一体の、権力と権けん威いを共に有する者が誕生していたのだ。




３




　エリシアから、神明裁判の様子を話してもらったアッシュとフィーナ。

　アッシュは無言のまま、身体の震ふるえを抑おさえることで精せい一いつ杯ぱいであったし、対照的にフィーナは押し隠すことなく「……最低なのです」と吐はき捨すてた。

　いつか見た聖皇カルロスの卑いやしい顔が、まざまざと思おもい浮かんでくる。

　あの男……やっていることは確かに『秩ちつ序じよ維い持じ活動』なのだろうが、その裏には常に保身や権力欲が見みえ隠れしている。

　聖皇という立場を最大限に活用して、敵になりうる者たちを消していくのだ。そんなことを目の当たりにして、アッシュたちはこのままじっとしていられるわけがなかった。

「フィーナ。さっそく出発の準備だ」

「はい。もちろんです！」

　そう言って身を翻ひるがえそうとすると、

「無駄なことはやめろと、言っている」

　と、呆れと怒いかりが入り交じった声をエリシアが投げつけてきた。

　アッシュは、ステラをフィーナに任せて奥おくに下がらせながら、笑顔で振ふり返かえる。

「やる前から無駄だと決め付ける、お前はどんだけ予言者なんだ？」

　そのセリフに、エリシアがあからさまにムッとした。

　予言が可能なのは、全知全能であるクリシュダ神のみ。そんな神と自分とを勝手に同一視する不敬が許せないのだろう。

　もちろんアッシュは、それを狙ねらってわざと言ったのだ。

「そうやって、貴方はいつも神を愚ぐ弄ろうする。神の御ご加か護ごを受けてこそ、我々は生きてゆけるのだというのに」

「それは違うな」

　アッシュは即そく答とうする。

「確かにこの世界は、神の傘さん下かに入った方が生きていきやすい。だがな、神の加護なんかなくても生きていける術すべはあるんだよ」

「それが、貴方だと言うのか。貴方が、神の代わりに皆を護ると……」

「違う」

　エリシアの言葉を遮さえぎるようにアッシュは言う。

「俺おれは別に、『神の代わり』になるつもりなんてない。神に助けてもらいたければそうすればいい。……だけどな、現に、神が見捨てた者たちが苦しんでいるのも事実なんだ。俺はただ、そいつらに対して『沈ちん黙もく』している神が大だい嫌きらいなんだよ」

「なるほど。それでか」

　エリシアは、何かに納なつ得とくしたように呟くと、

「ここから魔物の気配が漂っていたのも、それが理由なのだな！」

　エリシアが一気に踏ふみ込んでアッシュの背後を狙った……その眼前に突とつ如じよ、灰色の壁かべが出現して行く手を阻はばんだ。だがエリシアは容易たやすく壁を切り刻んで、更さらに突き進すすもうとする。

　そこにアッシュが立ちはだかる。エリシアは足を止め、アッシュに剣けんを突き付けた。

「魔物を庇かばうのか、無免許勇者よ」

「そんなこと今は関係ない。ここに居るのは俺の依い頼らい主ぬしだ。助けてほしいと頼まれた以上、最後まで助ける。ただそれだけだ」

　約束は、必ず守る。

「それがたとえ魔物だとしてもか」

「あのなぁ、エリシア……」

　アッシュは、聞こえよがしに怒りを込めて、

「ソイツがどんなかたちで生まれたかなんて、そんなに重要なことか？」

「っ!?」

　エリシアは息を詰つまらせ、見るからに動どう揺ようしていた。

　コレは、エリシアにとっては禁句のようなものなのだ。真しん偽ぎは不明だが、エリシアもまた生まれに傷を持つ者だという噂うわさを耳にしていたのだが……。

「生まれた地域はどこか？　親は誰だれか？　どんなふうに生まれたか？　ただそれだけのせいで全てが否定される……」

「やめろ」

「何を言っても聞いてもらえない。何をやっても否定される。そんな存在があってもいいと、エリシアはそう言いたい……」

「やめろと言っている！」

　エリシアが声を裏返らせるほどに叫さけんだ、と同時にエリシアの姿が消えた。

　目でも追えないほどの超ちよう高こう速そく。反射的に聖導鋼ミスリルの分厚い壁を出現させたものの、エリシアはそれを素す手でで破は壊かいしていた。

　その壁の向こうからは、憤ふん怒どの表情を見せるエリシア。

　アッシュは、努めて笑顔を見せながら、

「まだ何か、俺の依頼主に文句はあるか？」

「…………」

　エリシアは、まるで仇きゆう敵てきでも見るかのようにアッシュを睨にらみ上げてくると、

「……それがヒトに危害を加えるようなら、容赦はしない」

「それはお互たがい様さまだ」

　アッシュは、もはや表面上の笑顔すら作れないほど感情を表しながら、

「ヒトがあいつに危害を加えるようなら、容赦はしない」
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　エリシアに宣戦布告をするかのように睨み返した。

　それからどれほど対峙し合っていただろうか。

　――ドンッ！

　張はり詰めた静せい寂じやくを打ち破ったのは、下から突き上げてくるような強きよう烈れつな地じ震しんだった。

　アッシュとエリシアは一いつ瞬しゆんだけ目配せすると、すぐに背中を合わせながら立って辺りを見み渡わたした。こうすれば四方八方を隈くまなく状じよう況きよう確かく認にんできると、互いに察したのだ。

　揺れは大きく、そして長い。

「こいつは、ただの地震じゃないぞ！」

「あぁ。人じん智ちを超こえた力が関わって……くっ！」

　エリシアの言葉の途と中ちゆうで、更に揺れが激しくなった。

　フィーナは立っていられないほどだ。ステラを抱かかえるようにして守りながら、その場に座すわり込んでしまった。

　パブレ村の方で土つち埃ぼこりが舞まい上がっていた。家の崩ほう壊かいが起こっているのかもしれない。怪け我が人にんなどが出ていなければ良いが……。

「バルツロメオ、あれを！」

　エリシアの声に急いで振り返る。

　そこには、信じがたい光景が――信じたくない光景が広がっていた。

『星の巡礼路コンポステラ』が、光の柱を放ち、天に向かって伸のばしている――

　その光が、消えていく。

　無む彩さい色しよくの大地を貫くように続いていた多彩色の路みちから、色が失われていく。

　布教の効果が消えていく……。

「そんな……」

　フィーナが震える声を絞しぼり出だす。

「ステラちゃんの布教が……命いのち懸がけであんなに頑がん張ばったのに！　どうしてこんなっ！」

　アッシュたちが呆ぼう然ぜんと見つめる中、光の柱は、旧ティアーゴ市の付近にのみ残されるかたちとなっていた。

　その残された僅わずかな光が、明めい滅めつする……まるで苦しんでいるかのように。

　だが、それも数秒のことだった。

　旧ティアーゴ市から放たれていた最後の光の柱は、消え去ってしまった。

　そこには、無彩色の大地が広がっていた。

　まるで、最初から多彩色の路など無かったかのように――

　ステラの功績は、ただの夢だったかのように。

　そこには、虚無区があるだけだった。
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　これは、チャンスである。

　聖皇カルロスはほくそ笑えんだ。

　ステラ姫は死んだ。

　敬虔皇は失しつ墜ついした。

　唯ゆい一いつの功績だった布教も失敗し、虚無区が復活した。もはや、王族の権力は既すでに皆かい無むに等しいだろう。

　これはまさに、自分にとっての最高のお膳ぜん立だてである。

　奇蹟だとか偶然だとか、そういう曖あい昧まいなものではない――

　これは運命なのだ。起こるべくして起こったことなのである。

　神に感謝せずには居られない。

　クリシュダ神は、これを機に、王の出すぎた統治を改め、聖皇による正しい統治をすべきだとおっしゃっているのであろう……いや、そうに違ちがいない。

　これはいわば、クリシュダ神からの私信である、と。

　だからこそ今、カルロスは、再度の布教を計画していた。

　世界は今、布教の失敗による虚きよ無む区の復活という事態に、混こん迷めいを極きわめていた。

　もしや自分たちの暮らす地域も、実はかつて布教に失敗していたのではないか……突然虚無区になってしまうのではないか……という疑ぎ心しん暗あん鬼きが蔓まん延えんしているのだ。

　そこに、聖皇たるカルロスが登場するのである。カルロスが布教を成功させてみせれば、人々の信心は一気に協会へと傾かたむくであろう。

　真まことに残念なことに、今もまだ敬虔王を信用している輩やからが多くいるようなのである。いくら神明裁判の結果とはいえ、このままアレを死刑にすることは困難なほどに。

　……ならば。

　とカルロスは企くわだてた。

　今回、カルロスが改めて旧ティアーゴ市へ布教に行く際に、『現場検証』と称して敬虔王を連れて行こう。その道中、敬虔王は不幸にも殉じゆん教きようしてしまうのである。

　それは起こるべくして起こるのだ。神はいつも、的確な判断をしてくださるのだから。

　カルロス自身は気付いていなかったが、その顔は、実に酷く歪ゆがんだ笑顔であった。

　コンコンコンッ――「聖皇様、いらっしゃいますか」

　部屋の扉とびらがノックされて、カルロスはふと気を引ひき締しめつつ「何か？」と返答した。

「例の呪罪具が届けられております。封ふう印いんのほど、どうぞよろしくお願いいたします」

「判った。すぐ行く」

　カルロスは従者を下げさせながら、ふと、思わず口角が上がっていた。

　良い案が閃ひらめいたのだ。

　敬虔王の目の前で、アレを封印してやろう。ならば王おう妃ひもいた方が良いな。

　神に反して呪罪具などを集めていたら、どうなるのか。

　それを思い知らせるのである。

　王らにも、そして、国民らにも。

　それが、今後の協会の地位をより強固なものとするであろう。

　誰も逆らえなくなるほどに。

「神は、我と共にある」




４




「恐おそらくは、舞まいの途中にあった小さなミス。あれが原因となって、不十分な布教になってしまっていたのだと思います」

　とフィーナは推察していた。

　……それとも、そもそも『呪罪具』を使っていたせいなのか。

　そう思うところはあっても、アッシュは口に出せなかった。

　もしそうだとしたら、ステラは、最初から成功する望みなど無かったということになってしまうのだから。

　そんな哀かなしいことに、なってほしくはないのだ。

　あの旅は、哀しいものではなかったと思いたいのだ。

「それだったら、また挑ちよう戦せんするしかないだろうな」

　アッシュは努めて前向きにそう言った。

「ですよね！　一回で無理だったのなら、またやれば良いのですよ」

　フィーナも努めて笑顔を返してきた。

　今のステラは魔ま物ものなのに。

　その事実から目を背そむけるかのように、アッシュとフィーナは前だけを見続けていた。

　……やるしかないんだ、俺たちは。




　護剣軍の結成――

　その知らせは瞬またたく間まに国中に――世界中に伝でん播ぱしていき、人々の心に安らぎを与えた。

　今度は正規の護剣軍が、正しよう真しん正しよう銘めいの布教を成なし遂とげてくれる。

　この間のものは、結局は『ニセモノ』が執り行った布教に過ぎないのだ……と。

　しかも、今回のリーダーは、あのエリシア・グラツブルクなのだ。

　今や市民の心は、不安どころか希望に満ち満ちていた。

　神は――勇者は――やはり自分たちを護まもってくれるのだ、と。

　……市民は、それが形式的なリーダーだとは知らないのだからな。

　エリシアは心の中で自じ嘲ちようした。

　今回の護剣軍、リーダーは確かにエリシアだ。だが、今回の遠えん征せいでは、現場の指揮権も含ふくめて全すべての権限が、聖皇カルロスに委ゆだねられている。立場上、エリシアはカルロスの操あやつり人にん形ぎようとして立ち回るしかないのだ。

　いずれにせよ、これで布教が成功すれば良い。

　エリシアはそう思う。

　だが同時に、エリシアは、あの聖皇カルロスを信用しきれないでいる。

　敬虔王を裁いた神明裁判は……あるいはバルツロメオらを罰ばつしようとした白はく銀ぎん竜りゆう事件の神判もまた、『正義』にもとるのではないのか、という疑念が拭ぬぐいきれないのだ。

　もっとも、『全ては神の思おぼし召めし』だと、協会関係者は言うだろう。

　現に、もし明確に疑念を主張したとしたら、それはすなわち『神の思し召し』を疑うことに他ほかならず、神への反逆行こう為いとなってしまう。

　……だが、もし万が一にも、聖皇の命令に私的な事情が垣かい間ま見みえたとしたら、たとえ命令でも従うことはできない。

　エリシアは、そんなことを考えている自分に、少なからず驚おどろいた。

『正義』であろうとする自分が――あらゆる『罪』を否定しようとする自分が――まさか聖皇に対する命令違い反はんを考えるなどと。

　それはきっと、バルツロメオのせいだろう。

　あの男は、人々を救うために戦っているのだと言う。

　かく言う自分も、願いは同じだ。

　なのに、立場は違う――正反対だ。

　正規勇者と、無免許勇者。

『正義』と『罪』――

『正義』には助けることのできない存在……

『罪』だからこそ助けることができる存在……

　……バルツロメオが匿かくまっている魔物、もとい依い頼らい者しやは、はたして。

　エリシアは、胸に溜たまってくるような不快感を吐き出すように、大きく溜ため息いきをついた。

　時間だ。行かなければならない。




　護剣軍は、『旅の扉』を介かいして、四〇人近くの勇者を全国から送り込む予定だという。

　アッシュたちは、その前にステラと共に布教をしてしまいたかった。

　四〇もの正規勇者たちが、魔物であるステラを目まの当あたりにしたらどうなるか、想像に難かたくない。魔物は神の敵なのだから。

　だからこそ、そうなる前に、一気に片を付けてしまいたかった。

　だが、肝かん心じんの主役が、動けないでいた。

　アッシュたちがステラに前回の旅のことを話しても、これからすることを説明しても、ステラは不思議そうに首を傾げるばかりで、およそ理解ができているとは思えなかった。

　今のステラには、布教についての記き憶おくも知識も無い。

　以前、記憶が戻もどったような口調で話したことがあったが、だからといって、それで全ての記憶が戻ったわけではなかったのだ。その現実が、心を抉えぐる。

　それでも、『布教』という単語を耳にするたび、ステラは哀しそうな、だけど熱意の籠こもった目で、アッシュたちを見つめてくる。

　そして、

「……私は、『布教』を……そう、ですわ。……私は、布教をしなければ」

　そう言って、確かに頷うなずいた。

　記憶や知識は、まだ戻っていない。それでも、そこには想おもいがある。

　その想いに応こたえるのだ。




　夜――

　空には、皓こう々こうと光る満月が昇のぼり始めようとしていた。

　今、アッシュとフィーナ、そしてステラは、既に虚無区の中へと入っていた。

　見渡す限りの灰色の世界。夜が一層、色を奪うばう。

　ここが数日前まで、色しき彩さい豊かに彩いろどられていたとは思えないほど――

　虚無の世界だ。

　アッシュたちは、何よりもまず祭さい壇だん址あとまで行ってみた。だが、そこにステラが立っても、何も思い出すことができなかった。

　フィーナが改めて儀ぎ式しきの説明をしてみたり、いっそフィーナが記憶を頼たよりに踊おどってみたり、そこになぜかアッシュまで引っ張り出されて一緒に踊らされたり……

　そこまでやっても、何の成果も無かった。

　かつてのティアーゴの街を、高台にある壊こわれかけの民家から見下ろすアッシュ。欠けたテーブルを挟はさむようにして、皆、無言でそれぞれの方向を見つめている……。

　ふと、遠くから爆ばく発はつ音おんや裂断音が聞こえてきた――戦せん闘とう音だ。土埃も上がっていた。

　護剣軍が迫せまって来ている。

　思ったよりも早い。隊結成までの時間もそうだが、虚無区を進しん攻こうしてきた速度もかなりのものだったようだ。

　ここに辿たどり着つくまで、あと三〇分といったところか。

　もはや遭そう遇ぐうは避さけられない。敗走させられれば良いが、最低でも足止めくらいは……。

　アッシュたちは民家の中に身を潜ひそめながら、護剣軍がやってくるのを待つしかなかった。

　ここからなら街のメインストリートを見下ろすことができる。そのお陰かげで、数百ｍ先の段階から、護剣軍の様子を窺うかがうことができた。

　先頭は、エリシアだ。

　他のどの勇者よりも毅き然ぜんとした振ふる舞まいで、まさに威い風ふう堂どう々どうと街かい道どう跡あとを歩いてくる。

　そのすぐ後ろに配されているのは、神み輿こし。

　上に乗っているのは、聖皇カルロスだ。

　総勢四〇名ほどの小隊規模ながら、その構成員は精せい鋭えいばかり。まともに戦おうとすれば、面めん倒どうなことこの上ない。

　……ふと。

　隊列の中に、歩き方からして勇者たちとは違う者が紛まぎれ込んでいた。二人……男女のようだ。まだ距きよ離りがあるため、さすがに誰かまでは判らないのだが……。

「あ……」

　隣となりから弱々しい声が漏もれていた。何かに気付いたような、ステラの声だ。

　いったいどうした……と思って振り向むいた先には、ステラは居なかった。

「ステラちゃん!?」

　フィーナの呼よび掛かけにも反応せず、ステラは既に廃はい墟きよの家を出て、高台から下に駆かけ降おりようとしていた。

　アッシュとフィーナも遅おくれて廃墟を飛び出しステラを追った。

　軍との距離は更に縮んでいる……そこでアッシュも目視できた。

　敬虔王と王妃だ。

「ステラ！」「ステラちゃん待って！」

　二人が呼び掛けても反応すらない。ただ一直線に、王と王妃に向かって――両親に向かって突つき進んでゆく。

　このとき、アッシュは本気で止めようと思えば止められた。

　だが、ここで止める権利が自分にはあるのか？

　どんなかたちであれ、親子の邂かい逅こうを邪じや魔ますることなんてできない。

　それは、アッシュとフィーナが約束したことだから。

　だからアッシュは、この邂逅を邪魔しない。

　いっそ、邪魔するヤツを邪魔してやる。

　護剣軍も、とっくにこちらに気付いていたのだろう。遠距離能力部隊がこちらに手をかざし、容よう赦しやも躊ちゆう躇ちよもなく術や技わざを放ってきた。

「ちぃっ」――アッシュはステラを背に庇うように前に出て、そこで耐たい性せい付きの武具を手て当あたり次第に具現化した。いちいち属性効果なんて調べる気もない。全種類を出してしまえば良いのだ。

　そのどれかが反応して激しい爆ばく発はつが起こり、辺りに濃こい煙けむりを発生させた。周囲の木々が薙なぎ倒されていくが、肝心のステラは無傷だ。

　ステラはそのまま高台を駆け降りる勢いで、隊列の前に飛び出していた。転びそうになったせいでフードが捲まくれて、顔をすっぽりと隠していた。

　そんな彼女をアッシュは咄とつ嗟さに支えて、フィーナも隣に並んで肩かたを抱き寄よせていた。

「無む茶ちやしないでほしいのですよ」

　と叱しかりつつも、どこか仕方がないという諦あきらめも見えていた。

　突とつ然ぜんの出来事に、勇者の群れは驚き戸と惑まどっている。

「何の用だ、無免許勇者！」

　そう叫ぶエリシアの声には苛いら立だちが含まれていた。

「そう警けい戒かいするなよ。ただの『親子の対面』だ。邪魔しないでもらいたいな」

　と、アッシュはステラの背中をぽんと優やさしく叩たたいて促した。

「親子、だと？」

　エリシアは怪け訝げんそうな顔をして、

「それは魔物ではないか」

　そう冷たく言い放つと、周囲の勇者に合図をして、アッシュたちを包囲させた。

「その言い方はおかしいなぁ、エリシア。それじゃあまるで、魔物は親と対面してはいけないとでも言っているみたいだ」

「貴方こそ、どういうつもりだ。まるでここに魔物の親が居るかのような……」

「こういうつもりだよ」

　アッシュは言うと同時に、ステラの顔を隠していたフードを捲り上げる。と同時に、辺りの煙が風に吹ふき飛とばされ、晴れていく。

「……っ!?」

　エリシアが言葉無く驚いていた。他の勇者に至っては、悲鳴を上げる者までいた。

「ステラッ!?」

　そこに女性の叫び声ごえが響ひびき渡る。

　王妃カタリナ――ステラの母。

「……まさか」

　と困こん惑わくを口にするのは、敬虔王ジェイムス――ステラの父。

「皆さんやめてください！　あの子はステラです！　私の娘の、ステラなのです！」

　王妃の悲痛な叫びに、勇者たちは一層困惑するばかりだった。

「どうやら、王妃様はご乱心のようだ」

　そこに、聖皇カルロスの声が響いた。

　皆、冷水を浴びせられたかのように静まり返る。

「あんな魔物を、自分の娘と見み間ま違ちがえてしまうのだから。あぁ、何と罪深いことか」

　わざとらしいくらいの演技を見せ付けるように聖皇は言った。

「何を言うのです！　私には判わかります。あの子は間ま違ちがいなく……」

「間違いなく魔物なのですよ」

　聖皇は、冷れい徹てつなまでに事務的に断言すると、そこで一言、

「殺してしまいなさい！　生かしていては、この世界が罪で穢けがれてしまいますよ」

　聖皇の命令は、絶対だ。

　聖皇は、この国において、神にもっとも近しい存在。

　それは畢ひつ竟きよう、神の意思でもあるのだから。

「う、うあああぁぁぁぁつ！」

　一人の勇者が発はつ狂きようしたように声を上げて攻こう撃げきを放った。それに釣つられるように次々と攻撃が放たれる。

「させるかよ！」

　アッシュは叫ぶと同時に、ステラを覆おおうように灰色の森を出現させた。木々が攻撃を防ぐと同時に目め隠かくしとなり、その隙すきにフィーナがステラを庇うように連れて行く。

「小こ癪しやくな『灰色の贋作アツシユ』が……。無む免めん許きよ勇者行為を許すな。現行犯処罰をせよ！」

　勇者や神官が背神行為を現行犯で見つけた場合、裁判を経ずに処分をすることができる。

　これまでステラに対しては困惑を見せていた勇者たちも、アッシュが相手ならば手加減をすることもないようだ。攻撃の激しさが一気に増した。

　だが、アッシュはそれを意にも介さず容易に防ぎながら、堂々と立ちはだかる。

　そして、告げる。

「なぁ、アンタたちは、神しん獣じゆう殺しを知っているか？　そして、その結果も。もちろん知っているよな？　ポルティベリカ有史以来、唯一の無罪を受けた裁判だ！」

　勇者たちの手が警戒するようにピクリと止まった。

　あの裁判の結果は、数日と掛からず世界中に知れ渡わたっていた。

　神獣殺しの裁判が無罪となった、しかもあのポルティベリカで……

　その事実を知らない者は、少なくとも勇者の中にはいないだろう。

　もちろん、アッシュ自身も進んでその噂を広めていたのだ。新たな『奇き蹟せき』として。

「あのとき、神は俺をお許しになった。神獣殺しが許されたということがどういう意味か、見せてやろう！」

　アッシュは天に右手をかざし、渾こん身しんの力を込めて叫ぶ。




「いでよ白銀竜っ！」




　それはあたかも、神獣を召しよう還かんする儀式であるかのように。アッシュの手から光の帯が放たれていく。それはやがて、空に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんを描えがき出した。

　無彩色の森を青白く照らし出す魔法陣、そこから、白銀色の巨きよ体たいが姿を現してゆく。

　ズゥンッ――という激しい地じ響ひびきと共に、アッシュの背後に白銀竜が降り立った。

「ひっ!?」「ま、まさか……」「神獣様を、使し役えきするのか!?」

「そうだ！　これこそが、神に許された者の力だ！」

　アッシュが勝かち誇ほこったように叫ぶ。

「に、ニセモノだ！　ニセモノに決まっておる！　ヤツは『灰色の贋作』だぞ!?　早く倒たおすのだ！　魔物を殺すのだ！」

　聖皇が叫ぶように命令した。

　だが、誰だれ一人ひとりとして、動こうとはしなかった。

　それはそうだ。もし万が一、コレが本物だったとしたら、かつての神獣殺しの神明裁判を、今度は自分が受けなければならなくなるのだから。

　聖皇は、他人に仕向けた恐きよう怖ふ政治が、そのまま自分に返ってきているのだ。

　ただ、コイツがニセモノだと言うのは、もちろんその通りだ。

　アッシュの具現化は、白銀竜の姿かたちを具現化することはできる。だが、その能力については、創つくり出すことができない。

　要するにコレは、白銀竜の皮を被かぶったニセモノだ。

　だが、ニセモノにはニセモノなりの使い道があるのだ。




　コレはニセモノだ……そうに違いない……

　その疑念は、ここにいる勇者たち全てが抱いだいていた。

　だが、ニセモノであるとする確証が無い。

　誰も『本物』を見たことがないのだから……。

　グオォォォァァッ！

　突如現れた『白銀竜』が、大口を開けて咆ほう哮こうを辺りに響き渡らせた。

　そして『白銀竜』は、勇者の群れに向かって突とつ撃げきしてきた。その狙いは一直線に、王と王妃へと向けられている。

「ひぃっ！」

　王らの周りにいた勇者たちは、まさに手も足も出せず一目散に逃にげ出した。だが、王と王妃には逃げるほどの力も無く……。
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『白銀竜』の巨大な口は、二人を一口で呑のみ込んでしまった。そして『白銀竜』は、そのまま虚無区の奥へと走り去っていった……。

　あまりに一瞬のことに、呆然と立たち尽つくしたままの勇者たち。

「なぁ、アンタたちは、不思議に思ったことはないか？」

　そこにアッシュが語り掛けてきた。まるで講義をするかのように。

「なぜ、世界中に白銀竜伝説が存在しているのか……と」

　……まさか。

　という思いが勇者の群れに広がっていく。

「答えは簡単だ。白銀竜は、一体だけじゃない」

　アッシュは不敵に微笑ほほえむと、再び手を天にかざした。その先に現れた光の魔法陣は……三つ。新たに三体の白銀竜が、アッシュを守護するかのように聳そびえ立った。

　勇者の群れは驚き戸惑っている。

　白銀竜たちは、勇者の群れに向かって突撃してきた。

　対する勇者たちは、為なす術すべもなく防戦一方。逃げ惑まどうことしかできない。

　命令を！　……いや命令されても無理だ。コレらを……白銀竜様たちを攻撃することなんてできない！

　精鋭であるはずの護剣軍とはいえ、その想定を超こえることが起こってしまえば、普ふ通つうの人と同じようにうろたえるしかない。

「うろたえるな、勇者ら諸君！」

　エリシアの一いつ喝かつが響き渡った。だが、その声は一部の近くの者にしか届いていない。

「この状じよう況きようで、これ以上の進軍は無理である。無用な犠ぎ牲せいを増やすだけだ」

　ここにいる勇者たちは、個々の戦闘ではアッシュに勝まさるとも劣おとらない面メン子ツが揃そろっている。だが逆に言えば、彼かれらは団体行動に慣れていない。

　何より、相手は勇者の『限界』を知り尽くしている男……勝ち目は無い。

　エリシアは命じた。

「撤てつ退たいだ！」

「な、何を言っているのだエリシアァ!?」

　エリシアの突然の敗北宣言に、聖皇カルロスが声を裏返らせて激げき昂こうした。

「冷静になられてはいかがです、聖皇様。ステラ様にそっくりの魔物が現れ、白銀竜様と思おぼしき存在まで現れ、さらには白銀竜様がジェイムス様や王妃様を呑み込まれて行かれた……。こうも立て続けに異常事態が起こっている中、今や勇者らの精神は崩壊寸前です。もはや布教どころの話ではない。このまま進もうにも……」

「もうよい！」

「ならば、今すぐ撤退を」

「勝手に撤退をしておればよいと言ったのだ！　あんな連中、儂わし一人で十分だ！」

「……と、言いますと」

「裏切り者はこのまま撤退すればよい。後々の裁判でどうなるものか、覚かく悟ごしておれ！」

　聖皇は捨すて台詞ぜりふのように吐はき捨てると、一人で虚無区の奥おくへと進んでいってしまった。

　そんな聖皇についていく者は、いなかった。

　エリシアは、その後ろ姿を睨むように見つめていた。

　ふと。

　聖皇の歩いた跡あとに、ポツポツと、水すい滴てきが落ちていることに気付いた。

　灰色の世界を彩る、赤――血だ。

　聖皇様は怪け我がをしている？

　しかし、あの方の性格なら、すぐに従者たちに「治せ」とうるさいはずなのに。

　……胸むな騒さわぎがする。

　エリシアは、他の勇者たちに撤退を命じながら、一人、聖皇の後を追うことにした。
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　祭さい壇だん址あとは、闇やみ夜よの静寂に包まれていた。

　祭壇の上には、ステラ。

　それを見上げるように、王と王妃が立っている。

　その場には、今、三人だけが立っていた。

　アッシュは勇者たちの足止めに回っているし、ここまで同行していたフィーナも、空気を読んで遠目に見ている。

　何かを話すには丁度良い……だが、何を話して良いのか判らない。

　お互い、視線を合わせようとするがズレてしまう、という微び妙みような距離感を持っていた。

「……ステラ？」

　意を決したように、王妃が声を掛けた。

　だが、当のステラは、きょとんとしたまま王妃を見つめているだけ。

　彼かの女じよには、記憶も知識も無いのだ。

　ただ熱意だけでここまで来ている――『布教を成功させる』という、たった一つの願いに従って。

　もっとも、そのたった一つの願いすらも、叶かなえられるのかどうか……。

　熱意だけでは布教は成功しない。その事実は、深く深く心に刻まれている。




　……丁度良いではないか。

　と、祭壇の様子を陰から窺うかがう者がいた――聖皇カルロスだ。

　王と王妃を殺す好機！　奴やつらは魔物ステラに気をとられている。それに、邪魔な無免許勇者もここにはいない。

　聖皇は自信に溢あふれていた。これ以上ないほどに力が漲みなぎっているのだ。

　聖皇は、力の源――剣けんを取り出した。まるで身体からだの一部にでもなったかのように、うるさいくらいにドクンドクンと脈打っているのが聞こえる。

　魔物に与くみする王を殺すのだ。正義の下に――神の名の下に、裁きを下すのだ。

　魔物と王がジッと見つめ合った、その瞬しゆん間かんを隙と見て、聖皇は陰から飛び出て行った。

　突然の聖皇の登場に、皆が一いつ斉せいに聖皇を見やっていた。驚き困惑する視線が、聖皇の身体に集まっている。

　聖皇は剣を脇わきに構え、そのまま一直線に敬けい虔けん王へと突き進すすむ。

「お父様っ!?」

　ナニモノかの悲鳴のような叫さけび声が上がる中、聖皇には確かな手て応ごたえがあった。

　なのに、おかしい。

　敬虔王は、無傷のままだった。

　困惑した表情で視線を揺ゆれ動うごかす王。その先には……魔物。

　聖皇の剣は、魔物の身体を貫つらぬいていた。

　魔物が敬虔王を庇っていたのだ。

　……何だ、コレは？

　魔物がヒトを庇かばう……ヒトを助けるだと？　そんなことはありえない。なぜなら魔物はヒトを襲おそうのだ。まごうことなき罪なのだ。罪は許されるわけがないのだから……

　ならば、コレは、何だ？

「おのれっ！」

「ぐあっ!?」――聖皇は敬虔王に顔面を殴なぐり飛ばされた。

　頬ほおに痛みが走り、そして首にも、熱を持ったような激痛が走った。

　受け身を取れないまま、一〇ｍほども吹っ飛ばされてしまっていた。

　……おのれ、王の分際で、神に最も近いこの聖皇を殴り飛ばすとは！

　聖皇は怒いかりを露あらわに、すぐに身体を起き上がらせた。

　そのとき、確かに身体は起き上がっていた。

　だが…………。




「ステラ！」

　王と王妃は、聖皇に見向きもせずステラに駆け寄っていた。

　それは、見間違うことなく、親子の光景だった。

　怪我をした娘むすめを心配する両親そのもの……

　ただし、娘の身体は魔物のそれで。

　核かくが破は壊かいされていない限りは、自動で修復されていく。

「……私、こんな身体になってしまいましたの」

　ステラが、哀しそうに呟つぶやいた。

　その言葉に、王と王妃の瞳ひとみから涙なみだが溢れ出でる。

「どんな身体でも、お前は私の――私たちの娘だ。何の問題もない」

　敬虔王は、ステラを抱き寄せながらそう言った。

「ステラ……本当にステラなのね」
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　王妃も強く抱き締める。

「……苦しい、ですわ」

　そう言うステラは、穏おだやかな笑え顔がおで、

「……でも、温かい」

　細められた瞳から、涙がこぼれ落ちる。

「ふっ……くくくくはははっ！」

　その空気をぶち壊すように、笑い声が響き渡った。

　思わず、その声のした方を振ふり返かえる――驚きと恐怖に溢れた表情で、それを見る。

　高笑いを披ひ露ろうする、聖皇を。

「愚おろかなりジェイムス！　魔物に与する敬虔王よ！　もはや貴様は神の子ではない！」

　あたかも勝利を確信したかのように宣言する聖皇。その姿を、敬虔王はジッと見つめる。

　憐れん憫びんの目で、見下ろし続ける。

「私は、もう迷わない。私は神の子である前に、この子の親なのだからっ！」

「魔物の親とは、まさに《罪》！　貴様のような存在は、万ばん死しに値あたいする！」

「ならば私は、如何いかなる罪をも背負おう。その上で宣言する。この子は私の娘だと！」

「あくまで神に逆らうというのなら、儂自らの手で罰してくれる！　親子もろとも、地じ獄ごくの業ごう火かに焼かれるが良いわ！」

　聖皇の叫びに、ステラが悔くやしそうに顔を歪めていた。

　その顔を隠かくすかのように、王妃がスッと前に立った。そしてその更さらに前に敬虔王が立つ。

　娘を護るように。

「死ねぇ！」

　聖皇の身体が敬虔王らを襲う……それを遮さえぎるように、地面に一ひと振ふりの剣が突き刺ささった。




「ここから先は、『無免許勇者オレ』の仕事だ！」




　声と同時にアッシュが現れ、聖王の身体の前に立ちはだかった。

　最悪の敵を――凶きよう悪あくな《罪》を、倒すために。
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　……何が、あった？

　聖皇は困惑していた。ついさっきまで己おのれの勝利を確信していたというのに。

　……私は、何を見ている？

　聖皇の視線の先には、身体があった。ニセ勇者と対たい峙じして剣を構える、男の身体だ。

　コレは誰だれの身体か……とても見覚えのある身体だ。だが、ソレで良いのか？

　おかしいではないか。

　コレは儂の身体だ。

　目の前に自分の身体があるなど、おかしいではないか。

　なぜ、視界と自分の身体とが、一〇ｍ近くも離はなれてしまっているのだ!?

　なぜ、あの身体には首より上が付いていないのだ!?

　これではまるで、自分の首がもげてしまっているかのようだ……。

　そんな状態になって、生きていられるヒトが居るわけがないではないか！

「…………あぁ」

　聖皇は――聖皇の生首は、納なつ得とくしたように声を漏らしていた。

　思い起こすのは、あの日のこと――呪罪具の封ふう印いんを頼たのまれたときのこと。

　……儂はあのとき、既に喰われていたのか。

　喰人剣マンイーターっ！

　そして、スケイプドールっ！
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　どうやら、本人は今まで気付いていなかったらしい。

　自分の身体は既に、『喰人剣』に乗っ取られてしまっているということに――

　呪罪具の封印に失敗して斬ざん首しゆされてしまったその身体は、『スケイプドール』の力で生き延びているだけだということに――

　そして今、ようやくその事実に気付いてしまった聖皇は……

「……ならば、貴様も同罪よ！　呪罪具を使うモノは、滅ぶべぅ、うぐぉぶ!?」

　聖皇の生首が叫びを上げた途と端たん、身体の方から赤黒い触しよく手しゆが無数に伸のび、自らの首を突き刺すようにして繋つながると、そこで再生を始めた――スケイプドールの力。

　聖皇の右手は歪いびつな剣となり、ゴキュゴキュと音を立てながら、その腕うでを骨ごと呑み込んでゆく……その刃ははヒトの身長を優に超こえるほど巨きよ大だい化かしていた――喰人剣の力。

　二つの呪罪具が、それぞれの能力と呪のろいを発動させてゆく。

　アッシュはすぐに灰色の聖導鋼長剣ミスリルソードを具現化し、間かん髪はつ入いれず聖皇に斬きりかかった。

　聖皇の首が再び宙を舞まった……しかし手応えが無い。

　それほどに聖皇の身体は脆もろかった。だが次の瞬間には既に、新しい頭が再生していた。

　もはや、そこに頭の機能は無いのだ。

　何度も何度も切り刻んでも、何度も何度も再生する……。

　二つの呪罪具を手にする聖皇の身体は、喰人剣に捕ほ食しよくされ、そしてスケイプドールが再生し……それを延々と、いっそ永遠に繰くり返していく。

　その、真の永久機関がもたらす変化は、やがて、刃の破は壊かい力りよくと身体の再生を爆ばく発はつ的てきに成長させた。

「……こいつは、ただの暴走じゃないっ!?　逃げろ！　とにかく遠くへ！」

「ふぼぁがゃ！」

　言葉にならない声を上げて、聖皇の血肉塗まみれの顔が笑うように口角を上げていた。

　そして喰人剣が振るわれる。身体と完全に同化した喰人剣は、聖皇の身体の至る所から刃を出現させていた。二刀で攻せめてくる喰人剣に対してアッシュも二刀を具現化して対たい抗こうする……が、喰人剣は更に四刀……八刀……一六刀……と増ぞう殖しよくしていく。

　四方八方、無限に襲い来る剣けん舞ぶに対して、アッシュの具現化も押おされてゆく。

　喰人剣とスケイプドールの永久機関が、喰人剣の威い力りよくを無限に増大させていたのだ。

　さらに、正直言えば、アッシュの具現化の精度も落ちている。
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　対勇者を意識して白銀竜を出しすぎたのが、今になって効いているのだ。

　こんな面倒くさい敵と戦う羽目になるなら、もっと温存できただろうに……。

　アッシュは両手が塞ふさがる中、つま先に聖導鋼のダガーを具現化して聖皇を蹴けり上げた。

「ぶひゃあ!?」

　聖皇が血肉を吐きながら叫ぶ。痛みだけは残っているようだ。そのせいで、苦痛に襲われ暴れまわっていた。

　聖皇は衝しよう動どう的てきに周囲の木々をなぎ飛ばしていく。その一つが、ステラに向かっていた。

「しまっ……!?」

「せぁっ！」

　次の瞬間、その木が真っ二つに切断されていた。

　そこに立ちはだかるのは――ステラを背後に庇って立つのは、エリシア。

「あ、ありが……」

「下がっていろ」

　礼を言おうとするステラを制し、すぐさまエリシアはアッシュに駆け寄ってきた。

「ありがとな。魔物ステラを助けてくれて」

　アッシュは皮肉たっぷりに言ってやった。

「……妙みような胸騒ぎを覚えて来てみれば、酷ひどいものだ」

　エリシアは不ふ機き嫌げんそうに言い捨てて、刀の切っ先で聖皇を指し示した。

「少し観察させてもらっていた。私に考えがある。補ほ佐さは頼んだぞ」

　エリシアは一方的に提案してくると、答えを聞かないまま聖皇に向かって斬りかかった。

　彼女の一振りの刀から繰り出される斬ざん撃げきは、一いつ瞬しゆんにして一〇や二〇の軌き跡せきとなって聖皇を襲う。無限増殖を繰り返す喰人剣すらも圧あつ倒とうする剣技は、聖皇の身体を分断し、更に分断し分断し分断し……微み塵じんに細断していく。

「バルツロメオ、聖せい棺かんを！」

　……そういうことか！

　以前のときと――まさに喰人剣を封印したときと同じ作戦だ。

　聖棺を具現化して封印してしまおう、と。

　……だが、そうならそうと先に言えっての！

　アッシュが聖棺を具現化し、そこに聖皇の肉にく片へんを――呪罪具と一体化したモノを入れていく。それをエリシアが強化して、完全に封印する。

　次々に……次々に……

　五……一〇……二〇……どんどん数が増えていく。

　聖皇の身体が削けずられていく……だが同時に、聖皇の身体は再生していく。

「くっ……もっと速くだ！」――エリシアが叫ぶ。

「……こちとら、俺おれの体力は、無限じゃないっての！」

　アッシュは肩で息をしながら言い捨てた。

「すまない」

　エリシアは素す直なおに謝罪しながら、

「だが、他に手は無いではないか。呪いを無効化せねば意味が無いのに……」

　……無効化？

　その言葉に、アッシュは思い出したことがあった。

『世界の理ことわりを創り出す』剣。それを使えば、呪いの暴走をも打ち消せるのではないか。

　すなわち、光の剣：ハルメギド。

　……だが。

　アッシュが使えるのは、あくまでレプリカだ。

　外見だけなら――武器としての威力だけなら、再現できる。

　だが、その本質までも、具現化できるのだろうか？

　ハルメギドの、本質は……。

　アッシュは思わず、フィーナを見やっていた。

　フィーナは、王と王おう妃ひ、そしてステラを背に庇いながら、アッシュを見つめていた。

　その目は、信しん頼らいに満ちている。アッシュがいるから大だい丈じよう夫ぶだと。

　今も変わらず、三年前の、二人が出で逢あったあの日から……




　それは、『最終戦争ハルメギド』が始まった日……空が裂さけた日のこと……

　アッシュは、崩ほう壊かいした神しん殿でんの中に立ち竦すくみながら、たった一人の少女を助けることもできず慟どう哭こくし、そして、彼女が生き返ることを願った。

　ひたすらに、ただひたすらに願い続けたのだ――

　彼女の命を奪うばった神を、呪いながら。

　あのとき、アッシュは確かに、本物のハルメギドを握っていた。

　フィーナの故郷を滅ほろぼし、フィーナの両親を斬り殺し……フィーナから全すべてを奪い去ったあの剣を――

　アッシュは確かに持っていて、そして……

　フィーナの心臓へと突き刺したのだ。




　――「どうして、貴方あなたは、ここにいるのです？」

　――アッシュによって命拾いした彼女は、いまだ虚うつろな目をしながら見上げてきた。

　――その問いに、アッシュは真まっ直すぐ答えていた。

　――「アンタを助けに来た。そのために、俺はここにいる！」




　あの剣の本体は、どこかに消えてしまった。だが、その欠片かけらは……そう。

　今もフィーナの胸の中に――心臓に突き刺さったままだ。

　……全て、思い出した。

　あのときのアッシュの願い――それに協調していたハルメギド。

　秩ちつ序じよや原理を崩ほう壊かいさせ、そして新たな秩序を創り出すための力。

　これは――最終戦争の名を持つ剣の本質は――




　神殺し。




「エリシア。数秒だけ時間を稼かせいでくれ！」

　アッシュは返事を待たずに、目の前のことに集中すべく、急いでフィーナへ駆かけ寄った。

「……ふん。数秒程度なら」

　エリシアは呆あきれたように呟くと、

「本気を出すほどでもあるまい」

　エリシアの姿が消えた。

　次の瞬間、聖皇はこれ以上ないほどに粉々に切り刻まれていた。再生が、追いつかない。

　それを尻しり目めに、アッシュはフィーナに駆け寄り、その肩を掴つかんだ。

「フィーナ、お前の心を、俺に委ゆだねてくれ」

「もちろんなのです！」

　フィーナは即そく答とうした。

　突然の告白のようなものになってしまったのに、フィーナは少しも躊躇ためらわない。

　フィーナは、アッシュの全てを信頼してくれているのだ。

　だからこそ、アッシュも全てを出し切れる。

　アッシュはフィーナの胸にそっと触ふれた。

　フィーナが、少しくすぐったそうに首をすくめた。フィーナはアッシュの手を取ると、

「もっと、奥……」

　そのまま、自分の胸へと――その更に奥へと誘ゆう導どうするように押し付つけた。

　……理解わかる。

　今、アッシュはフィーナの奥に触れている――アッシュの導力がフィーナの導力と融ゆう合ごうし、彼女の奥に届いているのだ。

　ドクン……ドクン……優しい温ぬくもりに包まれながら……。

　ドクン……ドクン……フィーナの命の証あかしに、触れている。

　ふと、その奥で、凛りんと冷たいモノに触れた。

　そこに、ハルメギドの欠片がある。

　かつて神を殺した剣――その力を、掴むのだ。

「うぉぉぉぉっ！」

　アッシュは思わず叫び声を上げながら、手を引き上げていった。

　その手には、確かに、剣が握り締しめられていた。

　いつか見たそのかたち……その輝かがやきは真なる白銀色。

　以前に創り出した白銀色のハルメギドがくすんだ灰色にしか思えなくなるほど、鮮あざやかに光ひかり輝く刀身。これこそが本物の……




「神殺、ハルメギドだっ！」




　アッシュは高らかに宣言した。

「……ハル、メギド」

　エリシアが目を見張って、固まっていた。

　神学関係者にとって、それはまさに伝説。

　エリシアには真しん偽ぎの判断は付かないだろう。それでも見み惚ほれずにはいられないほどの、まさに神こう々ごうしい光の剣。

　その瞬間、ふと隙を見せてしまったエリシアに聖皇が襲い掛かかる。

「くっ!?」――エリシアの反応は遅おくれていた。このままでは直ちよく撃げきを食くらってしまう。

　アッシュはその場で剣を振るった――瞬間、光の波が辺りに放たれた。それを浴びた聖皇の身体はボロボロと崩くずれていく。

　再生は……起こらない。

　喰人剣の『原理』も、スケイプゴートの『原理』も、今ここで創り直したのだ。

　この剣の前では、クリシュダ神の創り出した自然原理は、もはや意味を成さない。

　アッシュは再び剣を振るい、光の波を放った。聖皇の身体が一気に崩れ去さっていく。

　そしてその中から、埋うもれていたスケイプドールが露になった。

「そこだっ！」

　アッシュは一いつ閃せん、スケイプドールを貫くと、返す刃でマンイーターを切断した。




　静せい寂じやく――

　さやとした優やさしい風が吹ふく。

　聖皇の身体は、呪罪具と共に灰と化し、空へと消えていった。

「終わった、か」

　エリシアが声を掛けてきた。

「いや、これから始まるんだ」

　アッシュは振り返った。

　その先には、笑顔ではしゃぐフィーナ。

　そして、王と王妃と、ステラがいる。

　舞ぶ台たいは整った。

　みんな、誰ともなく頷うなずき合う。

　俺たちは、そのためにここに居るのだから。




６




「私は、全て思い出しました。もう大丈夫ですわ」

　ステラは、そう言った。

　どこか誇らしげな笑顔で。

　王と王妃が見守る中……そしてアッシュとフィーナとエリシアが護衛する中、ステラはこの祭さい壇だん址あとに立っていた。

　それはまるで、ごく小規模な護剣軍のように。

　ここに立つのは、想おもいを一つにして集まった、まさに義勇の者たちだ。

　いま、ここで布教の儀ぎ式しきを始める。

　……今度こそ。

　アッシュは無意識に、手を硬かたく握り締めていた。

　その手に、そっとフィーナの手が添そえられた。

　アッシュは、硬く閉ざされた手を緩ゆるく解ほどいた。そこにフィーナの手が割り込むように絡からまってきて、ふたり、手を繋ぎながら見守る。

　月が、舞台を照らし上げていた。

　ステラが舞う、その一挙手一投足に、皆みなの視線が集中している。

　その手足が、夜空に溶とけ込んでいく……透すけていく。

「ステラ!?」

　王妃が悲鳴のように呼びかけた。

　ステラは、穏やかに微笑みながら、舞まいを続ける。

　透ける身体から見みえ隠れする、彼女の胸に込められたイヤリング――核。

　その核に、ひびが入っていた。さきほどの聖皇の攻こう撃げきが、僅わずかに掠かすめていたのだ。

　導力を持つ者によって核を傷つけられてしまったら、魔物は消える。

　その運命を察して、王と王妃の目から涙が溢れる。

　だけどステラは、微笑んでいる。

　最さい期ごの舞を楽しむように……

　残り僅かの一いつ緒しよの時間を、その全ぜん身しん全ぜん霊れいで感じるように……

　だが。

　その動きがピタと止まってしまった。

　まさか時間が……と不安に駆られたが、そうではなかった。

　そこは、以前、ステラがよろけてしまった箇か所しよだったのだ。

　ここを成功させなければ、きっと、再び失敗で終わってしまう。

「まったくもう」

　そう声を掛けたのは、王妃だった。

　その目に涙はあれども、その顔はどこか楽しそうで。

「相変わらず、そこが苦手なのね。困った子だわ。ねぇお父さん」

「あぁ。いつも練習が嫌いやで逃げ出していたから、後半の難しい所でつまずくんだ」

「そういえば、あのときもそうでしたわね。この街に、少しだけ旅行で来られたときも」

「そんなこともあったな。『私が大きくなったら、舞を見せてあげるね』なんて言って」

　そこにあるのは、家族の会話だ。

　王は続けて、

「……大きく、なったんだな」

　一方、王妃は少し怒おこった風に言って、

「でも、まだまだです。……ほら、私が教えてあげますから、しっかりと同じように踊おどるのですよ？」

　王妃は、舞台の脇、ステラに良く見える位置に移動して、そこでステラに背を向けた。

「ここは、こう……手の動きに意識をとられてはいけませんよ。三小節前と同じ動きで良いのですから、脚あしの動きに集中して、こう」

　王妃が舞い、それをステラが真ま似ねて舞う。

　そして、苦手だった箇所も、ミスなく舞えるようになった。

「では、初めから」

　残り時間は少ない。それでも、完かん璧ぺきな舞を奉ほう納のうしなければならないのだ。

　ステラは、王妃と一緒に、改めて舞を始めた。

　舞台の上と下、母子が一緒になって踊る姿を、父が見届ける。

　それはきっと、いつか繰り広ひろげられていた、日常。

　もはや戻もどることが許されない、何気ない日々。

　ステラは、その時間を踏ふみしめるように舞い続けて――

　必死に噛かみ締めるように嗚お咽えつを堪こらえて――

　しっかりと、完全な舞を奉納してみせた。

　ふわり、さらり、光が降り注ぐ。

　無む彩さい色しよくの大地が、一変、色いろ鮮あざやかに染め上げられていく。

　緑溢れる木々――

　青く澄すんだ湖――
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　そして、ステラたちが歩んできた道には、色とりどりの花が咲さき誇ほこる。

　虚きよ無む区であるこの土地に、魔物が執とり行おこなった儀式によって、神の加護が届いたのだ。

　ステラは、祭壇上でこの様子を見届けると、

「やりましたわ」

　弾はじけるような笑顔を見せて、そして、その場に崩れ落おちるように倒たおれた。

　王と王妃が駆け寄よる。アッシュたちはそれを見守る。

「……ごめんなさい」

「なぜ謝あやまるんだ？」

　ステラの言葉に王が困こん惑わくする。

「だって、敬虔王の娘が、呪罪具を使って、こうして魔物になっちゃって……」

「関係あるか、そんなこと！」

　敬虔王は激げき怒どした――叱しかった。そして、ステラの両親は、娘に言葉を掛ける。

「もしもお前が《罪》を持っているのだとしても、それは、そのように育てた親の責任だ。子の《罪》は親が代わりに背負うものだ」

「それどころか、私たちは、ステラを誇りに思います。そして、そんな娘の親である私たちは、胸を張って言いふらすのです。『私たちの自じ慢まんの娘なのですよ』って」

　その言葉に、ステラは安心したように、微笑ほほえんだ。

「……私、生まれ変わっても、お父様とお母様の娘でいたかった。……そう思っていましたの。ですが、それはもう、叶ってしまいましたわ……ね」

「まだ、叶えきっていないことがあるだろう――」

　敬虔王は、震ふるえる声を必死に抑おさえ、娘に言葉を届ける。

「生まれ変わりが起こる者は、この世に未練があるという。お前は苦しいこと辛つらいことばかりで、幸せになっていないじゃないか。だから、今度こそ、私たちがお前のことを幸せにしてみせるのだ。……これは、誓せい約やくだ。さぁ、いつものように誓約にしてくれ」

　その一言に、全ての希望を込めて。

　すると、ステラは残念そうに、

「……でしたら、やっぱり、これでお別れですわ」

　ステラの透き通とおった笑顔が、消えていく。

「私は、もう、十分すぎるほどに、幸せなのですもの」

　ステラの瞳に涙が浮うかぶ。

　その透とう明めいな雫しずくは、頬を伝うことなく、まっすぐ地面へと落ち、弾けて消えた。




「今回の件、私独自で調べたいことがある」

　そう背中で語るのは、エリシア。

　祭壇址に王と王妃を残して、一足早く協会に戻るのだという。

「この事件、結果が出るまで、報告書にも書くことができそうにないな」

　独り言のように呟くエリシアの背中に、アッシュが声を掛ける。

「今すぐに書いたら、文字が滲にじんで報告にならなそうだものな」

「……言っている意味が、解わからないな……ズズ」

　いや、そんな震え声ごえで鼻を啜すすりながら言われても。

　ステラの最期を見守ってからずっと、エリシアはみんなに背中ばかりを見せている。

「次の仕事に支障が出ない程度には、泣なき止やめよな」

「っ!?　私は泣いてなどいな……くっ！」

　エリシアは弾かれたように振り返って、真っ赤な目と鼻を晒さらしてきたかと思うと、慌あわてて顔を隠すように背中を向けた。

　そして、更に耳まで真っ赤にしながら、

「……私は泣いてなどいない」

　いや、だからそんな震え声で言われても。

「そんなことはさておき」

　と、エリシアは途と轍てつもなく強ごう引いんに話を切きり替かえると、

「《罪》とは何だ？　『魔物』とは何だ？　そして、『正義』とは……。この答えが出るまでは、私には、一つの価値を押し付けるようなことは書けない」

　苦く悩のうを吐はき捨すてるように言いながらも、

「ただ、『この地域は、私の実力不足により護衛に失敗した』ということだけは、事実として報告せざるをえまい」

　と、ある種の決意を込めた表情で、言い切っていた。

　現げん役えき最高の勇者でも護衛できなかった地――それは協会関係者を敬遠させるには十分すぎる事実だ。これはエリシアなりの、エリシアにしかできない、この地域の護まもり方だ。

　相変わらず回りくどいが、それもやはりエリシアらしい。

「ではなっ。……次に会うときこそ、無む免めん許きよ勇者の罪で捕つかまえてみせる」

　エリシアは、相変わらずのことを言って去っていった。

「生あい憎にくと、捕まるわけには行かないからな。行くぞフィーナ」

「はい。まだまだ、この世界には救いを求めている人がたくさんいるのです」

　無免許勇者とその助手は、次の地へと旅立つ。

　正規勇者では救えない者たちを、救うために。




†




『ニセ聖皇事件』――

　俗ぞくにそう呼ばれるこの事件の真相を知る者は、少ない。

　当とう該がい事件の当事者の一人であり、正規勇者であるエリシア・グラツブルクの報告書にもある通り、『魔物が聖皇に化けたがために起きた事件』だと、そう総そう括かつされている。

　敬虔王と王妃は、その被ひ害がい者しやとされ、また、布教を成なし遂とげた功績によって、改めて王として民たみに迎むかえ入いれられた。

　その復帰第一声として、改めて、旧ティアーゴ市の開放が宣言された。

　神の加護が届く、巡じゆん礼れい路ろ。

『コンポステラ』――星降る草原。

　そこには、一面、小さな純白の花が咲き誇っている。

　星ステラの名を持つ、可愛かわいらしい花が。







あとがき







　ご無沙汰してます。あるいは初めまして。しやけ遊魚です。

　本作の主役は、無免許勇者！

　私にとって、子供の頃から『無免許』と言えば『医者』と決まっていましたし、憧れていました（※無免許、ダメ絶対）。ただ、無免許医（特に外科）は、いわば傷害罪の犯人なわけです。だけど患者が同意しているから、傷害罪は成立しない。それどころか、患者個人にとっては身体を治してもらうのだから、『善』とすら言える。他方で、医師法に違反しているから、社会秩序にとって『悪』であることには違いない。

　この構図が凄く面白い！　と思ったところで、じゃあ『医者』よりも小説向きで面白い題材は無いか……と考えてみた結果、『勇者』が出てきました。語呂も良いし。

　そもそも、『無免許勇者』の前提として、『勇者』が免許制でなければならない。ならば免許を出すのは、勇者の力や正当性を基礎付けるほどの存在である必要がある――つまり神。そうすることで、無免許勇者は神に逆らう『悪』となる、だが、助けられた人にとっては有り難い『善』になる、という基礎が立ち、この『無免許勇者』は誕生しました。

　……凄く、理屈っぽいです。

　よく言われます。編集さんにも叱られます。でもエリシアが理屈を立てるところとか楽しいです。あの理屈っぽさが安心できます。でもあの性格の人が実際に居たら、面倒です。だからエリシアにも友人が居ないんです。なので、どうか仲良くしてあげてください。

　そんな面倒な理屈も突き破る、無免許勇者の無双譚、楽しんでいただけたなら幸いです。

　それでは、最後に謝辞をば。

　担当編集さん。歴史小説や軍記など、自分の知識が薄い分野の参考作品を紹介していただいたことが力になりました。お陰で、歴史小説も読むようになり、我が家に山積みされるようにもなりました……。

　イラスト担当の岩本ゼロゴさん。アッシュ、フィーナ、エリシアたちの性格が一目瞭然なほど魅力的な姿を具現化していただき、感激です。個人的には、聖皇のあれが凄いです。

　その他にも、本作の製作・出版に関わっていただいた皆様に、多大なる感謝を。

　そして、この本を手に取っていただいた皆様。本当にありがとうございます！

　それでは、次にお目にかけられることを楽しみにしています！
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